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中之島図書館所蔵の絵画について 
 

鳴澤 成泰（中之島図書館） 

 

1. はじめに 

 図書館が保有する資料に関する規定としては、図書館法(昭和 25年法律第 108号)第 3条

(図書館奉仕)第 1号に「郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード、フィルムの収集にも

十分留意して、図書、記録、視覚聴覚教育の資料その他必要な資料(以下「図書館資料」と

いう。)を収集し、一般公衆の利用に供すること。」と書かれている。 

 図書館では挿絵入りの図書や浮世絵、絵巻物など美術品的価値が高いものも多く所蔵し

ているが、それはあくまでも書物あるいは書物の付属物という形で、絵そのものを見ると

いうよりは、その中に盛り込まれている様々な情報、例えばかつての風俗であるとか、物

の形であるとかを文字よりもはるかに雄弁に物語るものとして、図書館として整理し、利

用に供している。基本的に芸術作品としての絵画や彫刻は収集対象ではない。それにもか

かわらず多くの絵画を所蔵している。 

 中之島図書館では、重要文化財としての重厚な建物とともに、長崎市の平和祈念像で有

名な西村西望作の 2 対の彫像や明治の大画家浅井忠の 3 枚の絵画などすぐれた芸術作品が

館内に展示されている。浅井忠の絵画は記念室に掲示されているため、年に一、二度しか

見ていただく機会がないが、彫像は正面のホールにどっしりと据えられており、図書館に

集う人々を落ち着いた芸術的雰囲気に包み込んでいる。 

 その他にも、多くの絵画を所蔵しており、かつては郷土資料室（現：マイクロフィルム

閲覧室）に菅楯彦や生田花朝の絵が掲示されていたり、時には展示会を行うなど様々な形

で展示されていたようである。ただ現在では管理上の問題もあり、しまいこんであってあ

まり見ていただく機会がない。今年芦屋市立美術博物館で開催された「菅楯彦の世界」展

に日記や図書の表紙絵などとともに 6枚の絵が出品されたり、昨年当館で谷崎潤一郎の『盲

目物語』の講演をされた際、その口絵に使われた北野恒富の「茶々殿」をお見せしたりと

いった形で活用している程度である。 

 絵画の取得記録を調べてみるとすべて寄贈である。画家本人からの寄贈もあるが、寄贈

者が画家とどのような関係にあったのか、また図書館とのかかわりはどうであったのか、

記録が残されていないため探すことができず、よくわからない点もあるが、何かの経緯で
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特に「中之島図書館へ」と寄贈していただいたものであるに違いない。 

 中之島図書館は 100 年以上の歳月の中で様々な変化を遂げてきた。最近の十数年をとっ

てみても中央図書館の完成とともに機能を大阪・古典籍資料を特色とする一般的な図書館

として、図書類を大幅に中央図書館に移し、閲覧室の構成も変え、現在の文芸ホールを設

置している。そして2004（平成 16）年から図書館の目指すところにあわせ一般資料室をビ

ジネス資料室に変え、部屋の模様替えや図書類の重点化を行った。このような大きな変化

のなかで、いつしか絵画の存在が希薄になってしまったのではないかと思う。 

 本稿では中之島図書館が所蔵する絵画（屏風や色紙類については除外した。）について整

理し、紹介しようと考えた。作家については良く知られる大家から今日ではあまり知られ

ていない方もおられる。実際資料を調べても現時点では情報が得られない方もある。寄贈

者についても申し訳ないことながらお名前以外はほとんど情報が残されていない。作家ご

本人以外の方については作家の身寄りや友人知人の方であろうと語り伝えられている。こ

のような限界はあるが、わかる範囲で記録として整理しておきたいと思う。適宜区分して

整理したが、それぞれの区分の中では作家の生年順に配列し、最後に情報が不明なものを

配置した。絵画のスナップ写真は紙数の関係から数枚に絞って挿入した。なお文中敬称は

省略した。 

 

2. 大阪、京都、奈良を描いた浅井 忠の 3枚の絵画 

 中之島図書館は 1904(明治 37)年に住友家の寄付により本館が建設され、その後利用者の

増加、蔵書数の増加により手狭になったため、住友家の寄付により 1922(大正 11)年に両翼

の拡張工事を行っている。その際、現在のホールに彫像が設置されたり、記念室も再整備

され今日の姿になった。3枚の絵もその際、記念室の室内を飾るものとして寄贈されている。 

浅井 忠（あさい・ちゅう）は 1856（安政 3）年佐倉藩江戸屋敷に生まれた。幼いとき

から絵を好み、1864（元治元）年佐倉藩の絵師黒沼槐山について花鳥画を学んだ。1873（明

治 6）年に上京し、はじめは英語の塾で学んでいたが、1876（明治 9）年国沢新九郎の画塾

彰技堂に入門し、西洋画研究を開始、同年工部美術学校創設とともに入学し、同校画学教

師フォンタネージに指導を受けた。1889（明治 22）年明治美術会を創立し、同年第一回展

に「春畝」、翌年第二回展に｢収穫｣など明治洋画を代表する秀作を発表するなど活躍し、1898

（明治 31）年には東京美術学校教授に就任している。1900（明治 33）年から 2 年間にわ

たるフランス留学から帰国後、東京美術学校教授を辞して、1902（明治 35）年新設の京都
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高等工芸学校教授として京都に赴任している。翌 1903（明治 36）年自宅に聖護院洋画研究

所を創設、1905（明治 38）年関西美術院が創設されると初代院長に就任するなど、関西画

壇の指導者として活躍したが、1907（明治 40）年に京都で没している(1)。 

寄贈されている作品は 1922（大正 11）年 10月 21日受け入れたもので 

（1）「大阪港（安治川）」89.0×153.5 洋画 キャンバス油彩 1904（明治 37）年頃制作 

（2）「牛」93.0×63.0 洋画 キャンバス油彩 

（3）「奈良」93.0×63.0 洋画 キャンバス油彩 

である。「牛」は京都を「奈良」は鹿が描かれており奈良をイメージするものであるとい

う。 

住友家の当主住友春翠は著名な美術品の収集家であり、内外の絵画を収集していた。『住

友春翠』(4)によると、浅井忠が京都に移ってつくった聖護院洋画研究所が研究生の増える

に従い新教場新築の儀がおこり、京都の個人の画塾を糾合し、資金として一般からの寄付

金も募って関西美術院を作ろうとした。その際、ともに作ることとなる鹿子木孟郎が住友

家に働きかけ、1000円を贈られている。資金としてはこの 1000円を含め 1588円 70銭集

まったという。ともあれこの資金で関西美術院は建ちあがり、浅井忠が初代の院長となっ

ている。 

鹿子木孟郎は外遊中に住友家の顧問川上謹一から手紙をもらい、西洋画の買い付けを頼
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まれたが、自身の留学の方が住友家にとってプラスであると返事を送り、3年間の留学をす

ることができるようになった。帰国後さらに 1906（明治 39）年から 2年間住友家の命を受

けパリに留学し、住友家のコレクションとなる絵画をもたらしている。須磨別邸にはフラ

ンスの名画とともに日本の洋画家の作品も多く収集され、浅井忠のものも数点あったとい

う。このような浅井忠と住友家の関係から収集された作品の一部が寄贈されたのであろう

(5)､(6)。 

 

3. 大阪府文芸懇話会に集う芸術家達 

 中之島図書館はかつて単なる図書館という以上に大阪の文化センターという役割を担っ

ていた。それが大阪府文芸懇話会である。1950（昭和 25）年に大阪府立図書館（現在の中

之島図書館）に事務所をおいて発足している。大阪文化賞、大阪芸術賞の各受賞者及びそ

の審査関係者をもって組織されており、大阪における文化政策の一環として、文学芸術面

の振興と発展を図り、会員相互の親睦と啓発に資することを目的としていた。当初の世話

人の中に、当時の図書館長中村祐吉とともに鍋井克之、菅楯彦の名がある。中村祐吉の言

によれば「この会が一番華やかだったのは昭和 37年。今は亡き菅楯彦画伯他数十名の会員

諸氏が大阪府の文化振興のため、はるばる東京から賓客久保田万太郎氏の応援を得て、府

下 9 市・町で文芸講演会をブッテ廻ったときだ」(7)という。このような図書館を舞台とし

た活動もあって作品を寄せられたのであろう。 

 

3.1 須磨對水（すま・たいすい） 

 1968（明治元）年大阪市東区北浜一丁目に生まれる。生粋の大阪人で義理の父の久保田

桃水に絵を学んだ。京の職画（着物の絵や襖絵など職人としての絵描きのこと）を 30年も

するなど苦労している。大正から昭和にわたり大阪画壇を代表した画家。1948（昭和 23）

年大阪府文芸賞（翌年から大阪府芸術賞に名称変更された）を受賞した。1955（昭和 30）

年没(8)。 

 次の絵を所蔵している。 

「侘び助椿」30.5×44.0 日本画 絹本淡彩 

1952（昭和 27）年 5月 12日受け入れ。大館正夫寄贈。 

『あしかび第二集』(9)に絵と須磨對水のコラム「大阪や」が掲載されている。 
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3.2 菅 楯彦（すが・たてひこ） 

 1878（明治 11）年現在の鳥取市に日本画家菅盛南の長男として生まれた。幼時に大阪に

移り、1889（明治 22）年父の病気のため、高台小学校高等科第二年を中退し、一家を支え

るため絵事に専念することになる。以後独学を通し、大和絵をはじめ円山四条派、狩野派､

宋元画､浮世絵など幅広い研究を行う。また本居派の鎌垣春岡に国学や有職故実､山本憲に

漢学を学び､仏教美術史､宗教史等の研究も進めた。大和絵的な歴史画や大阪の風物を好ん

でテーマとした。浪速御民と称して四条流を独自に発展させた瀟洒な筆致で大阪の風物を

描き続けた。1949（昭和 24）年大阪府文芸賞、1951（昭和 26）年大阪市文化賞､1958（昭

和 33）年日本画家としてはじめて日本芸術院恩賜賞を受賞し､1962（昭和 37）年大阪市名

誉市民に選ばれた。1963（昭和 38）年没(1)。 

多くの作品を書いている。小説家の表紙絵や口絵なども書いているが、昭和 26年の毎日

新聞のコラムに次のような記載がある(10)。｢画伯が戦時中郷里鳥取県に疎開していたとき、

当時岡山県勝山に疎開中だった谷崎潤一郎氏が｢細雪｣の装幀依頼のためはるばる山をこえ

て訪れ、画伯はすぐさま玄関先であの有名な表紙の絵と｢細雪｣の字を書いたという挿話が

ある。谷崎氏の画伯に対する敬慕はすでにふかい。｢聞書抄｣をはじめ多くの挿絵をえがい

たことにもよるが単に作品と挿絵画の関係だけでなく谷崎氏を傾倒させる偉大さが菅画伯

にはあるのである。｣ 

 菅楯彦は文芸懇話会発足時からの世話人であり、昭和 27 年５月天王寺分館が竣工し､6

月に開館式を迎えたとき、招待状の文及び字を書いていただいたなど、図書館との縁故も

深いものがある(11)。死後多くの蔵書を受け入れている。幕末の大阪の姿を彷彿させる貴重

な歴史・風俗資料である浪速百景も菅楯彦の旧蔵品である。 

 次の６点を所蔵している。 

（1）「天王寺舞楽」29.0×61.0 日本画 紙本淡彩 扇面額装 

1951（昭和 26）年 1月 10日受け入れ。梶川真人寄贈。 

（2）｢町人講学｣33.0×55.0 日本画 紙本淡彩 扇面額装 

1951（昭和 26）年 1月 10日受け入れ。梶川真人寄贈。 

（3）｢浪速文人図｣70.0×213.0 日本画 絹本墨に淡彩 額装 昭和 14年頃 

『菅 楯彦・生田花朝女名作展』(12)に掲載されている。 

1951（昭和 26）年 5月 16日受け入れ。吉川重三寄贈。 

（4）｢木津川の秋雨｣37.5×56.5 日本画 紙本淡彩 扇面額装 
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1951（昭和 26）年 5月 16日受け入れ。梶川真人寄贈。 

（5）｢尻無川の沙魚釣｣28.2×55.0 日本画 紙本淡彩 扇面額装 

1951（昭和 26）年 5月 16日受け入れ。梶川真人寄贈。 

（6）｢住吉御田｣52.0×58.0 日本画 絹本彩色 額装 昭和 10年代 

『菅 楯彦・生田花朝女名作展』(12)に掲載されている。 

1951（昭和 26）年 5月 16日受け入れ。梶川真人寄贈。 

なお梶川真人は菅楯彦の甥であり、後に菅楯彦の養子となって菅真人と称した 

 

 

 

3.3 北野恒富（きたの・つねとみ） 

 1880（明治 13）年金沢市に生まれる。小学校を卒業後の 1892（明治 25）年、版下業西

田助太郎に入門し､版下技術習得のかたわら南画を学んだ。1897（明治 30）年、彫刻師中

菅楯彦 「住吉御田」 
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山駒太郎に伴い北国新報彫刻部に勤務したが、画家となる志を持ち、大阪に出て､翌年浮世

絵の流れをくむ稲野年恒に師事した。1901（明治 34）年大阪新報社に入社し新聞小説挿絵

を描いている。1910（明治 43）年第 4回文展に「すだく虫」が初入選し､翌年第 5 回文展

「日照雨」が三等賞を受賞､出世作となった。また 1912（明治 45）年「浴後」などを発表

し､当時恒富風の美人画をはやらせた。1912（大正元）年の大正美術会、1915（大正 4）年

大阪美術会、1918（大正 7）年茶話会の設立に関与し、1914（大正 3）年日本美術院再興

後これに参加し、1917（大正 6）年同人となった。明治末年から大正にかけては､デカダン

的で濃厚な美人画を描いたが､その後次第に清澄な画風に転じ、情感豊かな美人画を残した。

画塾白燿社を主宰し、大阪画壇の重鎮として活躍した。1947（昭和 22）年没(1)。 

鍋井克之の『大阪繁盛記』(13)によれば、「高津宮の境内に、今春恒富庵の筆塚が建設され

た。昔、ここに北野恒富が住んでいた由緒の地である。題字は碧梧桐の筆跡になる。」との

ことである。 

次の 2 点を所蔵している。2003（平成 15）年開催された北野恒富展に出品されている。

橋爪節也による作品解説があるので引用しておく(14)。 

（1）「茶々殿」179.0×84.5 日本画 絹本彩色 額装 大正 10年（再興第 8回院展） 

1955（昭和 30）年 1月 17日受け入れ。森本徳太郎寄贈。 

「淀君の連作の一つで、簡潔な構図に桃山らしい衣装を着た茶々を描く。着物の模様に

ある咲きはじめの山桜のように、花開く直前の娘姿であろう。豊臣の桐の家紋がなく、秀

吉の庇護を受ける以前の北ノ庄時代かもしれない。顔は根津清太郎の夫人松子を参考に書

いたというが、色彩も抑制されて表情には寂寥感がただよい、運命に翻弄される若き茶々

の不幸な境遇を匂わせている。大正 10年の院展に出品され、前年の《淀君》に続けて一人

の女性の生涯を描き分けようと試みたのだろう。昭和 7 年、お市や茶々が登場する谷崎潤

一郎『盲目物語』の口絵にもこの絵は用いられた。」 

（2）「宝恵籠」62.0×74.0 日本画 絹本彩色 額装 昭和 6年頃  

1956（昭和 31）年 8月 15日受け入れ。内田稲菜寄贈。 

「大阪の新年最初の祭が今宮戎神社の十日戎である。」「その本戎に登場するのが芸妓を

のせた宝恵籠である。美しく着飾ったハレの日、見物の視線にさらされながら「ほえかご

ほいほい」と揺られ、やんちゃな芸妓もこのときばかりは神妙な顔つきである。それが面

白かったのか恒富はスナップ写真のように宝恵籠を画面一杯に拡大し、その狭い空間に芸

妓を詰めこんでしまった。前年の院展の《阿波踊り》につづく郷土色豊かな祭のシリーズ
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で、出品作は所在不明だが、同じ構図で宝恵籠を描いた作品が何点も残されている。」 

 

3.4 山口艸平（やまぐち・そうへい） 

1882（明治 15）年大阪難波新地生まれ。国学院専門部卒業、独学で日本画を習得した。

挿絵画家として活躍した。1955（昭和 30）年大阪府芸術賞を受賞。1961（昭和 36）年没

(15)。 

 収蔵作品としては次の 1点がある。 

「筍市」42.0×45.0日本画 紙本淡彩 額装 

1958（昭和 33）年 1月 25日受け入れ。藤枝春月寄贈。 

 

3.5 鍋井克之（なべい・かつゆき） 

 1888(明治 21)年大阪市生まれ。大阪府立天王寺中学校(現天王寺高等学校)在籍中から日本

画を学び始めるが、のちに洋画に転じ、中学校卒業後、東京美術学校(現・東京芸術大学)

西洋画科に進み、在学中に第 1 回二科展に出品し、翌年の第 2 回二科展では出品した卒業

制作の「秋の連山」が二科賞を受けるなど早くから才能を開花させた。以後の二科展に出

品を続け、第 5回二科展で再度二科賞を受賞するほか、1922(大正 3)年には小出楢重、黒田

重太郎、国枝金三とともに信濃橋洋画研究所(後に中之島洋画研究所)を設立して後進の指導

に当るなど、精力的に活動した。 

 戦後は第二紀会(現社団法人二紀会)の創立に参加し、1950 年(昭和 25 年)には前年の第 3

回二紀展出品作「朝の勝浦港」などにより日本芸術院賞を受けた。また同年には大阪府芸

術賞を受賞している。1958（昭和 33）年大阪市民文化賞受賞。1959年(昭和 34年)からは

浪速短期大学、1964年(昭和 39年)よりは浪速芸術大学(現・大阪芸術大学)教授として指導

にあたるなど常に洋画界で大きな存在感を示した。制作の中心であった風景画は、油彩画

による日本の風景の表現を代表する作品として高く評価されている。1969 年(昭和 44 年)

没(16)。身近に見られるものとして JR 天王寺駅にある 1962（昭和 37）年に完成した壁画

「熊野詣絵巻」がある。その他、小説や絵画に関する書物の他、随筆を多く書いており、

随筆集として「和服の人」、「富貴の人」、「閑中忙人」、「大阪繁盛記」、「大阪ぎらい物語」

などがある。 

 所蔵作品としては次の 2点がある。 

（1）「湖上晴曇」59.5×72.0 洋画 キャンバス油彩 1948(昭和 23)年 第二回二紀展に
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出品。 

  1952（昭和 27）年 5月 12日受け入れ。土井日出男寄贈。 

『生誕百年記念｢鍋井克之｣と旧制天王寺中学の画家たち』(17)の図版 20に掲載(モノクロ)

されている。 

（2）「中之島図書館デッサン」19.0×24.7 洋画 紙本鉛筆 

1956（昭和 31）年 9月 28日受け入れ。本人寄贈。 

 

3.6 生田花朝女（いくた・かちょうじょ） 

 生田花朝とも号する。本名はミノリ。1889（明治 22）年大阪市天王寺区上之宮町に生田

南水を父に生まれる。1896（明治 29）年大阪師範学校付属小学校に入学。このころより家

学であった俳句を父に、また藤沢黄波に漢学、近藤尺天に国学を学ぶ。1905（明治 38）年

四条派の画家喜多暉月に師事し絵を学び始め、1913（大正 2）年菅楯彦に入門、大和絵の

ほか万葉集や国学、有職故実を学ぶ。また美人画家北野恒富にも学んだ。1925（大正 14）

年第 6 回帝展に「春日」が初入選、翌年第 7 回帝展で「浪速天神祭」が女性で初の特選を

受賞する。1927（昭和 2）年帝展無鑑査、新文展にも出品し、戦後は日展に出品、大阪の

風物を大和絵風に綴り続けた。1952（昭和 27）年大阪市民文化賞、1958（昭和 33）年大

阪府芸術賞を受賞。1978（昭和 53）年没(1)。 

 次の 4点を所蔵している。 

（1）「天神祭」51.5×70.7 日本画 絹本彩色 額装 昭和 10年頃 

1952（昭和 27）年 6月 19日受け入れ。梶川真人寄贈。 

『菅 楯彦・生田花朝女名作展』(12)に掲載されている。 

（2）「鑑真和上来朝図」166.0×113.0 日本画 紙本彩色 額装 

1960（昭和 35）年 5月 17日受け入れ。本人寄贈。 

（3）「だいがく」190.0×101.5 日本画 絹本彩色 額装 

1963（昭和 38）年 9月 14日受け入れ。本人寄贈。 

『菅 楯彦・生田花朝女名作展』(12)に掲載されている。 

（4）「住吉大社御田植」96.0×129.5 日本画 紙本彩色 額装 

1965（昭和 40）年 5月 20日受け入れ。本人寄贈。 

 

3.7 矢野橋村（やの・きょうそん） 
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1890（明治 23）年愛媛県越智郡波止浜町（現在の今治市）に生まれる。砲兵工廠で勤務

中に左手切断という事故に遭遇するが、1906（明治 39）年南画家永松春洋に入門し、以来

右手一本で創作活動に精進した。1913（大正 2）年第 7 回文展に「湖山清暁」が初入選し

褒状を受賞、翌年、翌々年と 3年連続して褒状を受賞した。1921（大正 10）年日本南画院

創設に参加し、同人となった。また 1924（大正 13）年私立大阪美術学校を創設する。1928

（昭和 3）年第 9回帝展で「暮色蒼々」が特選を受賞、1930（昭和 5）年以後たびたび審査

員をつとめた。戦後 1958（昭和 33）年日展評議員に就任、1961（昭和 36）年には前年の

第 3回新日展出品作「錦楓」により日本芸術院賞を受賞した。また 1950（昭和 25）年大阪

府芸術賞、1959（昭和 34）年大阪市民文化賞を受賞した。1960（昭和 35）年日本南画院

創立に参加し副会長、1964（昭和 39）年には会長に就任している。南画の伝統を守り、水

墨山水を得意とした。「宮本武蔵」、「大菩薩峠」などの新聞連載の挿絵を手がけるなど幅広

い活動をした。1965（昭和 40）年没(1)、(18)。 

 次の絵が収蔵されている。 

「豊秋」縦 52.0cm×横 57.5cm 日本画 紙本彩色 額装 昭和 30年 

1955（昭和 30）年 5月 12日受け入れ。藤枝春月寄贈。 

1955（昭和 30）年関西綜合美術展で発表された作品。矢野橋村 65歳の作品。画像として

は『企画展「矢野橋村展－近代水墨画の精粋－」図録』(18)の 54頁に掲載されている。 

 

3.8 中村貞以（なかむら・ていい） 

1900（明治 33）年大阪船場に生まれた。幼い頃の両手のやけどで指の自由を欠くという

障害をもっていた。9 歳の頃、浮世絵師二世長谷川貞信のもとで写し物を学び、のち 1919

（大正 8）年、19 歳のとき、当時大阪画壇の重鎮であり、日本美術院同人の美人画家とし

て盛名をはせていた北野恒富に師事した。1923（大正 12）年日本美術院展に初入選し、春

の試作展では受賞している。以後、院展を中心に活躍、爽やかで気品のある作品を発表し、

文部大臣賞、日本芸術院賞を受賞、戦後の美人画の最もすぐれた画家の一人として高い評

価を得た。1951（昭和 26）年大阪府芸術賞、1960（昭和 35）年大阪市民文化賞を受賞。

また横山大観を心と芸術の拠り所として深く尊敬し、横山大観記念館理事長、日本美術院

理事を歴任、後進の育成につとめた。1982（昭和 57）年没(19)、(20)。 

 次の絵を所蔵している 

「歌かるた」143.5×59.5 日本画 絹本彩色 額装 1941（昭和 16）年 



 11 

1952（昭和 27）年 9月 15日受け入れ。本人寄贈。 

『モダニズムに香る、高雅な女性美。没後十周年 中村貞井展』(19)に作品の紹介がされて

いる。解説では、「大きな縞の対の銘仙を着た少女は、かるた取りに余念がない。かつての

日本のお正月の風景である。モデルは愛嬢青子さんという。小林古径の昭和 2 年（1927）

の作《琴》も愛嬢つうさんの少女時代の姿を写した佳作であるが、この作品も《琴》と同

様、古典的な静けさを持つ作品である。」と述べられている。 

 

3.9 平野長彦（ひらの・ながひこ） 

1903（明治 36）年鹿児島県に生まれる。大阪に出、矢野橋村に師事。1928（昭和 5）年

第 11 回帝展に《薄夜》で初入選、以後帝展に入選を重ね、1936（昭和 11）年秋の文展鑑

査展に《高原》、新文展にも 1942（昭和 17）年《子夜呉歌》、1943（昭和 18）年《粛條》

で入選する。戦後は 1946（昭和 21）年春の第 1回日展に《静寂》、秋の第 2回日展に《高

原》で入選、また日本画院展に出品、大阪美術協会理事をつとめる。1947(昭和 22)年大阪

府文芸賞受賞、1975（昭和50）年没(3)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「川口」53.0×73.0 日本画 絹本彩色 額装 

1954（昭和 29）年 9月 13日受け入れ。本人寄贈。 

 

4. 大阪ゆかりの画家  

図書館と特に関係の深かった 3 のジャンルに属する人の他に大阪にゆかりの深い人をこ

の項では取り上げる。 

 

4.1 久保田耕民（くぼた・こうみん） 

 1890（明治23）年岡山県日生町生まれ。郵便局に勤めるかたわら大阪美術学校に学び、松

永春洋に師事して、南画を学ぶ。号を香雲、香芸と称した。「秋糖」が帝展に入選。号を

耕民と改めた。大阪画家協会を設立するとともに、日本南画協会理事、大阪有秋会会長と

して後輩の指導に当たり、日本画の普及に努めた。1969（昭和44）年没(21)。 

所蔵作品として次の 2点がある。 

（1）「山路」96.0×92.0 日本画 紙本彩色 額装 

1955（昭和 30）年 5月 12日受け入れ｡本人寄贈。 



 12 

（2）「ヨセミテ渓谷」183.5×98.0 日本画 紙本水墨 額装 

1965（昭和 40）年 3月 22日受け入れ。本人寄贈。 

 

4.2 池田遥邨（いけだ・ようそん） 

 1895（明治 28）年岡山県浅口郡玉島町乙島（現倉敷市）に生まれた。1910（明治 43）

年福山尋常高等小学校を卒業し、翌年単身大阪に出て松原三五郎の天彩画塾に入塾し、洋

画を学び、1914（大正 3）年第 8 回文展に水彩画「みなとの曇り日」が初入選した。その

一方日本画に興味を持つようになり、1919（大正 8）年、京都に出て竹内栖鳳の画塾竹杖

会に入門。1921（大正 10）年 26 歳で京都市立絵画専門学校に入学、ムンク、ゴヤらの影

響を受けながら新しい日本画を模索し、卒業後研究科へ進み、1926（大正 15）年卒業した。 

1928（昭和 3）年第 9回帝展で「雪の大阪」が特選となり、1930（昭和 5）年第 11回帝展

で「烏城」が再び特選を受賞。その後独特の鳥瞰図法による明るい色彩の画風へと移行す

る。戦後、1951（昭和 26）年第 7回日展「戦後の大阪」など一時抽象風の作品を制作。つ

いで 1955（昭和 30）年第 11回日展「銀砂灘」、1957（昭和 32）年第 13回「石」など単

純化した画面構成の象徴的作品を発表したのち、1960（昭和 35）年、前年の第二回新日展

出品作「波」により日本芸術院賞を受賞した。その後童謡的な風景や縹渺とした絵画世界

を展開する。1952（昭和 27）年日展評議員、1974（昭和 49）年参与、1977（昭和 52）年

顧問に就任。1976（昭和 51）年日本芸術院会員、1984（昭和 59）年文化功労者となり、

1987（昭和 62）年文化勲章受章。1988（昭和 63）年没(1)。 

所蔵している作品は次の 1点である。 

「砂丘」92.0×69.0 日本画 紙本彩色 額装 

1958（昭和 33）年 3月 27日受け入れ。沢田富夫寄贈。 

 

4.3 梶川真人（かじかわ・まひと） 

1860（明治 29）年鳥取県倉吉市に生まれる。菅楯彦の甥で菅家を継ぎ、菅真人（すがま

ひと）となった。やまと絵や歴史画を本領とし、楯彦風の風景画や有職故実の主題ですぐ

れた絵画を制作した。1983（昭和 58）年没(22)。 

所蔵しているのは次の 2点である。 

（1）「いかだし」44.5×50.0 日本画 紙本淡彩 額装 

1963（昭和 38）年 9月 14日受け入れ。本人寄贈。 
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（2）「いおり」45.0×49.5 日本画 紙本淡彩 額装 

1963（昭和 38）年１0月 29日受け入れ。本人寄贈。 

 

4.4 山川 清（やまかわ・きよし） 

 1903（明治 36）年大阪市生まれ。甲陽中学校卒。川端画学校に学ぶ。1923（大正 12）年

の大震災後は京都、1925（大正 14）年より奈良に転居。1928（昭和 3）年から 6年間渡欧。

帰国後春陽会展に出品。1948（昭和 23）年春陽会会員。1969（昭和 44）年没(2)。 

1951(昭和 26)年の毎日新聞には挿絵として山川清の絵が描かれているものがあった。裸婦

とゆりの花が線画で描かれているものである。またカットも採用されている(23)、(24)。 

所蔵しているのは次の 2点である。 

（1）「古い机」73.0×91.0 洋画 キャンバス油彩 

1956（昭和 31）年 5月 30日受け入れ。藤枝春月寄贈。 

（2）「屋根」130.0×161.5 洋画 キャンバス油彩 

1957（昭和 32）年 4月 30日受け入れ。本人寄贈。 

 

4.5 小出三郎（こいでさぶろう） 

1908(明治 41)年大阪東区に生まれる。小出卓二の弟。1925(大正 14)年大阪府立天王寺中

学校卒業(28回生)。大阪美術学校に入学後、退学して信濃橋洋画研究所に学ぶ。1937(昭和

12)年独立美術協会展に初入選。以後毎年出品。1940(昭和 15)年独立美術賞を受ける。 

1947(昭和 22)年独立美術協会会員となる。全関西美術協会会員。1967(昭和 42)年没(17)。 

 所蔵している作品は次の 1点である。 

「八瀬の夕暮」92.0×117.0 洋画 キャンバス油彩 

1952（昭和 27）年 10月 22日受け入れ。本人寄贈。 

 

4.6 田川勤次（たがわ・きんじ） 

1909（明治 42）年 大阪に生まれる。赤松麟作塾の田川寛一の指導を受ける。 1926（大

正 15）年 第 4回春陽会展に入選 。1936（昭和 11）年 第 14回春陽展にて春陽会賞受賞。  

1942（昭和 17）年と翌年、文部省主催「新文展」に入選。1947（昭和 22）年 春陽会会員

となる。1948（昭和 23）年 汎美術協会を関西中心に創立して活動。1981（昭和 56）年 文

化功労者として大阪府より表彰される。また文化功労者として大阪市より市民表彰を受賞
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した。2004（平成 16）年没(25)、(26)。  

所蔵しているのは次の 2点である。 

（1）「花と果実」33.3×23.0 洋画 キャンバス油彩 

1951（昭和 26）年 12月 11日受け入れ。小谷茂寄贈。 

（2）「静物(ポンカン)」20.5×27.0 洋画 キャンバス油彩 

1952（昭和 27）年 6月 9日受け入れ。小谷茂子寄贈。 

なお 1951(昭和 26)年の毎日新聞の学芸欄にポンカンのカットがある(27)。 

 

4.7 光岡 亮（みつおか・りょう） 

1918（大正 7）年 中国大連生まれ。京都市立絵画専門学校を卒業し、研究科を 1936（昭

和 11）年修了後、1940（昭和 15）年奉祝展に初入選。1946（昭和 21）年日美展入選以来

10回入選。1957（昭和 32）年「春塔社」池田遥邨に師事。1968（昭和 43）年から日春展

連続 3回入選、1969（昭和 44）年から改組日展に連続 3回入選。1971（昭和 46）年関西

展審査員、京展で活躍した。大阪在住(28)。 

所蔵しているのは次の 2点である。 

（1）「少女」66.0×41.0 日本画 紙本淡彩 額装 

1954（昭和 29）年 10月 7日受け入れ｡本人寄贈。 

（2）「暮れ行く」53.5×65.5 日本画 紙本淡彩 額装 

1957（昭和 32）年 11月 30日受け入れ｡本人寄贈。 

 

4.8 三橋義澄 

 作家に関する情報はない。作品はかつて児童室にかけられていた。 

「母と子 勉強」70.0×79.5 洋画 キャンバス油彩 

1956（昭和 31）年 7月 3日受け入れ。本人寄贈 

 

5. 図書館の風景を描いた画家 

 重要文化財の中之島図書館は中之島周辺の環境と調和し、絵画の対象としても描かれて

いる。当館に寄贈されたものにも図書館やその周辺を描いたものがある。 

 

5.1 鈴木武志（すずき・たけし） 
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1895（明治 28）年福島県生まれ。太平洋画会研究所、アカデミー・ジュリアンに学ぶ。

中村不折に師事。太平洋美術会参与。1978（昭和 53）年没(2)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「中之島風景」45.5×53.0 洋画 キャンバス油彩  

1954（昭和 29）年 1月 17日受け入れ。本人寄贈。 

 

5.2 大泉米吉（おおいずみ・よねきち） 

 個展について報道する毎日新聞の記事(29)によると、1979（昭和 54）年 7月の記事の時

点で 69 歳なので、1910（明治 43）年生まれということになる。宮城県に生まれ、埼玉県

浦和市育ち｡1931（昭和 6年）年東京美術学校を卒業後和歌山県、新潟県、東京都、鹿児島

県の旧制中学で 1948（昭和 23）年まで美術の教師として勤務し、東京に帰る途中に大阪で

途中下車し、大阪が気にいって住み着いたという。府庁に勤務し、府のポスターや出版物

にカットや挿絵を描いていた。10 数年前に府庁を退職し、画家として独立したということ

である。 

 風景画家で 1979（昭和 54）年に大阪百景展を開いた。毎日新聞がこれを機に十景を選び

紙面化した。1980（昭和 55）年、毎日新聞社大阪社会部が「大泉米吉作品集 大阪十二景」

（絵葉書）(30)を発行している。その中には所蔵作品とは違う作品であるが、中之島図書館

が描かれている。 

所蔵している作品は次の１点である。 

「府立図書館」31.0×39.0 洋画 キャンバス油彩 

1972（昭和 47）年 4月 24日受け入れ。本人寄贈。 

 

5.3 深谷 徹（ふかや・てつ） 

1913（大正 2）年群馬県前橋市生まれ。本名は徹（とおる）。群馬師範学校卒。1953（昭

和 28）年から 2年間渡仏し、アカデミー・グラン・シュミエール、スペインのマドリッド

美術学校に学ぶ。帰国後、創元会展に出品、同会常任委員。1952（昭和 27）年日展で《鳥

かごのある静物》が特選。1965（昭和 40）年《集落》が菊華賞。日展評議員。国際具象派

美術展にも出品。1992（平成 4）年没(2)。 

所蔵しているのは次の 2 作品である。このほか商工資料館落成の際に描かれたペン画と

思われるものが現物は所在不明であるが、写真として残されている。 
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（1）「中之島図書館」24.4×34.7 洋画 紙本水彩 

受け入れ時期不明。本人寄贈。 

（2）「マドリッドの街角」90.8×116.8 洋画 キャンバス油彩 

1960（昭和 35）年 5月 21日受け入れ。本人寄贈。 

 

5.4 萩森久朗（はぎもり・ひさお） 

1913（大正 2）年三重県生まれ。大阪美術学校卒。カンサス美大卒業。斎藤与里に師事

する。元律動美創立会員｡二紀賞 2回受賞｡他に 4回受賞(31)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「図書館付近」37.5×45.0 洋画 キャンバス油彩 

1954（昭和 29）年 3月 2日受け入れ。本人寄贈。 

 

6. 肖像画を描いた画家 

肖像画は注文によりかかれる場合が多い。その他、画家と描かれる対象の人物の間に何

らかの関係があることが多い。 

 

6.1 伊藤快彦（いとう・よしひこ） 

 1867（慶応 3）年京都洛東若王子の神官の家に生まれた。1884（明治 14）年田村宗立に

師事。1888（明治 21）年京都府画学校を卒業する。同年上京し小山正太郎につくが原田直

次郎の画塾鐘美館に転じる。初期明治美術会展に出品。1892（明治 25）年京都に帰り、家

塾鐘美会を起す。1897（明治 30）年京都美術協会に入り、以後京都の新古美術展に出品し、

同年「農家蓄馬図」で三等賞を得たのをはじめ、しばしば受賞、審査員も勤める。1901（明

治 34）年関西美術会の結成に発起人として参加、同会の主要作家として出品を続ける。1905

（明治 38）年関西美術院創設発起人となり、翌年開院後教授となる。浅井忠没後、中沢岩

太、鹿子木孟郎についで関西美術院長に就任。1936（昭和 11）年までその職にあった。早

くから風俗画を中心とした人物表現を得意とし､代表作に「少女」､「鷹匠図」等がある。

関西洋画壇振興に尽力した功績は大きい。1942（昭和 17）年没(1)。 

 次の 1点を所蔵している。 

「今井館長」65.0×55.0 洋画 キャンバス油彩 1928（昭和 3）年 

1928（昭和 3）年 5月 20日受け入れ 
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 館長就任 25 周年を記念して製作された。『中之島百年―大阪府立図書館のあゆみ』(32)

によると創立 25 周年記念式典と同じ日に大阪ビルディング 8 階ホールで今井館長在職 25

周年記念会が開催されている。この会は経費の関係で創立 25周年の記念祝賀会が見合わせ

られると聞いた有志が発起人をつのり、681人の賛同者を得、大阪朝日新聞社、大阪毎日新

聞社からそれぞれ 300 円の寄付を得て開催に至っている。伊藤快彦の手による油絵肖像画

を本人及び当館用に二部製作することが決まり、祝賀会当日贈呈されている。 

 

6.2 矢野彩仙（やの・さいせん） 

   1899（明治 32）年に鹿児島城下に生まれ、本名は盛経という。矢野氏の祖先は藤原姓

で、のち薩摩の島津家に仕えて３万石といわれる矢野出羽守の直系の後裔。母方の関家は

備中国新見城主の分家で、その子孫には島津斉彬の信望厚かった学者関勇助があり、西郷

隆盛や大久保利通などがその門人であった。若くして徳富蘇峰について国史と国文学を修

め、歴史学者として知られ、著者には「日羅上人伝」や「芦北郡史」などがあり、また九

州における古い石橋の研究者としてその数千枚の原稿も残っている。油絵については、鹿

児島の洋画家大牟礼南涛氏について学び、特に肖像画が得意であった。1969（昭和 44）年

没(33)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「日羅公」197.0×134.0 洋画 キャンバス油彩 

1958（昭和 33）年 5月 11日受け入れ。日羅公薫績顕彰会会長 吉房一雄寄贈。 

『大阪府史』(34)によると、日本書紀に記載があると記述されており、その内容は次のと

おりである。日羅は 583（敏達 12）年､朝廷の招きにより百済から来日した。肥後の葦北の

国造の子であるが､百済の朝廷に仕えて高官（百済の官位 16 階の第 2 位の達率）となった

人物であり、新羅に滅ぼされた任那復興の方策をたてるためであったとされる。百済の政

略について述べたことから百済人の徳爾らにより暗殺された。 

日羅公之碑が大阪市北区天満橋 2丁目に建てられている。 

 

6.3 竹中 郁（たけなか・いく） 

 1904（明治 37）年神戸市に生まれる。兵庫県立第二神戸中学（現兵庫高校）在学中に北

原白秋主催の「言葉と音楽」誌に初めて詩が掲載され､関西学院在学中に詩集「黄蜂と花粉」

を刊行した。1928（昭和 3年）から 2年間ヨーロッパ各地を歩き､「詩と詩論」、「四季」な
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どに作品を発表。戦後は児童詩誌「きりん」に力を注いだ。1982（昭和 57）年没(35)。神

戸二中では洋画家小磯良平と同級になり、画家を志すも父の反対にあい､詩作に転じている。

鍋井克之とも交流があり、1951（昭和 26）年に彼が座長をした風流座に竹中郁が参加して

いる(36)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「ブランデン氏の肖像」35.3×24.5 紙本パステル 

1980（昭和 55）年 12月 3日受け入れ。本人寄贈。 

ブランデン氏は、エドマンド・C・ブランデン（Edmund C．Blunden）で中村祐吉館

長が東京帝国大学在学中の 1924（大正 13）年に教授として来日し教鞭をとった。1927（昭

和 2）年に帰英、戦後の 1948（昭和 23）年、イギリス文化使節として来日。当時イギリス

の一流の詩人で、批評家としてもタイムズ文芸欄の論説委員であった。日本各地で二年間

に 600回という講演を行っている。大阪では 1948（昭和 23）年 4月 26日大手前会館で「英

文学の成長について」と題する講演を行っている。翌 27 日四天王寺本坊にて文人墨客 30

人あまりと交流。その中に竹中郁の名前もみえる。1959（昭和 34）年にも日本英文学会と

英国文化振興会に招かれ、来日し、6月 15日大阪府文芸懇話会の主催で懇親会が新大阪ホ

テルで行われている。6月 16日付けの朝日新聞にも「大阪で語るブランデン氏」という記

事があり、そのなかで、「かつての教え子大阪府立図書館長の中村祐吉氏や詩人の小野十三

郎氏、竹中郁氏らとなごやかに握手をかわし、早くもなごやかな空気がみなぎりはじめた」

との記述がみられる。ブランデン氏については中村祐吉著の『うらなり日記』上巻 27～29

章(37)にくわしい。なお「図書館長の欧米旅日記」(38)にはブランデン氏の写真も掲載され

ている。 

 

6.4 千葉 緑 

 絵画の裏にフランス サロン・ドートンヌ会と書かれている。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「人物像（中村館長）」60.5×50.2 洋画 キャンバス油彩 1959（昭和 34）年 

1959（昭和 34）年 5月 11日受け入れ。本人寄贈。 

 

7. その他 

 大阪とのかかわりや作家本人に関することが現時点ではよくわからない作家に関するも
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のをこの項に記載した。 

 

7.1 奥田正治朗（おくだ・しょうじろう） 

1901（明治 34）年三重県宇治山田市河崎町（現伊勢市）に生まれる。京都市立絵画専門

学校に学び、1930（昭和 5）年同校研究科を修了。都路華香、西村五雲らに師事し、1938

（昭和 13）年師が没した後、門下生の山口華楊が引き継いだ晨鳥（しんちょう）社に所属

する。1926（大正 15）年の第 7回帝展に「花園養蜂」が初入選して以後、帝展、日展に 24

回入選。「蒼苑」（昭和 30年第 11回日展）、「青柿」（昭和 33年第 1回新日展）などの代表

作を出品し、日展会友となる。雅号正治良。1981（昭和 56）年没(3)。 

所蔵しているのは次の 4点である。 

（1）「青柿」72.7×91.0 日本画 紙本彩色 額装 1958（昭和 33）年 

第 1回日展出品。同図録 113頁に絵が掲載されている。 

1959（昭和 34）年 7月 28日受け入れ。本人寄贈。 

（2）「花の図（蘭）１本」 46.5×40.5 日本画 紙本彩色 

1961（昭和 36）年 2月 20日受け入れ。本人寄贈。 

（3）「花の図（蘭）2本」 38.0×44.0 日本画 紙本彩色 

1961（昭和 36）年 2月 20日受け入れ。本人寄贈。 

（4）「花の図（紫陽花）」 40.5×46.5 日本画 紙本彩色 

1961（昭和 36）年 2月 20日受け入れ。本人寄贈。 

 

7.2 高橋惟一（たかはし・ゆういち） 

1904（明治 37）年宮城県仙台市生まれ。流派はサロン・ドートンヌ､選抜秀作美術展。

ヨーロッパ滞在 20年に及び、成果をまとめて三越で作品展を開催した。個展により多くの

作品を発表。1989（昭和 64）年没(39)、(40)。 

所蔵しているのは次の 1点である。 

「山間風景」38.0×45.5 洋画 キャンバス油彩 

1956（昭和 31）年 8月 22日受け入れ。本人寄贈。 

 

7.3 永井雨村 

（不明） 
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所蔵しているのは次の 1点である。 

「山」88.0×94.0 日本画 紙本彩色 額装 

1953（昭和 28）年 5月 14日受け入れ。永井与吉寄贈。 
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中之島図書館ビジネス支援サービス経過など（年表） 
                                 藤井 兼芳（中之島図書館） 
はじめに 
 1996（平成８）年 5月、蔵書約 90万冊の総合図書館であった中之島図書館は、大阪府立中央図書館
の開館を機に、大阪の地域資料、和漢の古典籍と人文・自然・社会科学等の一般図書を加えた約 35 万
冊を所蔵する図書館としてリニューアルオープンした。当初から中央図書館との間に毎日連絡車を運行

し、資料の取り寄せを行い、中之島図書館が窓口となって中央図書館の資料が利用できる体制を整えた。

所蔵資料に加え中央図書館から資料の取り寄せることで、ある程度は蔵書の薄さをカバーできたが、図

書館利用者にとっては魅力に欠けるところがあったようである。 
 
 2005（平成 15）年、リニューアルオープンから 8 年が経過し中之島図書館は内外の要因から課題に
直面した。内部では中之島図書館自体の予算面、建物からの制約、ビジネス街にある中之島という立地

条件等であり、外部では府立中央図書館のサービス体制の定着、府内の公共図書館、図書室の充実、更

には類縁機関の新設・廃止等の変化であり、社会経済的変化もこれに加えることができる。この内外の

要因を受けてあるべき図書館サービスとは何かについて、検討を迫られたのである。この年、従来のサ

ービス体制を検討するため、利用者アンケートを実施し利用者の要望を聞くこととなった。その結果館

内の検討委員会を踏まえた決定は、一般資料を廃止し、新たにビジネス支援を立ち上げ、大阪資料・古

典籍とビジネス支援の２つのサービスに特化するという運営方針の変更であった。 
 
 ビジネス支援サービスを始めるに際し、資料関係の整備（収集方針の決定・中央図書館への移管・寄

贈依頼）、場所の整備（排架変更、改装工事）などがあり、サービス開始後はビジネスセミナー・講演

会・フェア開催、研修・ホームページメンテナンス・メールマガジン発行・ビジネス支援案内のパンフ

レット・ちらし作成等、その都度試行と模索の連続であった。またレファレンスサービスについては、

益々高度化する質問に対応するため職員の自己研鑽は言うまでもないが、レファレンスツールスの更

新・整備を続けている。 
 
 ビジネス支援サービスを開始して、３年 11ケ月が経過した。中之島図書館 100余年の歴史から見る
とほんのわずかな期間であるが、この間の変化は激しく、大きい。図書館におけるビジネス支援サービ

スについての評価等はもうすこし長いスパンで考えるとして、この間実践してきた様々な事柄を、この

サービスに当初から関わった者として総括しておきたいとの気持ちから纏めてみたのが今回の年表で

ある。 
 
 ビジネス支援サービス開始時点の館長始め事務職全員が異動で変わり、比較的異動の少ない専門職

（司書）も、３年 11 ケ月の間に部長、課長とも各３人目、課員も何人かが異動している。ビジネス支
援サービス開始に賭けた課員たちの熱い思いや、日々努力してきたことが記録や記憶に残り、受け継が

れ、後輩たちがビジネス支援への方針変更を確かなものとしてくれることを願っている。 
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凡例  
ビジネス支援サービス関連を年代順に記した。 ●印は利用者配布物。 
移管については平成 15年度からの書類上の日付を記し、ビジネス支援関連と限定していない。  

  ホームページ更新、メールマガジン各号については省いた。マスコミに取り上げられた事項は 
別表とした。 

 
年 月 事     項 

2002 2 利用者アンケート調査 2002/2/5～2/10 

（平成 14） 10 中之島図書館のビジネス支援機能あり方検討会 第 1回 2002/10/18 

  11 
大阪府立中之島図書館の社会人ニーズに対応した機能充実に関するアンケート調査 

インターネットアンケート インテリジェントアレー協議会参加企業社員対象 

  12 
利用者公開用インターネット端末に関するアンケート 都道府県立図書館対象 

 インターネットガイドライン検討委員会 2002/12/8 

  12 中之島図書館のビジネス支援機能あり方検討会 第 2回 2002/12/17 

2003 1 中之島図書館のビジネス支援機能あり方検討会 第 3回 2003/1/24 

（平成 15） 2 
報道提供「中之島図書館に平成 16年度当初ビジネス支援室（仮称）を開設 

15 年度予算案額 47，484 千円うち資料費 1200 万円 

  3 大阪商工会議所 商工図書館閉館 

  3 フィルタリングソフト導入に関する資料 2003/3/19 

  3 
中之島図書館のビジネス支援機能あり方検討調査報告書  

     大阪府政策室 （調査委託：（株）ダン計画研究所） 

  4 （当初予算）ビジネス支援図書館機能整備事業費 47，484 千円 

  4 大阪府立中之島図書館ビジネス支援構想館長説明会 ２回にわけ司書部全員 2003/4/11 

  4 日経テレコン（（レファレンス用 相談カウンターで利用）） 

  5 ビジネス支援機能実現化プロジェクトチーム（仮称）発足 

  5 蔵書点検 2003/5/12～5/22 

  5 （第３期）デジタルライブラリアン講習会１名参加 

  5 大阪日日新聞（S23～58）同社より寄贈受 

  6 
寄贈担当者の話し合い 2003/6/27 

 業界新聞寄贈依頼作業（以後随時） ビジネス関係雑誌寄贈依頼作業（以後随時） 

  7 
大阪府立中之島図書館におけるビジネス支援機能に関する指針およびサービス要綱（試案） 

 ビジネス支援機能プロジェクトチーム   （※同 8、9 月、試案修正し発行） 

  7 
大阪府立中之島図書館拡大司書部連絡会 

  平成 16年度ビジネス支援サービス開始にむけての説明 2003/7/31 

  8 大阪府立図書館インターネット端末の設置及び利用に関する方針 2003/8/1 

  8 中央から中之島へ移管希望資料（案） 約 9000 冊 

  9 ビジネス資料の本格的購入開始 1200 万円分発注リスト作成 

  9 「大阪府立中之島図書館におけるビジネス支援機能に関する指針およびサービス要綱」 

  9 朝日ＤＮＡ3 ヶ月限定テスト 
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年 月 事      項 

9 
中之島図書館周辺のビジネス環境現況調査の方法と資料作成イメージ  

                    ダン計画研究所 2003/9/19 

9 移管 中之島から中央へ 6750 冊 洋書遡及分 2003/9/26 

10 ～11 ビジネス支援機能の充実に向けての司書部ヒアリング 

10 
ビジネス関係資料選択基準ならびに実務要領（案） 

ビジネス支援非参考図書収集資料詳細（案） 

11 図書館別館 大学院サテライト教室工事開始 2003/11/10～2004/3/10 

11 ビジネス支援機能充実にむけての計画 2003/11/20 案 

11 平成 15年度に移管を希望する資料リスト 約 5000 冊 中之島から中央へ約5000 冊 

11 参考事務取扱要領改定案 

11 16 年度逐次刊行物のみなおし ビジネス雑誌購入候補一覧（案） 

11 「中之島図書館のあり方を考える」ワークショップ第１回 2003/11/20 

11 ビジネス調査ガイドについて（案） 2003/11/25 

12 移管前作業 書庫内移動 

12 デジタル情報室の利用に関する方針（案） 

12 「中之島図書館のあり方を考える」ワークショップ第 2回 2003/12/18 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

12 「大阪府立中之島図書館におけるビジネス支援機能のための調査報告書」 ダン計画研究所 

1 一般資料室（一般 2，3，よみもの）休室  ビジネス支援準備作業 2004/1/14～17 

1 自習室改修工事 （デジタル情報室設置） 

2 ビジネス関係資料選択基準ならびに実務要領類縁機関調査（16 機関訪問）2004/1/28～2/19 

2 
近畿地区 図書館地区別研修 講演「今なぜビジネス支援か」 

講演「図書館におけるビジネス支援」・ワークショップ 参加 

2 ビジネス支援サービスホームページ（案） 2004/2/25 

2 開館百周年記念式典を開催 2004/2/29 

3 移管 中央から中之島へ 2800 冊 2004/3/12 

2004 

（平成 16） 

  

  

  

  

  

  
3 大阪府立中之島図書館資料収集方針改定 2004/3/16 

  3 

ビジネス資料室準備作業  閲覧室配置換え 2004/3/16～31 

一般資料室１をビジネス資料室１に名称変更 

            雑誌架の撤去、参考書架の増設、ＯＰＡＣの移動、カウンター整備 

                                    （登録・相談カウンター新設） 

一般資料室２をビジネス資料室２に名称変更 （※0～4門が排架されていた） 

            雑誌コーナー設置、3・5・6 門の変更。0～2門書庫入れ 

            007,3・5・6、アジア開発銀行（ＡＤＢレポート）、現行法規総覧、雑誌を設置 

            寄託（中央から中之島に変更移動、以後継続） 

一般資料室３をビジネス資料室３に名称変更 （※5～9門、現行法規総覧が排架されていた） 

            社史コーナー設置 0～2、4、7～9の変更書庫入れ 

            中央より社史移管 

一般資料室４をビジネス資料室４に名称変更 
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年 月 事      項 

  3 
            小説書庫入れ 官報、住宅地図排架 

デジタル情報室設置、設定作業  ノートンゴースト ファイアーウォール設定 

  3 移管 中之島から中央へ 5200 冊 2004/3/19 

  3 移管 中央から中之島へ 244冊 金融ビジネスなど 2004/3/23 

  3 移管 中央から中之島へ 2173 冊 ＡＤＢ寄託資料など 2004/3/23 

  3 移管 中之島から中央へ 112冊 テアトロなど 2004/3/26 

  4 （当初予算）ビジネス支援図書館機能整備事業費 22，666 千円 

  4 大阪府立中之島図書館資料収集方針施行 2004/4/1 

  4 大阪府立中之島図書館ビジネス関係資料選択基準ならびに実務要領施行 2004/4/1 

    大阪府立中之島図書館デジタル情報室利用規程施行  2004/4/1 

    大阪府立中之島図書館インターネット端末利用要綱施行 2004/4/1 

  4 

ビジネス支援サービスを開始 

ビジネス支援関連資料費（計画額）15,782 千円 

デジタル情報室 （利用者提供の主なデーターベース） 

          日経テレコン 21 聞蔵朝日ＤＮＡ ヨミダス文書館 ＮＩＣＨＩＧＡＩ/ＷＥＢサービス 

          国際ビジネスサポートサービス 判例体系ＣＤ-ＲＯＭ 

  4 ＴＫＣ経営指標ＣＤ－ＲＯＭ寄贈受 (デジタル情報室で提供) 

  4 官報情報検索サービス（レファレンス用 相談カウンターで利用） 

  4 

●中之島図書館所蔵住宅地図一覧発行（以後随時） 

●中之島図書館所蔵ブルーマップ発行（以後随時） 

●なかのしまとしょかんのしんぶん発行（以後随時） 

●調査ガイド発行（以後随時） 

  企業情報をしらべるには 2004.4.1 

  法令のしらべ方 2004.4.1 

  大阪の名簿・名鑑 2004.4.1 

  府内市町村の広報・市勢要覧・統計書リスト 2004.4.1 

  4 別館にサテライト大学院（神戸大学・関西大学）開講 

  4 移管 中央から中之島へ 96 冊 旬刊商事法務など 2004/4/20 

  4 移管 中之島から中央へ 1052 冊 Japan Times など 2004/4/23 

  5 「中小企業庁政策情報提供事業」に登録（以後、中小企業庁発行の冊子、パンフレット受） 

  5 （第４期）デジタルライブラリアン講習会１名参加 

  5 証券図書室 雑誌、新聞過去分寄贈受（以後継続） 

  6 業務用ファイルサーバー導入(中央、中之島) 

  6 

●調査ガイド 

  デジタル情報室のオンラインデータベースの使い方 附：『判例体系』の使い方 2004.6.11 

  大阪の企業情報 2004.6.11 

  7 
第 1回ビジネスセミナー「大阪の中小企業だからこそ。今！」 2004/7/28 

佐藤修氏（大阪府中小企業支援センタープロジェクトマネージャー） 28 名 
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年 月 事     項 

  8 

●調査ガイド 

  大阪の名簿 2004.8.13 

  大阪の商工名鑑・商工会議所名簿 2004.8.13 

  9 
蔵書点検 9/28～10/12 

  デジタル情報室 ノートパソコン 20 台入れ替え デスクトップタイプへ ドライブシールド導入 

  9 中之島図書館利用者アンケート 2004/9/14～19 

  10 （利用者登録時、証明不十分時）次回証明シール貼り付け開始 

  10 移管 中之島から中央へ 159冊 2004/10/12 

  10 

第 2回ビジネスセミナー「対中国ビジネス実践の智恵」 2004/10/14 38 名 

  加納勲氏（旭東電気株式会社代表取締役副社長）  

  石川正氏(大江橋法律事務所弁護士)   

  10 
兵庫県立図書館 図書館・公民館職員等研修会 2004/10/15 

「ビジネス支援を始めて」報告 

  10 

●調査ガイド 

  統計情報を調べるには（基礎統計編） 2004.10.22 

  新聞記事を検索する 2004.10.22 

  11 
日本図書館研究会 図書館奉仕＆情報システム研究グループ合同例会 2004/11/23 

「動きだした中之島図書館のビジネス支援サービス」 発表 

  11 
大阪公共図書館協会大会記念講演 

        「公共図書館におけるビジネス支援（竹内利明）」 2004/11/30 

  12 大証寄贈マイクロ（有価証券マイクロフイルムＳ24～Ｈ13）運び込み 2004/12/7 

  12 
第 3回ビジネスセミナー「知的財産の活用で事業に活力を！」 2004/12/7 

 久保浩三氏（奈良先端科学技術大学院大学教授） 25名 

2005 1 移管 中央から中之島へ 830冊 2004/1/4 日経文庫など 

（平成 17） 1 レクシスネクシス試行 2005/1/6～3/31 

  1 

●調査ガイド 

  判例を調べる 2005.1.18 

  大阪のビジネス雑誌〈経済・商業編〉 2005.1.18 

  1 
平成 16 年度第２回ＯＬＡ研修「中之島図書館におけるビジネス支援 その経過と課題」 

                                     29 館 31 名参加 2005/1/28 

  2 
第 4回ビジネスセミナー「ベンチャーで起業する」 2005/2/2 

文能照之氏（近畿大学経営学部助教授） 34 名 

  3 ●調査ガイド   大阪の雑誌〈トレンディ情報編〉 2005.3.1 

  3 移管 中央から中之島へ 107冊 株価総覧など 2004/3/4 

  3 移管 中之島から中央へ 258冊 弥生土器の様式と編年ほか 2005/3/10 

  3 デジタル情報室利用 2万人越え 

  3 
第 5回ビジネスセミナー「企業経営と B/S［貸借対照表］、P/L[損益計算書]」 2005/3/24 

 小島浄氏（新日本監査法人顧問）  38 名 



 28 

年 月 事     項 

  3 利用者用食堂廃止 

  4 ビジネス支援図書館機能推進事業費 17,849 千円 

  4 
課名変更 

  一般資料課をビジネス支援課 大阪資料課を大阪資料・古典籍課 

  4 
利用者用休憩室に自販機追加 

職員会議室(旧職員食堂)を利用者用休憩室に変更 工事等 2005/3/31～4/18 

  4 

デジタル情報室 日経テレコン 21 聞蔵朝日ＤＮＡ ヨミダス文書館 ＭＡＧＡＺＩＮＥＰＬＵＳ 

         ＪＲＳ経営情報サービス（国際ビジネスサポートサービスの提供を終了、変更） 

         レクシス・ネクシス 判例体系ＣＤ-ＲＯＭ 

  6 移管 中之島から中央へ 2424 冊 洋書遡及 2005/6/8 

  6 

蔵書点検 2005/6/21～7/5 

 図書館システムリプレース デジタル情報室 ノートパソコンからディスクトップに 17台変更 

 アジア開発銀行（ＡＤＢレポート）ビジネス資料室２から３へ移動（排架変更） 

 新聞室２の業界新聞を新聞室３（旧他館目録室）に移動   他館目録、書誌類は書庫入れ等 

 有価証券マイクロフイルムＳ24～Ｈ13 蔵書点検明け提供開始 

  7 デジタル室ＰＣのｗｏｒｄ、ｅｘｃｅｌ削除、同ビューアインストール。 

  7 「Web 複写サービス」（インターネットからの複写申込サービス）開始 2005/7/6 

  7 ●調査ガイド   大阪の条例 2005.7.20 

  7 

第 1回ビジネスセミナー 

 「ベトナム投資を成功させるには－中国・ASEANから見たベトナム」 2005/7/21 

 中矢一虎氏（国際経営法務コンサルタント事務所代表・大阪市立大学商学部講師） 26 名 

  8 

中之島図書館百周年記念事業 ビジネス基礎講座 39 名 2005/8/20 ～ 21 

  ・会社の仕組み 設立手続きから会社運営まで 

     渡辺隆文氏（ウィン総合法律事務所 弁護士・公認会計士）  

  ・ビジネスプランの立て方 

     鈴木邦明氏（(株)イーサーブ代表取締役 公認会計士）  

  ・ベンチャー企業のマーケッティング入門 

     岡本充智氏（(株)パワー・インタラクティブ代表取締役）  

  ・創業時の管理の基礎知識 経理事務、計数管理 

     梅田浩章氏（(株)イーサーブ 公認会計士）  

  8 持ち込みPC電源席(デジタル情報室に５席)設置 2005/8/2 

  9 ●調査ガイド   大阪の航空写真 2005.9.3 

  9 聞蔵 DNAforL リニューアル 2005/9/6 設定 

  9 ●調査ガイド   アジア開発銀行（ADB:Asian Development Bank）寄託資料 2005.9.11 

  9 中之島メールマガジン発行（以後随時） 2005/9/13 

  9 
新聞室１、３資料入れ替え 

  (8 月にMJ等切取多発。新聞１に業界新聞、新聞３に当日分５大紙を排架変更) 

  10 開館日・開館時間の変更   2005/10/1 
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年 月 事     項 

  10 

   （毎週の休館日の日曜日への変更、平日の開館時間の 1時間延長等）  

書庫出納、マイクロフイルム出納、デジタル情報室利用受付、複写申込み等を 

                                     閉館 30 分前〆を確認 

  10 
第 2回ビジネスセミナー「私の開店物語 ～２０代３０代でお店をもとう～」 2005/10/4 

 小西信行氏（鮨処こに志店主） 山田悦央氏（商い繁盛館総合アドバイザー） 28 名 

  10 館内OPACからの予約受付開始(2005/10/11) 

  11 ●調査ガイド   文献を探す（基礎篇） 2005.11.10 

  11 デジタル室ＰＣバイオスチューニング（ＦＤ，ＵＳＢ，ＤＶＤ/ＣＤ利用不可とする）2005/11/16 

  11 神戸医療経営学研究会（神戸医療経営学研究会と共催 ） 2005/11/12 

  11 
第 3回ビジネスセミナー「夢をかたちに！～熱い思いが仕事を創る～」 2005/11/22 

 松田壽美子氏（(株)ジェイセレクション） 25 名 

2006 1 インターネットからのセルフ予約サービス開始（2006/1/5） 

（平成 18） 1 

●調査ガイド 

  地図のしらべかた（基本編） 2006.1.5 

  業界・市場動向のしらべかた 2006.1.20 

  地価を知る資料 2006.1.30 

  2 ブルーマップ書庫出納方式に変更（１月中央区ブルーマップ行方不明） 

  2 
日経テレコン操作研修（職員対象） 

 （OLA参考業務基本研修を兼ねる） 2006/2/9 

  2 持ち込みPC電源席(デジタル情報室)３席増設 2006/2/10 

  2 移管 中之島から中央へ 2350 冊 考えるためになど 2006/2/14 

  2 移管 中央から中之島へ 689冊 全国地方銀行協会五十年史など 2006/2/16 

  2 

第 4回ビジネスセミナー「ネットショップをはじめてみませんか」 2006/2/23 

 原田 奈美子氏（ウエディングドレス工房 てく・まりんぼ取締役社長） 

 北口 祐規子氏（大阪府中小企業支援センター サブマネージャー）  67 名 

  3 移管 中之島から中央へ 8883 冊 洋書データ入力済分 2006/3/6 

  3 移管 中央から中之島へ 261冊 国勢調査など 2004/3/6 

  3 移管 中之島から中央へ 10553 冊 年次別論文集など 2006/3/8 

  3 ●調査ガイド   ビジネス関連の人物情報を探す 2006.3.27 

  4 政策立案支援サービス(府立図書館)開始 窓口：中央図書館 

  4 ビジネス支援図書館機能推進事業費 19,662 千円 

  4 課名変更  資料情報課を企画情報課 

  4 

デジタル情報室 日経テレコン 21 聞蔵Ⅱビジュアル ヨミダス文書館 毎日Ｎｅｗｓパック 

           ＭＡＧＡＺＩＮＥＰＬＵＳ レクシス・ネクシス 

           レクシス・ネクシスＪＰ法情報 

                           （※判例体系ＣＤ-ＲＯＭの提供を終了、変更）  

           朝日中央インターネット総合ライブラリー 

                          （ＪＲＳ経営情報サービスの提供を終了、変更） 
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年 月 事      項 

  5 ●調査ガイド   大阪の地名を調べるには 2006.5.25 

  5 

蔵書点検(5/11～24)  

  ＣＳＲコーナー設置  ※企業の社会的責任 corporate social responsibility 

  （職員、嘱託向等）図書館ツアー実施 

  6 （国立国会図書館）全国新聞総合目録データベースへ追加修正データを送付 2006/6/22 

  7 
図書館雑誌 2006 年 7月号 

    「れふぁれんす三題噺・131 商売繁盛のお手伝い-商都大阪のビジネス支援」事例報告 

  7 CD-EYES50 導入 相談カウンター前のＰＣで提供 

  7 

第 1回ビジネスセミナー「ネットショップをはじめてみませんか・2」 48 名 2006/7/26 

  中西光司氏（手芸屋ドットコム店主）  

  北口 祐規子氏（大阪府中小企業支援センター サブマネージャー） 

  8 現行法規総覧ビジネス３から４へ移動（あとに雑誌）、Ｓ３０年代官報を書庫へ 

  8 メールマガジンアンケート 2006/8/15～9/15 

  9 

中之島図書館百周年記念ビジネス講座 82 名 

 「大阪経済の現況と今後－阪急・阪神統合の効果と阪神タイガース－」 2006/9/2 

 國定浩一氏（大阪学院大学企業情報学部 教授） 

  9 ●調査ガイド   中之島図書館について調べるには 2006.9.15 

  9 労働情報センターより官報（製本済み）寄贈受 （以後、確認・差し替え作業） 2006/9/22 

  9 大阪経済・労働白書説明会（大阪府立産業開発研究所と共催 2006/9/26） 

  9 
大阪府立中之島図書館の利用に関するアンケート（2006/9/25～30）  

                                            大阪市立大学と共同調査 

  9 
第 2回ビジネスセミナー「創業に知って得する法律」 67名 2006/9/27 

 関根幹雄氏（関根法律事務所弁護士） 

  10 ●調査ガイド   白書を使って調べる 2006.10.1 

  11 府立図書館蔵書目録（累積版冊子体）移動 相談カウンターから蔵書検索室へ 2007/11/9 

  11 

中之島図書館百周年記念ビジネス講座 42 名  2006/11/18 

 「集客観光都市大阪－地域独自の生活文化に根ざした大阪ブランドの創出を！」  

 野杁育郎(のいりいくろう)氏 （「なにわ名物開発研究会」代表幹事） 

  12 （第３回ビジネスセミナー）ビジネスサポートフェア in 中之島図書館 385 名 2006/12/7～9 

  12 住宅地図昭和 30～40年代複製分排架（書庫出納方式から変更） 

2007 1 地方新聞閲覧開始（於新聞室３） （府文化情報センターで利用後、再利用 地方新聞 48種）  

（平成 19） 1 ビジネスセミナー等主催事業に使用するＰＣ購入（事業等で利用）2007/1/15 

  1 
日本図書館研究会図書館奉仕＆情報システム研究グループ合同例会 2007/1/21 

 「大阪府立中之島図書館におけるビジネス支援の現状について」報告 
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年 月 事     項 

  2 
レクシスネクシスＪＰ法情報操作研修（職員対象） 

   （OLA参考業務実務研修を兼ねる） 2007/2/8 

  3 デジタル情報室 満席で青少年用端末が空いている場合の運用 2007/3/26 

  3 
●ビジネス支援パンフレット作成 20000部（一部 14円） 

     ※ビジネス支援３年経過し、始めての業者印刷によるパンフレット作成 

  3 
第４回ビジネスセミナー 「フィルムコミッショナーの仕事」  79 名 2007/3/17 

 田中まこ氏（神戸フィルムオフィス 代表） 大野聡氏（大阪ロケーションサービス協議会） 

  4 ビジネス支援図書館機能推進事業費 17,530 千円 

  4 寄贈依頼事務（含欠号依頼）分担変更（企画情報課から各課担当） 

  4 （ダイヤモンド社より）社史寄贈受 ダンボール 120 箱分届く 2007/4/12 

  5 

蔵書点検(2007/5/10～23)  

  （新聞室２）マイクロキャビネットレイアウト変更、有価証券閲覧専用ＰＣ廃止  

  （デジタル情報室）利用者用インターネット用ＰＣ１台増設 

  （職員対象）聞蔵Ⅱ操作研修 

  （４月転入職員、４月からの新規嘱託等対象）図書館ツアー実施   

  開架雑誌タイトル数を増やす  ＣＳＲ、ＡＤＢレポート等書架変更 

寄贈社史受入作業開始 

  5 利用者用インターネットＰＣ1台追加 全 28 台（うち 1台は青少年用） 2007/5/24 

  6 社史寄贈のダイヤモンド社へ感謝状 

  7 CD-EYES50 更新 

  7 移管 中之島から中央へ 27 冊 2007/7/11 

  7 
デジタル情報室  

 インターネット使用時間一人一回一時間 待ち無しの場合継続利用可 2007/07/23 

  7 日本薬業新聞廃刊に伴いバックナンバー（1946～2007.6.12）寄贈受 

  7 

第１回ビジネスセミナー「ネットショップをはじめてみませんか・3」 2007/7/25 87名 

 石尾千恵氏（株式会社チェリッシュ代表取締役） 

 北口祐規子氏（大阪府中小企業支援センター サブマネージャー） 

  7 メールマガジン 50号 2007/7/4 

  8 
書庫移動の前作業 

  ２号庫２階にあった消耗品費購入雑誌等（週刊金曜日、週刊ポスト等）廃棄 

  9 
書庫移動 （５、３門増加分確保のため）  

          ３号庫２階の新書・文庫を２号庫２階へ ３号庫１階の４門を３号庫２階 

  9 ●調査ガイド 大阪のビジネス支援機関 2007/9/7  

  9 ●開架雑誌業種別リスト発行  

  10 業界新聞寄贈依頼（集中的に作業実施 157 社へ依頼） :2007/10/1 現在業界新聞 158 タイトル 

  10 
第２回ビジネスセミナー「企業買収時代の日本経済」 2007/10/27 72 名 

 坪井賢一氏（株式会社ダイヤモンド社取締役雑誌編集局長） 
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年 月 事     項 

  10 

大阪経済・労働白書説明会（大阪府立産業開発研究所と共催） 30 名  200７/10/29 

  須永務氏(大阪府立産業開発研究所主任研究員) 

  田中宏昌氏(大阪府立産業開発研究所研究員) 

  10 
第 93 回全国図書館大会 22分科会 

        「大阪府立中之島図書館のビジネス支援について」事例発表 2007/10/30 

  11 
マイドームおおさか開館 20周年記念 

     「中小企業サポートフェア」に参加（専用ブース） 2007/11/1 

  11 産業開発研究所より社史 123 冊寄贈受 2007/11/1 

  11 

経営者・ビジネスマンが知っておきたい知的財産権の基礎知識 

   （大阪府立特許情報センターと共催）  54 名 2007/11/1 

  今井由喜夫氏(大阪府立特許情報センター特許情報活用支援アドバイザー) 

  11 旧大阪女子大学より椅子 48机 8貰い受け デジタル情報室電源席８席分更新 2007/11/8 

  12 
●なかのしまとしょかんのしんぶん(小冊子版)発行（以後随時）  

               2007/12/5 現在業界新聞 241 タイトル 

  12 
中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新 

           （大阪府商工連合会と共催） 24 名 2007/12/10 

  12 
第３回ビジネスセミナー「超入門！わかりやすい決算書の読み方・使い方」  67 名 2007/12/12 

 松中吉喜氏（中小企業診断士） 

  12 

ダイヤモンド社寄贈社史受入作業終了 1098 冊（整理のため中央へ順次送付） 

    残り分社史 府立中央図書館希望分 646 冊送付 

            鳥取県立図書館希望分 407 冊送付 

            全国の府県立図書館に寄贈希望よびかけメール送付 2007/12/12 

                         2007/12/28 現在 17 府県 371 冊送付 

2008 1 デジタル情報室利用者延べ 10万人を超える 2008/1/7 

（平成 18） 1 新聞博物館新聞ライブラリーより大阪日日新聞（合本製本済）83 冊寄贈受け 2008/1/17 

  2 
第４回ビジネスセミナー「日本と関西のビジネス環境の現状と展望」 65 名 2008/2/16 

 吉本澄司氏（日本総合研究所関西経済研究センター所長） 

  2 
日本合成繊維新聞 合本製本済20冊、縮刷版 28冊寄贈受け  

                （昭 32.11.13～廃刊まで） 2008/2/14 

テレビ   

年 月 事項 

2004 4 
ＮＨＫ かんさいニュース１番 2004/4/13 

 「ビジネス図書館に変身」「図書館に大学院オープン」 

2007 7 
読売新聞 ＣＳ放送「Ｇ+」 読売ザＫＡＮＳＡＩ 2007/7/3 

 ビジネス支援 ※ダイヤモンド社からの寄贈社史 

2008 2 
ＮＨＫ大阪放送局地上デジタル放送のデータ放送 2008/2/4～11 

 大阪府立中之島図書館ビジネスセミナー～日本と関西のビジネス環境の現状と展望 
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Ｗｅｂ マスコミ関係 

年 月 事     項 

2004 4 

asahi.com 

 ＩＴ時代の図書館「大阪・中之島図書館、４月に世紀の改装 ビジネス支援に重点」 2004/1/1 

http://www.asahi.com/information/db/it_library1e.html 

2007 6 
asahi.com コミコミ口コミ「図書館はネット時代の情報コンシェルジュだ」 2007/6/15 

http://www.asahi.com/komimi/TKY200705280362.html 

2007 6 
日経関西コンシェルジュ「公共図書館をビジネスに活用」 2007/6/15 

http://kansai-concierge.nikkei.co.jp/kansai-special/index.asp?wrt_cd=6257&bk_p_no=0 

新聞   

年月日   新聞名                       事     項 

2004/1/1   朝日新聞 朝刊 １面 ビジネス支援への改装 

2004/7/29   大阪日日新聞 ２０面 ビジネスセミナー（記事）大阪の中小企業だからこそ。今！（Ｈ16.7.28） 

2004/10/1   讀賣新聞 夕刊 不明 ビジネス支援（記事）ビジネス支援を実施している図書館の紹介 

2004/11/22   毎日新聞 朝刊 ９面 ビジネスセミナー（案内）経営にすぐに役立つ『知的財産権（Ｈ16.12.7） 

2004/12/8   大阪日日新聞 ２０面 ビジネスセミナー（記事）知的財産の活用で事業に活力を！（Ｈ16.12.7） 

2005/1/18   大阪日日新聞 ２０面 ビジネスセミナー（案内）ベンチャーで起業する（Ｈ17.2.2） 

2005/8/7   
毎日新聞 朝刊 ７面  

    ビジネスセミナー（案内）創業のための基礎知識を教えます！（Ｈ17.8.20・21） 

2005/10/19   
日本経済新聞 夕刊 １２面  

   ビジネスセミナー（案内）夢をかたちに！～熱い思いが仕事を創る（Ｈ17.11.22） 

2005/11/2   
日本経済新聞 夕刊 １５面  

   ビジネスセミナー（案内）夢をかたちに！～熱い思いが仕事を創る（Ｈ17.11.22） 

2005/11/6   朝日新聞朝刊 ２３面 ビジネス支援課の業務紹介 

2006/1/30   日本経済新聞 朝刊 ２７面 図書館業務としてのビジネス支援 

2006/3/22   大阪日日新聞 ２１面 ビジネス支援 ビジネス支援に関する中之島図書館のコメント 

2006/8/15   
毎日新聞 朝刊 ９面 ビジネスセミナー（案内）大阪経済の現況と今後  

                 - 阪急阪神統合の効果と阪神タイガース（Ｈ18.9.2） 

2006/8/18   日本経済新聞  （ 京都 ・ 滋賀 ）  ビジネスセミナー（案内）大阪経済の現況と今後（Ｈ18.9.2） 

2006/9/3   
大阪日日新聞 ２０面 ビジネスセミナー（記事）大阪経済の現況と今後  

                 - 阪急阪神統合の効果と阪神タイガース（Ｈ18.9.2） 

2006/9/9   朝日新聞 朝刊 ２５面 ビジネスセミナー（案内）創業に知って得する法律（Ｈ18.9.27） 

2006/10/6   産業経済新聞 朝刊 ２５面 ビジネスセミナー（記事）ネットショップを始めませんか・2（Ｈ18.7.26） 

2006/11/11   朝日新聞 朝刊 ３３面 ビジネスセミナー（案内）集客観光都市大阪（Ｈ18.11.18） 

2006/12/4   
金属産業新聞 ５面  

  ビジネスサポートフェア（案内） ビジネスサポートフェア in 中之島図書館（Ｈ18.12.7～） 

2006/12/7   

産業経済新聞 朝刊 ９面  

   ビジネスサポートフェア及びビジネス支援（記事） 

   ビジネス支援を中心とした中之島図書館の紹介 
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年月日   新聞名                      事     項 

2006/12/8   
大阪日日新聞 ２０面 ビジネスサポートフェア（記事） 

      ビジネスサポート in 中之島図書館の様子（Ｈ18.12.7～） 

2006/12/13   人事通信 1 面 （大阪府広報） ビジネス支援サービスのご案内 

2007/2/19   金属産業新聞 ５面 ビジネスセミナー（案内）フィルムコミッショナーの仕事（Ｈ19.3.17） 

2007/3/20   大阪日日新聞 １９面 ビジネスセミナー（記事）フィルムコミッショナーの仕事（Ｈ19.3.17） 

2007/6/21   讀賣新聞 夕刊 ６面 ダイヤモンド社よりの社史 5000 社分寄贈 

2007/7/5   朝日新聞 朝刊 ２５面 ダイヤモンド社よりの社史 5000 社分寄贈 

2007/7/9   
日本経済新聞 夕刊 １２面  

   ビジネスセミナー（案内）ネットショップを始めてみませんか・3（Ｈ19.7.25） 

2007/7/14   
朝日新聞 朝刊 ２９面  

   ビジネスセミナー（案内）楽して儲かる？ネットショップのホントのとこ（Ｈ19.7.25）  

2007/8/3   薬事日報 ９面 「日本薬業新聞」寄贈 

2007/10/4   日本経済新聞 朝刊 35 面 ビジネスセミナー（案内） 企業買収時代の日本経済 
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盲ろう者へのパソコン支援 
 

杉田 正幸（中央図書館） 

 
１．はじめに 
 ２００１（平成１３）年に厚生労働省が行った身体障害者実態調査結果では全国に｢推計盲ろう

者数｣は１３，０００人いると言われている。その内、大阪府（大阪市を含む）の数は全国盲ろう

者協会の推計で９００人と言われている。 

 視覚と聴覚の両方に障害を持った人「盲ろう者」は他の障害者以上に情報障害、コミュニケー

ション障害がある。普段、なにげなくテレビやラジオから入ってくる情報や新聞や本・雑誌など

から入ってくる情報は盲ろう者のほとんどが自ら取得することができず、通訳・介助者を通じて

得る方法が中心となる。また、コミュニケーションについても手話、点字などを手で触って読み

取る通訳方法を主体とし、その際には個々に通訳者を介しておこなうことが必要である。 

 大阪府立中央図書館では２００１年から盲ろう者へのパソコン支援（個別指導）をおこない、

２００３年度から盲ろう者対象のインターネット講習会を開催し、多くの盲ろう者の情報障害が

克服できるよう現在も継続中である。 

 

２．盲ろう者の種別と情報環境 
 盲ろう者は、１）全く目が見えなく耳が聞こえない「全盲全聾」、２）全く目が見えなく聴力が弱

い「全盲難聴」、３）視力が弱く全く耳が聞こえない「弱視全聾」、４）視力が弱く聴力が弱い「弱視

難聴」の４種類に大別することができる。全盲全聾の場合は目からも耳からも情報が入らないため、

点字による情報摂取、手書き（手の平にひらがな、カタカナなどの文字を書きコミュニケーションを

とる方法）、触手話（手話を手で触って通訳を受ける方法）を使うなどして情報を得るしかない。点

字の場合、紙の点字を手で触れて読むことが一般的であるが、盲ろう者の場合はブリスタ（後述）及

び指点字を用いることが多い。指点字とは通訳者の指を点字タイプライターのキーに見立てて、キー

を打つように盲ろう者の指の上を叩く方式で、左右の人差し指、中指、薬指の６本に対応させる。 

 障害が多少軽度で、視力がある場合は拡大文字を見ること、少し聞こえれば音声による情報摂取が

可能である。 

 視覚と聴覚に重度の障害のある盲ろう者はパソコンの画面に表示されている内容を見て確認す

ることは困難である。弱視の人の場合は画面の情報を拡大するソフトを用いることでパソコンを

使うことができる。全盲者の場合はパソコン画面を見ることができないので点字ディスプレイを
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用いてパソコン画面の内容を点字で確認する方法がとられる。 

 一部の盲ろう者は１９９０年代の前半、ＭＳ－ＤＯＳ環境でパソコンを使っていた。ＭＳ－Ｄ

ＯＳはＣＵＩ（キャラクター・ユーザー・インターフェース）という文字中心の情報であったた

め、文字情報を点字に変換し、点字ディスプレイに出力しやすかったので、比較的盲ろう者が使

いやすい環境であった。点字を頼りにワープロで文書を書いたり、パソコン通信で電子メールの

交換、データベースへのアクセス、掲示板へのアクセスなど、盲ろう者が自ら他者とコミュニケ

ーションがとれ、情報発信ができることの意義は大きかった。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓ３．１やＷｉｎｄｏｗｓ９５の発売以降、文字中心だったパソコン環境がＧＵ

Ｉ（グラフィカル・ユーザー・インターフェース）と変わり、視覚的な判断や仮想的な操作が必

要となり、これらシステムの点字表示の開発が遅れたこともあり、盲ろう者は暫くの間、パソコ

ンを使えない環境になった。しかし、Ｗｉｎｄｏｗｓの点字出力や画面拡大の開発も進み、２０

００年頃を境に盲ろう者がパソコンへアクセスすることが再び増えてきた。最近では電子メール

を中心にインターネット検索、ワープロなどそれぞれの目的に応じたパソコンの利用が徐々に増

えている。 

 当館では、日本障害者リハビリテーション協会より２０００年に盲ろう者支援用のパソコン、点

字ディスプレイ、各種ソフトウェアの貸与を受け、２０００年度には国のＩＴ講習会の予算でパソコ

ン、点字ディスプレイ、各種ソフトウェアを導入し、障害者へのパソコン支援の環境整備に努めた。 

 

３．盲ろう者へのパソコン個別支援 
 ２００１年８月に、盲ろう者の通訳・介助をしている方から相談を受けた。「盲ろう者でこれか

らパソコンを使いたい人がいるのだけど、点字ディスプレイなどを実際に触って試せるところが

なく、大阪府立中央図書館にはそのような環境が整っているというふうに聞いた。これまでに他

で機器を触らずに説明を聞いたりしたが、本人は理解できず、分からないので実際にいろいろと

触ってみたい。」とのことであった。当館では盲ろう者への支援をしたこともなかったので、最初

はどのように支援をしたらよいのか分からず躊躇したが、とりあえずは環境も整っているので引

き受けた。それからおよそ１年間、その方はほぼ毎週、図書館に通ってきた。最初は点字ディス

プレイの種類の説明、使い方、パソコンのキー配列の説明、電子メールの使い方などパソコンの

基礎について指導をおこなった。毎回、パソコンが得意で点字も分かる触手話通訳者と盲ろう者

が一緒に来られ、こちらの説明を触手話通訳を受けながらおこなった。また、手話では分かりに

くい部分はブリスタ点字速記用タイプライタを用いて、点字で通訳し、紙テープに記録した。そ

の点字のメモを毎回、持ち帰って家で復習された。１年経ち、ある程度、点字入力でパソコンが
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ブリスタは６つのキーの組み合わせで点字を入力

する盲ろう者用の通訳用点字速記タイプライタ。 

打った点字は左側から紙テープで打ち出され、盲

ろう者はその点字を触って通訳を受けます。 

使えるようになり、パソコン、点字ディスプレイを購入され、自宅で電子メールなどを使えるよ

うになった。自宅でも使えるようになったことなどから、この支援はおよそ１年で打ち切った。 

 その後、個別支援ではおよそ１５名の盲ろう者への支援をおこない、現在も７名の盲ろう者の

個別支援を継続している。 

 

表１ 主な個別支援内容               写真１ ブリスタ 

１． パソコンの基本操作 

（パソコンの立ち上げ・終了、 

キーボードの配列の説明、キーボード練習） 

２． 点字入力（６点入力）の説明と練習 

３． Ｗｉｎｄｏｗｓの基本的な操作 

４． 電子メール 

（送受信、アドレス帳、添付ファイルなど） 

５． ホームページの閲覧 

６． ホームページの検索 

７． 点訳ソフト 

８． 画面拡大ソフト 

９． その他、盲ろう者に利用可能な機器、 

ソフトウェアの説明 

 

４．盲ろう者向けインターネット講習会 
 当館では２００１年から盲ろう者へのパソコン個別支援を実施してきたが、盲ろう者用機器（点

字ディスプレイ）やソフトが充実していることや盲ろう当事者や盲ろう団体からの講習会への要

求が強かったことから２００３年度から盲ろう者向けインターネット講習会を開催した。初年度

は１１名の応募があり、大阪府内に住む４名の盲ろう者が受講した。盲ろう者には事前にパソコ

ンの利用状況やコミュニケーション方法、点字の触読能力についてなどを直接お会いして確認し

た。講習会は４日間（計２０時間）で、点字ディスプレイを使っての電子メールの体験、ホーム

ページ閲覧の体験、６点入力を使った文字の入力を中心におこなった。受講者にはパソコンのこ

とがある程度分かる触手話通訳者または指点字通訳者を配置した。１回目の講習は手探りであり、

問題点も多かった。 

 １）こちらで通訳者を選んだため受講者にあった通訳者を準備できなかった。 
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 ２）パソコンの画面情報が全て点字で出力できないなど、盲ろう者にあまり使いやすい環境を

構築できなかった。 

 ３）点字があまり読めない受講者もいて、画面拡大など、複数の方法に対応せざるを得なかった。 

 ４）通訳に時間がかかるため、１回の講習でできる内容は極僅かで、４回の講習では十分では

なかった。 

 しかし、全国の公立図書館で初めて重度の障害者へのパソコン講習をおこない、その結果とし

て盲ろう者がパソコンを使うきっかけとなり、受講生から一定の評価をいただいた。 

 ２００４年度は前年の反省から点字の読める盲ろう者に対象を絞り、通訳者も本人が推薦した

人にきていただいた。その結果、講習の質も一定に保つことができた。 

 ２００５年度は、初級の講座に加えて中級講座（５時間を２回、計１０時間）をおこなった。

それまでの電子メールを中心とした講習から、ホームページ検索の基本を学習するなど、講習の

幅も広げた。 

 ２００４年度までは視覚障害者用のソフトウェアで、ある程度盲ろう者に使いやすいものを使

用したが、点字表示や画面拡大がうまくいかない部分もあり、使いにくい部分も多かった。しか

し、２００５年度からは盲ろう者に使いやすいメールソフト、ネット検索補助ソフトなどを使用

することで、効率的な指導をすることができた。 

 ２００６年度から初級講座と中級講座を各年で開催することとした。２００６年度は初級、２

００７年度は中級講座をおこなった。以下、最近２年の講習会の概要を記す。 

 

２００６年度初級講座 

 ２００６年度は点字が読める盲ろう者でパソコンの基礎（電子メール）を学習したい人を対象

として初級講座を開催し、大阪府と周辺の地域から３名の盲ろう者が参加した。 

講習内容：点字ピンディスプレイを使っての電子メールの体験、ニュース閲覧など 

その他、盲ろう者が使うと便利なソフトの紹介 

１日目：自己紹介、盲ろう者のパソコン環境、キーボード練習、電子メール体験 

２日目：ボイスポッパー（盲ろう者に配慮したメール、ニュース閲覧ソフト）でメールの送受信 

３日目：ボイスポッパーでメールの送受信とニュースの閲覧 

４日目：ボイスポッパーでメールの送受信とニュースの閲覧、インターネット体験 

 

２００７年度中級講座 

 ２００７年度は点字が読める盲ろう者で、電子メールができる程度の人を対象として中級講座
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を開催し、大阪府及び近隣府県の盲ろう者４名が参加した。 

講習内容：点字ピンディスプレイを使っての電子メールの応用、ホームページ閲覧、インターネ

ット検索、最新の小型の点字情報端末の紹介など 

１日目：自己紹介、ボイスポッパー（盲ろう者に配慮したメール、ニュース閲覧ソフト）でメー

ルの送受信、ニュースの閲覧 

２日目：サーチエイド（ネット検索補助ツール）を用いてインターネット検索（国語辞典、駅か

ら時刻表、姓名判断など） 

３日目：サーチエイドを用いてインターネット検索（Googleを使って調べたいページへアクセス） 

ブレイルメモポケット（１６マス表示の小型の点字ディスプレイの紹介と体験）：点字での文書作

成、電卓など機能の紹介 

４日目：サーチエイドを用いてインターネット検索（高速バス検索、テレビ番組（ドラマ）検索、

辞書・宿泊検索、ぐるなびなど） 

ブレイルセンス、シンクブレイル（小型の携帯情報端末の紹介と体験）：ワープロ、メール、ウェ

ブブラウザ機能を中心に説明） 

 

 ２００６、２００７年度の講習会は受講生１名に通訳者が２名ずつ付いた。通訳は手話を手で

触る触手話が中心であったが、一部は、目の前での手話通訳（弱視対応手話、接近手話）と指点

字通訳であった。最近２年間の受講者７名ともそれなりに点字を読むことができたため、ほぼ共

通の内容で講習を進められたが、点字の読み速度には多少の差があった。弱視聾の３名に関して

は大きなディスプレイ（１９インチなど）を用いて画面拡大との併用をおこなった。 

 

受講者の感想など： 

・盲ろう者に使いやすい電子メールソフトを体験できてよかった。 

・新しいソフトや機器を体験できてよかった。 

・メールは自分で使うけど、インターネットは難しくて使っていなかった。今回の中級講習でそ

れを勉強できたのはとってもよかった。 

・４回の講習会では時間が足りなかった。せめて６日とか７日ぐらいの講習期間が必要。 

・通訳者の人もパソコンが分かる人だったので、とってもよかった。 

・ テキストに具体的な操作など分かりやすく書かれていたので、後で復習しやすかった。 
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写真２ 講習会 全体写真 

講習会でサーチエイドを使ってインターネット

検索の説明をしています。 

机にはノートパソコン、点字ディスプレイ、外

付けキーボードがあります。 

受講生１名に触手話及び接近手話通訳者が２名

ずつ付いています。 

 

写真３ 触手話通訳 

強度の弱視聾の人が手話を手で触って通訳を受けて

います。 

盲ろう者の多くは触手話での通訳が主となります。 

 

写真４ 点字ディスプレイ 

全盲ろうの人がパソコンの画面の情報をパソコ

ン手前の機械に表示される点字を読んで確認し

ています。 

このディスプレイにはパソコン画面１行分（４

６マス）の点字が出力されます。 

 

写真５ パソコンの画面拡大 

弱視聾の人がパソコンの拡大画面（１２８ポイン

ト）を目で確認しています。 

光がまぶしいので暗闇の中で講習を受けていま

す。 
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５．考察（盲ろう者のパソコン支援の現状と問題点） 
（１）盲ろう者とのコミュニケーション： 盲ろう者にパソコン支援する場合にもっとも問題と

なるのが盲ろう者とのコミュニケーションである。触手話、指点字などの通訳が必要で、個人指

導の場合、指導者のコミュニケーション能力が問題となる。また、講習会の場合、通訳者の通訳

技術とともにパソコンに関する知識、盲ろう者が利用するソフト、ハードの知識が求められる。

それら両方を兼ね備えた人材の養成が今後求められるが、当館の講習会での通訳者のほとんどは

それらの両方を兼ね備えた人にきていただいている。しかし、そのような人材は少ないのが現状

で、毎回、同じ人に頼まざるを得ない。また、コミュニケーションにおいてもパソコンの操作と

通訳を両方受けることは難しいので、必要に応じて盲ろう者とのサインでコミュニケーションを

図ることが必要である。具体的には、盲ろう者が正しくパソコン操作をしている場合は盲ろう者

の背中に「○」を書き、間違えた操作をしている場合は「×」を書くなど、講師・通訳者と受講

される盲ろう者の間で前もって決めておくとよい。 

（２）盲ろう者の特性とパソコンへのニーズ： パソコン指導の際に個々の盲ろう者の特性の把

握が重要で、それによりパソコン指導の方針を立てる。盲ベースの人なのか、聾ベースの人なの

か、残存視力・視野、残存聴力、点字が読めるかなどを事前に調査し、計画を立てる。その上で、

盲ろう者へのパソコンニーズがコミュニケーションの習得なのか、情報入手であるのか、情報発

信であるのかを詳しく聞き、その指導方法を決定する必要がある。個別指導の場合、それぞれの

ニーズに応えていけるよう対応していくことが望まれる。 

（３）点字や日本語の習得： 盲ろう者がパソコンを使用する際に点字や日本語の習得が重要で

ある。特に全盲ろうの場合、パソコンへのアクセスは点字以外に方法はない。そのため、点字の

習得が必要で、盲ベースの人は比較的問題とならないが、聾ベースの人の場合、この習得が問題

となる。聾ベースの人は漢字を形で覚えており、また表意文字である手話言語を用いているため

に、基本的に漢字がなく、表音文字である点字の習得には困難をもっており、特に表音文字から

の漢字変換は大変難しい。 

（４）講習会の必要性： 盲ろう者にパソコン講習会を開催しているのは各地の盲ろう者当事者

団体、都道府県が設置するＩＴサポートセンター（東京都など）（盲ろう当事者向け講習会や個別

支援）、日本障害者リハビリテーション協会や全国盲ろう者協会（ボランティアや指導者向けの研

修）など一部である。当館が２００３年度から盲ろう者向けの講習会を開催していることは盲ろ

う者へのコミュニケーション支援、情報受発信、盲ろう者の社会参加の機会を増やすという点か

ら重要である。特に図書館という情報提供施設が重度の障害のある人も含めてサービスをするこ

とは意義深いことと考える。 
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（５）講習会後のフォロー： 盲ろう者にとっては講習会などみんなが集まって同じ目的で参加

することに意義を感じている。しかし、講習会が終わり、そのまま支援がないとパソコンも使わ

ず、せっかく覚えたことも忘れてしまう。当館では講習会を修了した盲ろう者への継続的な個別

支援をする中で個人のニーズを把握し、適切なサポート・支援をおこなうことができていると考

える。またパソコン購入やその後の支援についてはパソコンがある程度できる通訳・介助者に協

力いただき、自宅でのサポートをお願いしている。図書館での支援だけでは難しいので、福祉制

度などをうまく活用し、支援をしていくことが重要である。 

（６）機器やソフトの問題： 盲ろう者に使いやすいハード、ソフトが現状では少ない。現在で

はＷｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａを点字や拡大で利用することが困難であり、そのような開発も不

十分である。Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰパソコンも今年の夏以降入手困難となる中で今後の盲ろう者

へのパソコン支援方法を再検討する時期がきている。 

 

６． まとめ 
 ２００１年からの盲ろう者へのパソコン個別支援、２００３年度から２００７年度まで５年間

の講習会をおこない、電子メールやホームページ閲覧などを中心とした支援を実施してきた。受

講した盲ろう者からも一定の評価をいただき、何度も講習会に参加する人や継続的に個別支援を

受けている人がいるのはその成果の一つと考える。 

 講習会については講習内容、使用機器、通訳体制、支援者の問題などがあり、最初の２年間は

十分な支援をおこなうことができなかった。しかし、講習会、個別支援を通じて開発者に協力す

ることで、盲ろう者に使いやすいハード・ソフトの研究・開発にも協力することができ、盲ろう

者への支援を少しずつであるが進めていくことができた。 

 今後、当館が多くの盲ろう者への支援をすることで、盲ろう者のパソコンを利用したコミュニ

ケーションの獲得と情報障害の克服につながればと考える。さらに全国には多くの盲ろう者が住

んでいるが、盲ろう者へのパソコン支援をしているのは東京の日野市立図書館が盲ろう者への個

別支援をしている程度であり、講習会として開催しているところは全くない。住民に身近な施設

（図書館）が盲ろう者へのパソコン支援などを通じて、盲ろう者のコミュニケーション障害、情

報障害を少しでも改善できるようなサービスを今後、展開し、どんな利用者にもサービスをおこ

なう図書館を目指していく必要がある。 
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大阪府立図書館における 
政策立案支援サービスの現状について 
 

 

日置 将之（中央図書館） 

 

 

 はじめに 
大阪府立図書館では、2006（平成 18）年 4月より府職員や府議会議員の政策決定等に必

要な資料・情報を提供する、政策立案支援サービス（以下、「P
ピー

-support
サ ポ ー ト

」という）(1)をス

タートさせた。同サービスの実施状況は、大阪府立中央図書館発行の『要覧』で報告する

ことになっており、2006（平成 18）年度についてはすでに報告済みである(2)。しかし、こ

の報告は申込件数と登録件数のみとなっているため、P-supportの現状を伝えるには不十分

と考えられる。そこで本稿では、サービススタート時から 2007（平成 19）年 12月までの

実施状況について、『要覧』で扱っていないデータを中心に報告するとともに、現時点での

課題について述べる。 

なお、P-supportがスタートするまでの過程については、「みんなの図書館」2006（平成

18）年 8月号���ですでに報告しているため、本稿では省略する。 

 

1．サービスの概要 
1．１ レファレンス  

レファレンスを含むすべてのサービスは、社会自然系資料室の専用窓口で電子メール・

FAX・電話・来館により受け付けている。レファレンスは、質問の主題に応じて中央図書

館の各主題室と中之島図書館に振り分けており、各主題室から直接回答している。 

 

１．２ 複写  

料金は徴収していないが、複写枚数が 50枚を超える場合には依頼者に用紙の負担をお願

いしている。複写業務は P-support 担当職員が行い、逓送便（府庁内文書配送システム）

で依頼者に送付している。なお、中之島図書館で所蔵している資料の場合は、同館の職員

が複写・送付を行っている。 
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１．３ 貸出 

従来から行なわれている府内図書館等に対する協力貸出の規則を適用し、グループ（係）

単位で貸出登録を受け付けている。貸出冊数は 10冊までで、期間は 30日間となっている。

資料の確保・配送準備は P-support担当職員が行っている。配送方法については、出先機関

まで資料を届けることが可能な逓送便が利用できなかったため、中央図書館と中之島図書館

を週 6回往復しているシャトル便のコースを、本庁まで延長して運用している。 

 

２．サービスの実施状況 
 ２．１ 全体の状況 

 2006（平成 18）年度の申込件数は 257件で、月平均 21.4件となっている。2007（平成

19）年度については、12月末までの時点で 224件となっており、月平均は 24.9件である。

12末の時点では、2007（平成 19）年度の申込件数が 2006（平成 18）年度を月平均で 3.5

件上回っている。 

表.1 月別申込件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

2006 14 17 26 28 36 28 27 10 18 15 21 17 257 

2007 26 18 27 17 23 17 28 36 32    224 

２．２ サービス別の利用状況 

サービス別の利用状況は、表.2���のとおりである。月平均の比較では、複写とレファレン

スの件数はやや減少しているものの、貸出件数は大幅に増加している。利用量の月平均に

ついては、複写枚数が微増であるのに対し、貸出冊数は 3 倍近くになっており、増加が顕

著である。 

表.2 サービス別の利用状況 

 貸 出 複 写 レファレンス 

年 度 2006 2007 2006 2007 2006 2007 

件 数 

（月平均） 

71 

（5.9） 

89 

（9.9） 

131 

（10.9） 

83 

（9.2） 

71 

（5.9） 

52 

（5.8） 

冊数・枚数 

（月平均） 

133 

（11.1） 

274 

（30.4） 

2434 

（202.8） 

2072 

（230.2） 
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３．利用の傾向 
３．１ レファレンスの傾向 

サービス開始時から 2007（平成 19）年 12 月までに受けたレファレンスの件数は、123

件である。質問内容は多岐にわたり、府政の課題や取り組みの一端を垣間見ることができ

るため、非常に興味深い。質問内容の傾向としては、法令・判例や各種調査に関するもの

が最も多く、大阪や統計、時事に関するものも多い。 

これまでに受けた依頼の一部を、以下に紹介する。 

・マイレージの「法律上の解釈」、「税法上の扱い」、「会計上の扱い」について知りたい。 

・外国人、未成年者に投票資格を与えることの是非に関する、論文、判例を探している。 

・地方自治法 199条 7項の解釈について書かれた資料を探している。 

・日本の人口動向や大阪の産業動向に関する資料が欲しい。 

・70年前にあった「大阪府内務部営繕課」は、現在のどの部署にあたるのか、組織の変

遷を知りたい。 

・大阪府立国際児童文学館と国際子ども図書館の設置目的や、機能の違いについて知り

たい。 

・第 38代大阪府知事、赤間文三氏の顔写真を探している。 

・1998年以降の各サミットにおける、財務相会合の関連記事を探している。 

・都道府県別、月別の電力消費量が分かる資料が欲しい。 

・山片蟠桃賞候補者の履歴と著作の調査をして欲しい。 

・内部統制やリスクマネジメントに関する文献、事例を探している。 

 

３．２ 利用の多い部局 

サービス開始時から 2007（平成 19）年 12月までに P-supportを利用した部局は、以下

のとおりである。（利用回数順） 

１．教育委員会事務局（府立学校含む）・・・93回 

２．総務部 ・・・・・・・・・・・・・・・69回 

３．住宅まちづくり部 ・・・・・・・・・・47回 

４．商工労働部、都市整備部 ・・・・・・・44回（2部局同数） 

５．健康福祉部 ・・・・・・・・・・・・・42回 

６．政策企画部 ・・・・・・・・・・・・・36回 
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７．収用委員会事務局 ・・・・・・・・・・25回 

８．にぎわい創造部���・・・・・・・・・・・19回 

９．水道部・・・・・・・・・・・・・・・・18回 

10．環境農林水産部 ・・・・・・・・・・・16回 

11．生活文化部、議会事務局 ・・・・・・・14回（2部局同数） 

このように、多くの部局で複数回利用されていることから、P-supportは幅広く利用され

ていると言えるだろう。なお、これまで一度も利用のない部局は、各種委員会事務局（教

育委員会・収用委員会を除く）と会計局となっている。これらの事務局は何れも小規模で、

所属職員数が少ない組織である。 

 

３．３ その他  

その他の利用傾向としては、主査級以上の職員による利用が多い点が挙げられる。これ

は、実際に政策立案に携わることが主査級以上の職員に多く、情報収集の必要性が高いた

めであると思われる。 

また、同じ課内で複数の職員が利用していることも多い。これは、一度サービスを利用

した職員から、課内の同僚に口コミで P-support の情報が伝わっているためではないかと

思われる。 

 
４．今後の課題 
４．１ 貸出サービスの改善 

配送方法については、出先機関まで配送可能な逓送便の利用が理想的であったが、大阪府

の規則では文書しか配送できないことになっていたため、実現できなかった。すでに述べた

ように、シャトル便を利用することで本庁への資料提供は可能になっている。しかし、出先

機関には来館か郵送（料金は利用者負担）でしか資料を提供できない状態となっており、

本庁と出先機関とでサービスに格差が生じてしまっている。この格差を解消する最良の方

法は、やはり逓送便の利用であると考えられるが、これには規則の改正が必要であり、ハー

ドルが高い。そこで当面は、郵送料の館側負担などを検討しつつ、逓送便の利用実現もめざ

していきたいと考えている。逓送便の利用実現には、サービスの実績を積み上げ、規則改正

に関係する部署へのアピールを強めていく必要があるだろう。 
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４．２ ＰＲの充実 

サービスの利用は着実に増えているが、どちらかと言えば同じ利用者による繰り返しの

利用が多い。リピーターの増加は喜ばしいことだが、新規利用者の開拓も必要であろう。

すでに述べたように、まだ P-support を利用したことのない部局もいくつか存在している

ことから、今後はこれらの部局に対しても意識的なＰＲを行っていければと考えている。 

 

４．３ 安定した職員体制の構築 

 利用の増加とともに業務量も増えており、担当職員の負担が大きくなってきている。現

在、社会自然資料室の職員３名が他の業務と兼務で担当しつつ、辛うじて運営できている

状態である。しかし、今後も業務量が増加するようであれば、担当者を増やすか、担当者

が兼任している業務を軽減するなどの措置が必要であろう。 

 

４．４ 本庁内へのサービスポイント開設 

 県庁内図書室（鳥取県）や市政図書室（日野市）など、本庁内にサービスポイントを設

けている図書館では、地の利を生かした様々な活動により利用を伸ばしている。また市政

図書室では、司書が各職場に直接働きかけることで、行政資料の収集もれを最小限に抑え

ているとのことである���。このように、本庁内へのサービスポイント設置には様々な利点が

ある。 

大阪府立図書館においても、P-supportの準備段階ではサービスポイントの設置を目指し

ていたのだが、人員配置等の事情により実現できなかった。このため P-support は、遠隔

地からでも提供可能なサービスが中心となっている。 

これまで本稿で報告してきたように、レファレンスや貸出などの、最低限のサービスは

P-supportでも提供できている。しかし、メールや電話でのやり取りが多いことから、本庁

職員との関係はそれほど深まっていないというのが実感である。やはり関係を深めるには、

対面でサービスを提供し、お互いの顔と名前を覚えていくことが必要であろう。そのよう

にして関係を深めてゆけば、自ずと本庁における図書館の存在感が増し、行政資料の収集

や行政部局との連携も行いやすくなると思われる。そこで今後は、積極的なサービスの展

開によって P-support の有用性を各所にアピールすることで、人員増も伴ったサービスポ

イント開設を目指していきたいと考えている。 
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注・引用 
                                                   
(1) 政策立案支援サービスの英訳である Policy Planning support serviceを略して、「P-support」とした。 
(2) 大阪府立中央図書館「政策立案支援サービス（件数）」10頁、『要覧 2007』大阪府立中央図書館、2007年 
��� 日置将之「大阪府立図書館の政策立案支援サービスについて」21頁～29頁、『みんなの図書館』352、
教育史料出版会、2006年 

��� 2006（平成 18）年度は、複数のサービスを同時に申し込まれた場合、受付番号を同一にしていた。こ
のため、申込件数（257件）と各サービスの合計件数（273件）が異なっている。なお、2007（平成 19）
年度はサービスごとに受付番号を付与している。 

��� にぎわい創造部では、国際交流、サミットの準備、関西国際空港、大阪国際空港関連事業、観光振興・
国際経済交流などを担当している。 

��� 清水ゆかり「地方資料の収集と提供―日野市立図書館市政図書室の実践から」945頁～947頁、『図書
館雑誌』96－12、日本図書館協会、2002年 
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白崎禮三と瀬川健一郎 
―『織田文庫』蔵、作之助宛書簡をめぐって 

髙松 敏男（元中之島図書館） 

 

 「虚無の相貌を点検し了り、瀝
チャン

青色の穹窿を穿って、エデンの楽園を覗かんとする卑劣

を放棄した時、詩人は、最初の毒を飲まねばならない―」。「今は降り行くべき時だ」と。

―これは大正 15年 11月、同人誌「山繭」が富永太郎の 1周忌を記念してだした追悼号に、

小林秀雄が送った一節である。そして小林は、富永の裸像をいっそうしっかりと見据える。

「彼は、その短い生涯を、透明な衰弱の形式に定着しつゝ、二十五で死んでしまった」 

―「私は、花の様な衰弱を受けた」と、たった一行の凝縮した言葉に刻みつけて・・・・。 

 その富永には、小林秀雄、中原中也、河上徹太郎、そして年下に大岡昇平ら恵まれた友

人がいた。富永の存在はこれら友人に語りつがれることにより、我が国唯一の象徴詩人と

して、時と共に輝やきを増した。 

 この東の詩人に対して、その人生の出発点において、「最初の毒」を飲んだ詩人として、 

もう一人西に白崎禮三がいる。彼も決して友人に恵まれなかった
・ ・ ・ ・

わけではない。昭和 6年

4 月に第三高等学校甲類に入学するや、同級の織田作之助、瀬川健一郎、1 年上級の青山

光二らと因縁めいた強い絆で結ばれていく。そしてつきあいのよい白崎は、仲間とことご

とく行動を共にし、あっという間に「フランス象徴詩派の流れに没入する」、「不羈無頼の

文学青年に変貌」(1)。あげく出席日数不足と落第を繰り返し、果ては退学し、その後はひ

とまず東京暮しもするが、やがて病のために郷里の敦賀に帰省。所謂、シャートォブリア

ンの「未だ生活せざる以前にすでに悩める疲労と倦怠」を持つ男として、1 冊の詩集の出

版を夢見るが、「海風」第 6 号に『詩集闇の波』の予告が出ただけで、念願は果たせずに

終る。「咽喉の痛みで神経が疲れ、（中略）眠ってばかりゐる」、「煙草がすへるやうになっ

たら会をう」という言葉を、織田作之助宛に残して 30才で世を去る。 

 そんな白崎禮三の存在をぼくが知ったのは、昭和 30年 9月に青山光二の『青春の賭け』

（現代社）の出版を見た時からであったが、その後、特に注目することになるのは、織田

作之助の実姉竹中タツ氏が大阪府立中之島図書館に寄贈された織田の旧蔵書の中に、白崎

の織田宛書簡が 14通も保管されていたことによる。おりしも無頼文学研究会に所属し、『無

頼文学辞典』の項目中、「白崎禮三」、「瀬川健一郎」、「富士正晴」などの執筆依頼を受けて

いたことゝも重なり、昭和 52 年 8 月に「織田文庫」が一般公開された機会に白崎の書簡
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全部に目を通す。するとその中の 1通に、瀬川健一郎氏との友情を確認しえる次のような

一文が綴られているのに出会う。 

 「瀬川応召のこと無論通知はなかった。それはいゝが、どうも予想外のことで何だか寂

しい。無事に帰ってくれゝばいゝが、見境なしにしぼられてゐるだろうと思ふと妙に悲し

い。」（昭 17.12.22付、織田宛） 

 これは瀬川氏も知るはずもない手紙の文面であるから、発見した者がすぐに伝える必要

があった。が、そう思いながらも、結局念願を果たしたのは、数年後の昭和 55 年 3 月、

中之島図書館発行の“図書館だより”「なにわつ」に、『白崎禮三詩集』の紹介文を掲載し

た直後になってしまう。 

 白崎の書簡のコピーと、『なにわつ』の 2 点を同封し送付したところ、折り返し次のよ

うな返信が髙松宛にとどく(2)。 

 

 拝啓 

 いい気候になってきて気持も明るくなりますが、ご多忙のこと存じます。お忙しいなか

を図書館だより誌 ご恵送下さいましてありがとう存じます。お礼申し上げます。 

 白崎禮三詩集はまことにありがたいもので、富士君に感謝しています。織田の友人たち

が作らなければならないのに、富士君に作ってもらって恥ずかしいことです。このこと

は富士君にも申し上げておきました。白崎の詩の一つ一つに思い出があって、当時を思

い出しますが、ぼくは白崎の詩に傾倒していました。いい友人でしたし、応召のとき手

紙を出さず通知をしなかったとすれば、白崎にまことにすまないと思います。どうして

通知をしなかったのか、自分でもよくわかりません。白崎をかなしませたことを詫びた

い気持ちです。  白崎のこと、織田のこと（三高時代）は早く書きたいのですが、な

かなか書けません。その原型は織田の本の解説で三十枚ほど書きましたが、五百枚位書

きたいと思っています。昭和六年から十一年までです。 

 お礼申し上げるのがおそくなりました。しばらく歯医者（大阪）に通っていまして、や

っと終ったところです。 

 ご自愛を祈り上げます。ありがとうございました。 

敬具 

瀬川 拝 
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 書簡で綴られている「応召云々」は、この時より 40年近くも昔にさかのぼる話である。

その間、昭和 48年 1月 20日には、白崎の願もかない、手紙に綴られているように富士正

晴が私版で『白崎禮三詩集』（青山光二、富士正晴編 タイプ版 非売品）も刊行されてい

る。（「嶽水会雑誌」発表の詩から 4篇、「椎の木」から 24篇、「海風」から 26篇、外に青

山光二「略年譜」付）。巻頭に「故白崎禮三の詩稿の散逸をおそれて」、「とりあえず小部数

作り贈る」という文句をそえて。 

 それにしても、『織田文庫』に残された 14通の書簡を読んで、深く心を揺り動かされる

のは、綴られた白崎の肉声であり、生ざまである。最初の昭和 16 年（月日不詳）の東京

淀橋区大久保百人町二－六 渡辺方から、野田村丈六の織田宛書簡（「読物と講談」の用箋

を使用）では、「海風は頑固な雑誌にしたい」と決意のほどを綴り、さらに同 17年 9月 16

日の書簡でも、「大阪文学九月号見た。表紙が非常にいゝ、これでは中味が表紙負けする」。

「小説やっと十枚書いた。序が終ったしいよいよ本題五十枚位にはなるだろう」と意気込

んでいる。が、病状が徐々に悪化し、郷里の敦賀に戻った頃から、文面も次第に変ってい

く。 

 「今咽喉をいためてゐるのでこれが癒ってからにする。結核ではないと思ふが咽頭の粘

膜がただれてゐる 煙草がすへず何もかも手持無沙汰だ」（織田宛、昭 18.9.8） 

 「会って話出来るまでになってゐないのだ。粘膜がただれてゐるので一食一食がかなり

の苦痛なのだ。（中略）実際厄介な病気になったものでこの苦痛は人にはちょっと想も

つかないらしい」（同 18.11.22） 

 そして昭和 19年（29才）末には、友人とも恩師とも会うことを拒否し、寝たままとな

る。翌年 1月 20日、繰り返すが 30才、若すぎる死であった。 

  青山光二は「略年譜」の昭和 6年（17才）の部分で「禮三をして詩人の宿命を自覚せ

しめる契機となったものに」、「武生市での、遠縁にあたる年上の、有夫の女性との恋愛・

失恋事件があるが、詳細はすでに知る由もない」と特に書き加えていることに、富永太

郎の人生を重ねて戦慄
・ ・

を覚える。 

 

(1)青山光二「白崎禮三略年譜」より引用。 

(2)消印、判読不詳。昭和 55年 4月と記憶する。 
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中 之 島 図 書 館 所 蔵  一 枚 摺 物 仮 目 録 ２   

佐 藤  敏 江 （中 之 島 図 書 館 ）  

 

い つ の時 代 も 、 ジ ャ ーナ リ ズ ム と 時 の権 力 と の 相 克 は

避 け ら れな い 。 近 世 の出 版 史 において 、 山 東 京 伝 、

蔦 屋 重 三 郎 等 の 筆 禍 事 件 は 有 名 で あ る が 、 出 版

統 制 は時 事 を扱 った一 枚 摺 に も及 んでいる 。  

貞 享 元 年 ( 1 6 8 4 ) ・ 元 禄 1 1 年 ( 1 6 9 8 ) ・ 同 1 6 年

( 1 7 0 3 ) ・ 正 徳 3 年 ( 1 7 1 3 ) と 、 く り 返 し時 事 的 報 道 の

読 売 （ 瓦 版 ） 、 或 は 時 事 に 取 材 し た 書 物 の 板 行 を

禁 止 す る触 書 が出 された 。以 降 瓦 版 ＝読 売 は幕 府

か ら 目 の敵 に され る 。 享 保 ７ 年 （ 1 7 2 2 ） に は 、 大 岡 越

前 守 等 によ る 、 書 物 に奥 付 の記 載 を義 務 づけなど 、

今 日 に 至 る 迄 の 出 版 取 締 り の 基 本 法 と な っ た出 版

統 制 令 が 出 さ れ た 。 寛 政 ２ 年 （ 1 7 9 0 ） 松 平 定 信 の

出 版 取 締 り に関 す る触 書 の効 果 を あげ る た め 、見 せ

しめ と し て 摘 発 されたのが 、前 述 の蔦 重 と京 伝 であ っ

た 。 以 後 幕 府 は 「 当 分 之 儀 」 「 猥 成 儀 異 説 」 「 浮 説

之 儀 」 を 一 枚 絵 や書 物 にす る こ と を 徹 底 し て 取 締 り 、

同 1 1 年 に “華 美 成 一 枚 絵 ”の彫 刻 を 、 また文 化 の

初 めには火 事 の読 売 さえ も禁 じ られる程 であった 。  

文 政 に な り 、 災 害 事 件 に限 り 読 売 発 行 が黙 認 さ

れ 、 ま た ペ リ ー 来 航 、 安 政 の 大 地 震 等 に よ り 読 売 の

発 展 期 を迎 え る 。 こ う し た 発 展 の 背 景 には 、 寺 子 屋

の増 加 によ る識 字 層 の増 大 、庶 民 の情 報 への関 心

の 増 大 、 地 方 の 書 籍 商 の 発 達 、 時 代 の 急 激 な 変

化 等 が考 え られ る 。 当 時 の人 々の情 報 への関 心 が 、

今 日 の “歴 史 認 識 ”の よすが とな っているといえ る 。  

 

 

 

今 回 は 当 所 蔵 の 保 古 帖 （ 貼 り 交 ぜ 帖 ） の 中 か ら

「 当 分 之 儀 」 「 猥 成 儀 異 説 」 「 浮 説 之 儀 」 に 関 す る

報 道 、お蔭 参 り 、 巷 の噂 等 の社 会 雑 報 類 ―を取 上

げた 。以 下 主 な ものをあげてみる 。  

嘉 永 7 年 ( 1 8 5 4 ) 9 月 1 8 日 の ロ シア船 デ ィアナ号

の大 阪 湾 出 現 は 、ペ リ ーの神 奈 川 沖 来 泊 、プチャー

チンの 長 崎 来 航 に 次 ぐ もの であ っ たが 、 そ の異 様 と 、

幕 府 の 警 護 の も の も の し さ は 多 く の 読 売 の 出 版 へ と

繋 がった 。  

大 阪 で人 気 の高 い大 塩 平 八 郎 と大 塩 の乱 、その

背 景 となった飢 饉 は 、救 荒 書 とい うジ ャ ンルを うみだ し

た 。 本 冊 には 、大 塩 平 八 郎 の屋 敷 付 、御 役 録 等 が

収 載 さ れ て い る が 、 事 件 そ の も の に 結 びつ い た 出 版

物 は み ら れ な い 。 現 存 す る 大 塩 関 係 の文 書 類 の 多

さか ら考 え る と 、報 道 規 制 によ る もの と推 測 される 。  

火 災 ・ 水 害 ・ 地 震 等 の 災 害 報 道 は 、 地 元 の 人

用 であ る と 共 に 、遠 近 の親 戚 知 己 への報 告 用 で もあ

っ た 。 地 域 に よ り 違 いが あ り 、 例 え ば 火 災 報 道 では 、

江 戸 が文 字 ばか り で あ る の に対 し 、 大 坂 は焼 場 を赤

く塗 った図 に簡 単 な説 明 を付 した物 が多 い とい う 。  

江 戸 期 における御 蔭 参 りは 、慶 安 遷 宮 翌 年 に集

団 参 宮 が始 ま り 、 以 来 宝 永 ニ年 、明 和 八 年 、文 政

十 三 年 と六 十 年 毎 に大 集 団 の参 宮 が行 われたが 、

一 枚 摺 が 盛 んに出 たのは 、 文 政 十 三 年 のお蔭 参 り

で あ っ た 。 こ の お 蔭 参 り は 阿 波 を 筆 頭 に四 国 一 円 、

大 坂 京 都 に 及 び 、 全 国 へ と広 ま っ た 。 「 武 江 年 表 」

に よ る と 、一 枚 摺 は大 坂 中 心 であった と い う 。  
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保 古 帖  ５巻  保 古 帖 4 巻  

 保 古 帖  5 巻  保 古 帖  ５ 巻  



　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

1-4 戦争 〔大坂卯年ノ図写〕 　　　　　      （元和元乙卯年板 ）嘉永四年 大坂御陣辻売板行 28×40.5 

5-3 戦争 〔阿倍野合戦配置図〕 刊 37×47

5-10 戦争 [大坂布陣図] 刊 織田信長対本願寺 38×52

20-123 戦争 〔合戦年表〕 20×27

　　  16-31 皇室 人皇百二十二代内裏御即位之図 [扇面] 　 29.5×47.5

　　  　16-32 皇室
御即位ニ付五万石以上御大名御賀 [扇面]
御進献之分 弘化四年丁未九月 21.5×47.5

　　　5-15 皇室 人皇百二十二代内裏御即位之図 [扇面] 刊 22×49

 　  11- 1 皇室 〔御即位大礼図〕 御絵図所 京極第二條  林治左衛門吉永開板 34.5×46.5

　　 5-109 幕府 [江戸城見取り図] 元御殿跡明地明和九年二月廿九日以降・・・ 36.5×52　彩色

5-20 幕府 四界太平北釜ｹ 原御狩之図  東都: 東山堂梓　略絵図入 34×50

14-77 幕府 四界大平北釜ケ原御狩之図 32×46

6-73 幕府 〔四界大平北釜ケ原御狩之図〕部分  上総国葛飾郡小金原 35×25

  　　 4-46 　 褒章 絵本天加護孝行実録　新板〔絵びら〕 20.5×14.5 破損

 　　5-96/97 　 褒章 吉原佐野槌屋せい抱遊女黛の誉 〔安政二年〕乙卯初冬二日大地震 18×24.5  2枚彩色

3ｰ44-47 褒章
賞妓録－本京橋町塗師屋治助抱へ飯焚女さく/瓢
箪町倉橋屋万次郎代利吉左衛門抱へ傾城初花 己未孟春 山川正宣作 19.5×12.5

　　　15-47 褒章
天地之性人為貴人之行莫大於孝－中村屋
民助娘とら へ褒美 嘉永七甲寅年六月 信成舎施印 31×41

20-79 褒章 忠勤/孝行/貞節末代噺 嘉永七甲寅八月大新刻 34.5×45.5

　  　19- 4 褒章
孝行処女末代噺－大坂ニ本町：又兵衛支
配借家民助娘とら 嘉永七寅六月 大坂二本松町 35×47.5

2ｰ7 刑罰 〔元禄板刑罰獄門図〕　　 しんせいがくび 22×16.5　　彩色

　時　事　報　道
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　4-13/14 心中
〔天保九年御評判の心中番付（部分複製）
並びに墓碑建立の由緒書〕 文政十一戌子年三月 浪華　黄葉園主人（野里梅園）誌 23.5×30

   4-16/17 心中 [赤根や( 半七) 豆腐看板写] 21.5×80

 　4-19/20 心中 乍恐口上( 三勝半七相対死届) 元禄八年十二月七日 庄兵衛千兵衛印　笠戸□左衛門/渡辺為右衛門殿 22×63.5

3ｰ17 敵討 [江戸復讐略録] 丑十一月二十八日 河内郡上根本村孝七妹たか　敵：与左衛門 24×32

　　　 4-68 敵討 大坂中の島において敵討之次第 亥六月二九日夜 妻ふき多五郎と密通に付、夫田川得左衛門敵討 24×32

5-112/113 敵討 高名功名手柄鏡・忠孝仇討鏡 弘化三年 御陣ヶ原：熊倉傳十郎　本庄茂平治 38×52

　　11-29 敵討 加州高岡町ニて敵打之次第 天保九年戌五月十三日 敵：坂本彦三郎　討手：上田中大夫倅近藤仲之丞 23.5×32 彩色

　　　11-30 敵討 [ 大坂中之島にて敵討之次第] 天保九年戌七月朔日朝
伊予不義密通　敵：土岐十平/主人の妻　討手：土
岐十平主人 23.5×32 彩色

13-17 敵討 敵討略記　　陵雲山崇禅寺 正徳五年十一月 敵：生田傳八郎　討手：遠城治左衛門/安藤喜八郎 33×45

10-53 敵討 義士夜討旧地之略図 22.5×33  彩色

1-96 書状 [高田屋嘉蔵より中村屋伊七郎宛書状] 六月十日 国後島にヲロシヤ船に兄嘉兵衛乗船の件 17×44

2ｰ55 人物図 キハダンスアナン之像　　 欽差大臣国王副使海軍統帥右督 27.5×21  彩色

2ｰ56 人物図 大合衆国人上官〔アーダムス〕肖像之写 嘉永七寅孟春 [アダムス肖像]　 神風舘紀於呂香図 27.5×20.5  彩色  

3ｰ92～95人物図

[嘉永六年六丑年六月二日相州三浦郡浦
賀湊北亜墨利加州之舩四艘至来同月九日
久里浜上陸人物之図併解説] 安政二卯年四月写 東都: 谷文一画 27.5×77  彩色

11-31/32 人物図 琉球人来朝行列図　　付来朝の次第 天保十三壬寅年
御免板元：北濱壱丁目本屋：播磨屋長兵衛　賣弘
高麗橋壱丁目本屋：播磨屋九兵衛 35×94

20- 164～
168 人物図 〔唐人行列図〕 松雲堂板 17.5×237　彩色
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

   5-26/27   年表 異国往来並漂流年表  二編 文永四～嘉永七年 38×52  2枚

5-27 異国船 ヲロシヤ国船之略図 嘉永七甲寅 寅九月十八日大坂川口天保山沖におろしや船漂着 37×50

5-30 異国船 大坂湊口江異船舶来之図 嘉永七甲寅 嘉永七甲寅九月十八日午ノ刻 31.5×45

5-33 異国船 〔おろしや国船図〕 嘉永七寅九月十八日八ツ時大坂天保山沖 17×25

5-34 異国船 〔おろしや船図〕　 九月十八日ヲロシヤ當沖へ漂着ス 18.5×26  彩色

10-8 異国船 南京永茂舩之図　　 文化十三丙子年三月入津 22.5×30

5-62 異国船 スト－ンボ－ト之図 写真之梓新奇発行印 32.5×46.5  彩色

 5-35～36　  防衛 御代静謐凱陣鑑　天保山海陸御固附 人名・紋入　大坂御城代土屋采女正等 15.5×68  2枚

5-31 防衛 [天保山御固配置図] 刊 50×37

5-32 防衛 海岸御固御人数附 23×34

5-37 防衛 富士の巻狩陣取の図 嘉永七寅九月十八日安治川口目印山 38×52  彩色

5-49 防衛 海岸御固御配置人数図 〔嘉永七年〕 銅板 15.5×22.5

6－204 防衛 甲州御身延山参代御下向御行列略図 嘉永七甲寅年九月廿四日大阪御着 紀伊国屋保兵衛板 36×49.5

8- 71/73
/74/77/
78/80/81 防衛 天保山海陸御固附 15.5×23

8-69 防衛 御代静謐凱陣鑑 （袋・題簽様） 15.5×11.5

8-93 防衛
諸候御固御武徳鏡并御引取行列之図－異
國船退□附 當二月十六日 （袋・題簽様） 17×12

　5-54/55 伏接来札知  刊  (大俄羅斯国上宰相子也利羅徳公閣下宛)　 19.5×26.5  4枚

6－161 大坂 異船早々逃帰是誠神国御恵〔札〕 きのと卯のとし 浪花　暁鐘成戯作 36×6.5

8-65/66 防衛 海陸御固泰平鑑 [下田沖外国船]
34.5×44.5  33.5×
42　彩色

6－212 詩文時萬延改元　日本退散異国舩
はぬる字のちからもつよしひのもとの
大皇国には何かなふへき 春燈印有 18×13
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　　 　5-75　　役所 御代官所休日  嘉永三年刊 18×24

　　　15-70 役所 勅書写 明治十七年七月七日 28.5×21.5

15-78～81 役所 〔大阪史編纂趣意書并賛助依頼文〕 明治三十四年十月 大阪市長: 鶴原定吉 ３丁 24.5×14.5

　　　15-84 役所 軍事公債応募申込書　 明治廿七年十二月 窓口：日本銀行大阪支店 28×40

 15-87/88 役所 大阪府告示 明治五壬申四月 大阪府 34.5×63

　　　15-89 役所 築港寄付受領書 明治六年五月
大阪府権知事渡辺昇より安土町四丁目鹿田清七
宛 19×51.5

11-16/17 [大名行列図] 酒井左衛門丈様/松平隠岐/松平讃岐 23.5×62.5

　　　13-23/24 大名行列図 酒井左衛門江尉/松平壱岐守/松平讃岐守 22×33  2枚
　20-169/

170 御改革大坂御開葉〔行列図〕 天保二年 36.5×97

        5-83 書籍 京都室町相州鎌倉応仁武鑑 35×47

    　　5-84 書籍 豊臣武鑑 34.5×46

  　　4-3/4   書籍 御役録 申八朔改
大坂南久太郎町四丁目□□西ニ入　書林: 神崎屋
二郎板 29.5×51

  　   4-18 書籍 武鑑  22/23丁
黒田甲斐守長重・松平安芸守綱長・浅野土佐守長
澄・浅野内匠頭長矩等 14.5×21

　  　 4-71 書籍 浪華御役録
御城代：松平右京太夫 御城番：戸田大炊頭・遠藤
備前守等収載 28×40

   14-71/72 書籍 大坂役附  [延宝～元禄頃] 天野屋理兵衛入 8×19

1-52/53 書籍 [元禄武鑑  高家衆之部17・18]   「吉良上野介」有 8×17  2枚 

2ｰ13～23 書籍 [本朝部武林系禄図鑑] 部分　跋･１～６・２２・２３丁 元禄十六年序  (大岡紀伊守  ) 15.5×21 10枚

2ｰ30～32 書籍 大阪鑑 文政九年以降 大塩平八郎：与力･吟味役･唐物取締定役･盗賊改 33.5×52.5

　行　政
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

2ｰ30～32 書籍御役録　紋入り　屋敷配置図 文政十亥年 大坂書林：神崎屋金四郎板　大塩平八郎 28×53

　11-10/11 書籍 御役録 文政十二より
与力御役付　藷御用調役・目付・地方役・盗賊改：
大塩平八郎 29.5×55

2ｰ30～32 書籍 御役録　紋入り　屋敷配置図 天保八年酉八朔改正 天満書林：神崎屋金四郎板　元大塩格之助屋敷跡 29×57

1-22 書籍 大坂袖鑑 (部分：14・15丁) 　 〔天保〕 東御組与力衆名附に「大塩格之助」有 7×29   2枚

1-48 書籍 御役録 三万石: 田沼主殿守　　御若年寄: 松平伊賀守 7×15

1-45 書籍 [大阪御役人録部分]   「糸割府銅　大塩喜内」有 7×28

6ｰ72 書籍 〔御役録〕 江戸馬喰町二丁目：萬屋亀右衛門 34.5×47

　行　政
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

       5-24　　鼠害 石州那賀郡濱田御城下窮鼠之一説 安政二卯八月大新板 28×39

  　　4-118 　魔よけ くたべ 〔出現〕 越中国立山薬種塚 17×23.5

　　　4-119 　魔よけ スカ屁 〔出現〕 越中かき山いまき谷尻が洞 15.5×23

        5- 4 戯書
欲といふ獣貧乏の国からいけどった一名金あらしと
云 鶴屋板 一勇斎国芳画 33×46  彩色

       5-82　　戯書 諸珍事大寄世間噺 嘉永七寅歳 48.5×36

　　　 4-21 　 噂 [松の古木にこうもり異常発生] 於）天満西寺町なら村御寺内 16.5×23

  　　 4-42 　 噂 [ 山城之国にて百姓女房馬児出産] 山城之国嵯峨大徳寺前 16×23.5

　　　 4-67 　 噂 [ふしぎのけだもの出現]   八幡州明石 24×17

　　   4-69 　 噂 当七月五日上方ヘ来ル犬之霊ふしぎの次第 天保十亥初秋 出羽国 23×32.5

　　   4-90 　 噂 安政三年辰三月異童子実記
(播州印南郡増田新田出柄村　大工平兵衛倅千代
松　一眼中瞳三つ有) 39×28

　　　 4-91 　 噂 大女 〔安政二年刊〕
肥後国天草郡城崎村百姓多平娘三人－天保十二
生十六歳・弘化三生十一歳・嘉永二生八歳 39×25

　   　5-79 噂 古今稀成変生男子 安政２年五月 牛込若宮町八幡前：遠州屋清五郎店亦蔵娘さと 37×26

       5-85　　 噂 西横堀西州寺銀杏女の形に見える事  天保十四年五月 32×23

  　　4-121 　 噂 [木より雨降る]  四月八日 (なんば村西の丁札の辻西へ入) 16.5×23

　　 　10-9  　 噂 [堺手嶋の浜に御轡臺等打ち上る事] 　 文政十三年寅七月廿二日 24×33

　　　10-17 　 噂 阿波国鳴門に霊牛出生 牛主：治郎右衛門 45×34.5

　　11-54 噂 丹波の国に於て一夜の内に山沸き出る次第　 弘化四未の年正月大新版 南華写 34.5×47

　　　15-45 噂 此頃町々うはさをちよと忠九の抜文句 35×47.5

　風　説　類
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　　　5-25 噂 〔浅草に八代三桝の再生猫図〕
いたきあけよく似た猫とながむれはにゃふとなくもお
まれかわりか　チトセ 24×37.5 彩色

　　　15- 3 噂 江戸東海道東国荒珍事圖 安政四年 安政三年丙辰八月十八日より 35×48

8-112 病気 [ ほうき星と半日ころりの事]   　 写 浪天学家南本町順天堂福田塾施印 25×17

　   8-113 病気 [ 流行病の事]                 午八月何某施印 25.5×11.5

　　11-21 備忘録
天保八年酉のとし中のめづらしい事おぼへて置たい

忘まい沼津見立 天保十年亥の年正月大新版 34×45.5

2ｰ45 見立 変化名の見立角力　　※ばけものの名一覧 33×45

　　　15-46 見立 変化名の見立角力 34.5×45

 20-53 見立 安政五午歳中珍事見立角力 48×33.5

　　20-167 見世物 天王寺象のみせもの 付）伊予ぶしかへうた　生瀬戯作 17.5×24.5

　  　　14- 3 見世物 紅毛来船ハルシヤ国産駱駝 〔未ノ歳六月下旬より〕
 書林株元　伏見町：順意堂　□□町：玉屋□兵衛
板〔於）難波新地側〕 32×45

　  　　14- 4 見世物 剛猪山嵐 -蘭名ステーケルハルケンという 天保三年以降 32×45

　    　14-45 見世物 [天王寺象の見世物] 嘉永二酉二月より いよぶしかへうた　生瀬下作　一麿画 18×27.5

　風　説　類
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　   　5-99    災害 地震出火細見記 [引札] 江戸四里四方近郷近在 18×12.5  彩色

 　  5-100    災害 慶長以来聖代要廼盤寿恵  不□堂蔵板　江戸大地震大火 50×38

2ｰ12 火災 寛政上町焼　　 寛政元年乙酉極月廿二日 寛政元年極月廿二日　こめや町・南久宝寺 25.5×34　彩色

2ｰ41/42 火災 [大坂北新地辺火災図]     33.5×45  朱入

6ｰ1/2 火災 外神田佐久間丁2丁目火事 天保五年甲年二月七日刊 46×62　３色摺

　　11-22 火災 [大阪大火] 天保五年 天保五年七月十日夜子ノ刻より出火 32×43

     13- 1 火災 大阪大火之略記 天保五年 天保五午七月十日夜子の刻出火 32.5×46

6ｰ69 火災 大阪大火　天満川崎より 天保八酉年 天保八酉二月十九日 35.5×48.5

  11-24/25 火災 大阪大火　図付 天保八酉年 天保八年酉二月十九日辰中刻出火　天満川崎より
 35×47.5　　彩色
図35×47

　    13- 2 火災 大阪大火　　　　　 天保八酉年 天保八酉二月十九日辰中刻出火 33×46

2ｰ54 火災 高野山大火之図    天保十四卯年 天保十四卯年閏九月二日丑之刻出火 27×44.5  朱入

11-34 火災 高野山大火之図    天保十四卯年 閏九月二日丑之刻出火 32×43.5

　　  4-157  火災 武蔵大火略図 弘化三丙午正月十五日　 (刊) 江戸本郷丸山辺より出火 26×40.5  朱入

　  　20-38/40 火災 〔江戸出火図〕 弘化三年正月 31×46

　 　10-10 　 火災大阪天満大火 弘化三年 弘化三年十一月二日夜九ツ時分出火 34.5×46.5

    12ｰ1 火災 大阪天満大火 弘化三年 弘化三十一月夜九ツ時 32.5×46
20-

144/145 火災 〔信濃国火事図〕 弘化四丁未年三月廿日 39×87  彩色

       4-72 火災 京大風大火 正月晦日朝七ツより　千本通～鴨川・七条 24×34

　災害－火災・水害・地震・病気・その他－
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

    　5-28　　 火事 御行列之御略図　　（京都の火事ヵ） 嘉永七甲寅 四月六日午の刻出火翌七日卯半刻火鎮り申候 33.5×48

  　 5- 48　　 火災 平安城火災年表    嘉永七寅四月 23×33

　   8-101 火災 江戸大地震出火 嘉永七寅年 十一月四日五ツ半時震 23.5×48

　   20-28 火災 新吉原地震并出火之図 安政二卯年 十月二日夜四ッ時 38×52　彩色

　   5-105　　火災 江戸大雨風津波雷出火之図 安政三丙辰八月廿五日 38×51.5

　　　19-62 火災 大阪大火極細吟本しらべ　 安政五年 午二月廿五日未上刻 40×35  彩色

　  　19-58 火災 江戸大火極本しらべ　 安政五年 十一月十五日寅上刻神田佐久間町より出火 36.5×48　彩色

 19-60/61 火災 江戸大火本しらべ 安政六年 未二月廿一日夜丑上刻 36.5×70　彩色

4-　152～
154 火災火之用心 大坂今昔三度の大火 文久三年癸亥十一月大新板

享保九辰年大火金屋妙智焼といふ  天保八酉年大火
嶋ノ内部  文久三亥年大火細本見調 48.5×76　彩色

     　5-86　　火災 江戸大地震  十月七日  江戸屋平右衛門 24×17.5

　 　　5-87　　地震 関東江戸大地震  並大火方角場所附 安政二卯歳 安政二卯歳十月二日夜 36×49

　   5-100    災害 慶長以来聖代要廼盤寿恵  不□堂蔵板　江戸大地震大火 50×38

6ｰ5 火災 道頓堀さか町なんば新地ねぬもの番組 　刊 4月21日夜出び 33.5×48

6ｰ99 火災 大坂中舩場出火略記 子二月三日出火 26×37

 　　4-124 　 火災 火難盗難除まじない

三月二十四日は庚辰年庚辰の月庚辰日辰の刻に
あずきめしと生のわかめを恵方に供え下がりを家族
で食す 16.5×11.5

　　 9-17 火災 火事之時加勢出申絵図 淀川～道頓堀川　谷間筋～淀川 35.5×52

19- 73/74 火災 火除火用慎  36×12.5

　災害－火災・水害・地震・病気・その他－
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

2ｰ34/35 水害 [摂河洪水図] 　 享和二年壬戌六月二十八日 大岡尚賢誌　吉田作治郎図 53.5×78 彩色

13-19 水害 川出本水心蔵七ツ目茶屋場 〔享和二年六月/・・・36年〕 （河内大水） 23×44.5

5－47 水害 大阪川口大つなみ混雑記-摂津大地震　二編 〔嘉永七寅年〕 嘉永七寅十一月五日暮六時　 37×49

　　 8-104 水害 聞書諸国並大阪大地震つなミ 〔嘉永七寅年〕 嘉永七甲寅年十一月 32×46

　　 8-105 水害 大阪川口大つなみ混雑記  摂津大地震二編 〔嘉永七寅年〕 嘉永七甲寅十一月五日暮六時 32×45

　20-13 水害 大阪大津波の図 〔嘉永七寅年〕 嘉永七甲寅十一月四日 36.5×24  彩色

 　　15- 1 水害 近郷近在江戸大風雨出水場所分 安政三年年 安政三年八月廿五日夜五ッ半時 34×48

　   5-105　　水害 江戸大雨風津波雷出火之図 安政三丙辰八月廿五日 安政三丙辰八月廿五日 38×51.5

　　20-12 水害
東海道遠州路奥州蝦夷松前江戸大雨風大
津波出火 安政三辰年 安政三辰八月廿五夜出火 36×47

20-81 水害 江戸大雨風雷津波之次第 安政三辰年 安政三辰八月廿五日之夜 34.5×47

　   5-100    番付 慶長以来聖代要廼盤寿恵  不□堂蔵板　江戸大地震大火 50×38

12ｰ24 地震 京都大地震之次第 〔文政十三寅年〕 七月七日七ツ時大地震 23×33

12ｰ26 地震 大地しん忠臣蔵九段目抜もん句 〔文政寅のとし七月しん板〕 〔京都大地震ニ附〕 33×45

6ｰ9 地震 信州より書簡之写　上田宿大地震 〔弘化四年〕三月廿四日刊 31×43

6ｰ10 地震 信濃国大地震之事 弘化四丁未年 弘化４丁未年３月２４日夜四ツ時 25×34  彩色

 　　 5- 46　　地震 摂津大ぢしん　　 嘉永七寅十一月四日五ツ半時震 46.5×49

　   8-100 地震 浪花大地震の次第並他所 嘉永七寅年霜月四日朝五ツ半時より 33×47.5

　   8-102 地震 摂津大阪近辺早引方角附大地震ニ附大津波次第 嘉永七年寅年十一月五日 33×47

　   8-103 地震 摂津大ぢしん　　　 嘉永七寅十一月四日五ツ半時震 32×46

　災害－火災・水害・地震・病気・その他－
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       5-86　　地震 江戸大地震  十月七日  江戸屋平右衛門 24×17.5

　   　5-87　　地震 関東江戸大地震  並大火方角場所附 安政二卯歳 安政二卯歳十月二日夜 36×49

　   　5-91　  地震 江戸大地震  新焼場附 安政二年十月二日 （歌舞伎番付仕立）　山本留女板家 38×52.5  彩色

15-2 地震 安政改正泰平盤石圖会 安政二卯年十月二日夜四ッ時 35×48

  　　5-96/97 　地震 吉原佐野槌屋せい抱遊女黛の誉 乙卯初冬二日大地震 18×24.5  2枚彩色

5-56 鯰絵 地震方々ゆり状之事 (なまず＋瓢箪図入) 23.5×30.5

  　  5-89　　 鯰絵 万歳楽鯰の後悔 25.5×38  彩色

  　 　5-92　　鯰絵 どらが如来世直しちょぼくれ ちょぼくれ 37×26  彩色

　  　5-93　　 鯰絵 骨抜どうせうなまづ大家破焼 こんどのだいじしんいえくらやいた・・・ 26×38.5  彩色

　 　  5-95　　鯰絵両四時角力取組 地震は二日の亥の刻　焼止は三日の巳の刻 38×25.5  彩色

    　5-98　　 鯰絵 [ことぶき万歳楽] 16×11  彩色

 　　4-158 　 地震 夜直地震後教 井関作 18×25

　 　  5-69    地震 〔御祈祷案内状〕 地震津波鎮向後諸人為安穏御祈祷執行　住吉 18×16

　   　5-94　　地震 持○長者泣競 こんどの大じしんはぜんだいみもん・・・ 38×25.5  彩色

　   　5-99    出版 地震出火細見記 [引札] 江戸四里四方近郷近在 18×12.5  彩色

8-112 病気 [ ほうき星と半日ころりの事]   　 浪天学家南本町順天堂福田塾施印 25×16.5

8-116 病気 此節流行の悪病除妙薬 調合所大手筋折尾町川崎四郎兵衛 16×11

8-118 病気 はやり病の用心　　　　 なにがし施印 15.5×40

　災害－火災・水害・地震・病気・その他－
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　   8-113 病気 [ 流行病の事]                 午八月 何某施印 25.5×11.5

8-115 病気 除疫病御薬虎頭殺鬼雄黄圓 戊午八月 道修町施業 12.5×10.5

20-84 病気 江戸流行病死人葬高 安政五午八月朔日より九月二日迄 37×４９

20-85 見立 世間流行三時ころり代咄種忠九抜文句見立画合 安政五年午八月上旬より大はやり 39×48

　  　20- 8 見立 半日頓病忠臣蔵九段目抜文句 未六月初り八月最中 37×49

2ｰ51/52 災害 〔年代記〕部分　 六丁
延宝六年板貞享三寅二月吉日改開
板 吉野屋五兵衛　本屋弥兵衛 8×34.5  3枚

　 　15- 8 竜巻 京都洛西珍事の次第 嘉永元申歳七月 大雨大舞風・・・ 24×34

 　　　5-24　　鼠害 石州那賀郡濱田御城下窮鼠之一説 安政二卯八月大新板 28×39

　　 5-104 雷 浪花大雷落場所附 安政三丙辰年 安政三丙辰八月十一日夜子刻 36×49

　　　15- 3 災害 江戸東海道東国荒珍事圖 安政四年 安政三年丙辰八月十八日より 35×48

 20-53 見立 安政五午歳中珍事見立角力 48×33.5

20-81 風雨 江戸大雨風雷津波之次第 安政三辰八月廿五日之夜 34.5×47

　災害－火災・水害・地震・病気・その他－
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　   　5-88　　 飢饉 [江戸御救小屋配置図] 36×49

12ｰ89 見立 飢饉山困窮寺開帳略縁起 天保八年酉五月新版 幽谷斎算彦述 31×46

20-119 見立 飢饉山困窮寺開帳略縁起 天保八年酉五月新板 幽谷斎〔撰述〕 34.5×47

1-49 施行 [大塩平八郎施行引札] 〔天保八年〕 河内屋喜兵衛・新次郎・紀一兵衛・茂兵衛四書肆 28×14

　　11-27/28 施行 浪花施行鑑　為御救 天保八酉年　 35×46  2枚

12ｰ28 施行 京都ほどこしかゞみ　二編 〔天保四年巳十二月〕 書林：勧善懲悪軒 33×45

12ｰ29 施行 米高直ニ付大坂市中へほどこし名前録　前編 天保八酉の年新板 33×45

12ｰ30 施行 米高直ニ付大坂市中江ほどこし名前録　後編 天保八酉のとし新板 33×46

12ｰ90・91 施行 浪花施行鑑　-為御救 天保八酉年 豊年屋米安心斎板 64.5×46

 　　15-43 施行 浪花施業鑑 嘉永四年亥三月大新板 35×47.5

　 　20-19　 番付 浪花持丸ほどこし鑑 天保四年巳ノ極月新板 34×45

　 　20-20　 番付 米高直ニ付縁の有人々へほどこし日記　初編 書林：心斎橋塩町　秋田屋源兵衛板 35×47.5

20-115 施行 浪花施行鑑 嘉永四年亥三月大新板 惣高合壱万千六泊七拾八メ四百五十弐文 36×49

   　 5- 58　　救荒書萬代不朽救世狼飯伝
楠里亭主人小林其楽著　心斎橋博労町北江入東
側: 石蔵堂  河内屋長兵衛板 32×43.5

12ｰ87 救荒書萬代不朽救世粮飯傳
大阪心斎橋博労町北江入東側：石倉堂　河内屋長
兵衛板 31×42

　　　20-21救荒書米相庭七拾目ト成様めしかゆをたく傳 浪花武田門人　武田一郎〔等〕撰 36×48.5

   　　11-21 見立
天保八年酉のとし中のめづらしい事おぼへて置たい

忘まい沼津見立 天保十年亥の年正月大新版 34×45.5

1-19 米相場 〔米極高値相場付写〕 〔天保七酉歳〕 大阪道島米市場前：京屋徳三郎印 14×37

　飢饉・大塩関係
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

 1-21 米相場 [米相場] 落札  丁酉六月十三日 堺嘉印 17×17

   　  5-71　　米相場 御冥加ヲよろこぶむかし咄 嘉永四亥歳九月板 天保四年己八月～十年亥三月迄をしるす 37.5×48

6ｰ4米相場 有がたい御治世末代ばなし 天保十亥年大新板   34.5×49

6ｰ102 米相場 有がたい御治世末代ばなし 天保十亥年大新板 浪華　松川半山画　　彫工：宇之助  34×48

　　　11-20 米相場 有がたい御治世末代ばなし 天保十亥年大新板 新板 34×45.5

12ｰ84 米相場 米高 〔天保五午仲夏新板」 33×45

　  11-23 番付 諸国豊稔附　　 天保五年午八月大新板
これにもれ候諸国豊作の次第は二編・三編追々出
し申候 34×45.5

　　　 20-17　 番付 諸国豊稔附　 天保五午年八月大新板 34×43.5

 　　15-42 番付 諸国大豊作米穀石数競鑑 嘉永四亥年八月大新板 大坂谷町平野町北：松屋弥兵衛板　 47.5×34.5

 　 15-106 番付 諸國大豊作米穀石数競鑑　 嘉永四亥年八月大新板 大坂谷町平野町北：松屋弥兵衛板 47.5×34.5

12ｰ83 戯書 お米安成萬ざい 大新板
寺町五条上ル：□□屋四条寺町西江入：吉野屋勘
兵衛 33×45

12ｰ88 戯書 米高巳の冬忠臣蔵九段目抜文句 33×46

1-49 書籍 [大塩平八郎施行引札] 〔天保八年〕 河内屋喜兵衛・新次郎・紀一兵衛・茂兵衛四書肆 28×14

1-50 書籍 [河内屋新次郎義御吟味につき ] 乍恐口上 天保八年酉二月廿四日
北久太郎町四丁目年寄: 難波屋伝次郎より (大塩
平八郎施行に関連) 23.5×34

1-22 書籍 大坂袖鑑 (部分：14・15丁) 　 東御組与力衆名附に「大塩格之助」有 7×29   2枚

2ｰ30～32 書籍 大阪鑑 文政九年以降 大塩平八郎：与力･吟味役･唐物取締定役･盗賊改 33.5×52.5

2ｰ30～32 書籍 御役録　紋入り　屋敷配置図 文政十亥年 大坂書林：神崎屋金四郎板　大塩平八郎 28×53

　飢饉・大塩関係
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

2ｰ30～32 書籍 御役録　紋入り　屋敷配置図 天保八年酉八朔改正 天満書林：神崎屋金四郎板　元大塩格之助屋敷跡 29×57

　   4-3/4   書籍 御役録 申八朔改

大坂南久太郎町四丁目□□西ニ入　書林: 神崎屋
二郎板城代: 大久保加賀守忠真　大塩政之丞（川
役）・平八郎屋敷地 29.5×51

　  11-7/8 書籍 大塩平八郎屋敷附 29.5×55

    　11-10/11 書籍 御役録 文政十二より
与力御役付　藷御用調役・目付・地方役・盗賊改：
大塩平八郎 29.5×55

    　11-10/11 書籍 御役録 文政十二より
与力御役付　藷御用調役・目付・地方役・盗賊改：
大塩平八郎 29.5×55

　飢饉・大塩関係
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

12ｰ10～15 流行 宝永ニ乙酉年御影参宮施行人数書 天明八年以降の注有
宝永二年三月朔日より京・大坂伊勢路への抜け参
り 23×33

　　 　 8-１ 　 絵 [おかげ参図] 　　　　　　　　　　　 文政十三寅年 34×49

　　  　 8-9 　 絵 いせおかげ参の図　　 寅之年大新板 歌川国丸画　大阪北堀江市場： 綿屋喜兵衛版  39×53　彩色

　 8-64 絵 [ おかげ参図]　　 文政十三年 17.5×4.5　彩色

12ｰ5～9 絵 宝永ニ乙酉年御影参流行御奇瑞記録并絵図 文政十三庚寅年 宝永年間に板行「宝永千載記」と題す 23×33

6ｰ68 諸芸 座付狂言おかげまいり伊勢物語 卯之歳見世極り役者附 座本：浅尾　筑後芝居 36×48.5

　   8-30 諸芸 おかげかへ哥扇づくし　二上り 10×13.5

8-32 諸芸 おかげかへ哥なのは　二上り 9.5×13

8-35 諸芸 おかげかへ哥ゆかりの月　二上り 9.5×13

　 　　  8-2 　諸芸 諸国おかげ参いろはうた 文政十三寅年大新板 34×48

　8-12～15 詩文 有楽歳旦 12.5×8.5  ４枚彩色

  8-16～21 詩文 おかげ落はなし　　　 近丸作  9×13  6枚　彩色

8-22～26 詩文 有楽歳旦　 12.5×8.5  5枚

　   8-29 詩文 御影帖詠草募集    松聲菴連風集者　西横堀大坂屋佐市 17.5×15

　  8-3/4 出版 太神宮御影参即興おとし咄　全壱冊 文政十三年庚寅閏三月 66×15

　  8-5/6 出版 おかげ道中噺栗毛  全部二冊 96×18.5

　　　  8-7 出版
太神宮御影参　初編一組
太神宮御影参　二編一組 講元和国屋泰平  世話人豊年屋万作 38×52

　   8-28 出版 [新板御影参り]口上   本屋新作 17×24

　 　　　  8-31 出版 大神宮御影参二編 18×13.5

　お陰参り
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

8-33 出版 永代大々御樂太神宮御影参　初編一組 講元和国屋泰平  世話人豊年屋万作 18×13

8-34 出版 御影参宮三方荒神  前編 文化十三庚寅新版  黒人蛭成戯作  柳斎重春狂画  18×13,5

8-36 出版 御蔭手本袖神蔵　全二冊 嶋堂 22.5×22

8-37 出版 おかげまいりいせものかたり全二冊[ 引札] 都文固梓 22×17

　 8-62 戯書 伊勢参宮誠の道しるべ　　 文政十三庚寅閏三月 28×41

　　 8-39 戯書 おかげまいり諸行古事附　　  文政十三寅大新版 48.5×34

8-41 戯書 日本元祖天照太神円
本家参詣所勢州山田：雨宮斎拝製　大阪元弘所内
平野町松屋町東へ入：日中軒神明 34×48.5

　 8-42 戯書 諸国お陰間入大笑 文政十三寅年大新板 南丘凹 34×48.5

　 8-44 戯書 おかげ二付上開寺あ宝物かい帳 文政寅年三月中旬 34×48.5

　　 8-45 戯書 おかげ参道中の口合新謎 文政十三寅年大新板 34×45

　　 8-46 戯書 おかげ参宮人江御膳こん立 文政十三庚寅新版 34×48.5

　　11-9 戯書 おかげ参宮人江 お膳こん立 文政十三寅三月 大こくばし道くや作 33.5×46.5

20-117 戯書 おかげ参宮人江御膳こん立 文政十三庚寅三月下旬より 34×46

　　 8-47 尽 おかげとりづくし 36×48.5

　  11- 2 尽 大しん板おかげとりづくし 35.5×45

　　 8-51 尽 おかげ参り虫づくし道中噺し 34×48.5

　 8-40 文句 三ケ津大芝居役者見立おかげ参りのあなもんく 文政十三寅年大新板 34×47.5

　　 8-52 文句 諸国おかげ参太功記十段目抜文句 文政十三寅年大新板 34×48

　   　10-2　 文句 諸国おかげ参太功記十段目抜文句 文政十三寅年大新板 34×45

　お陰参り
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　巻－頁 分　類 　　　　　資　　　料　　　名 　　　出　版　年　等 　　　　　　著　者　・　発　行　所　等 　　大　き　さ

　　 8-53 文句 諸国角力ニ而おかげまいりおどけもんく 文政十三寅年大新板 34×47

　　 8-54 文句 おかげ参忠臣蔵九段目抜文句 文政十三寅年大新板 34×45

　　 8-55 文句 諸国おかげ参忠臣蔵九段目抜文句 文政十三寅年大新板 34×48.5

　   　10-1 　 文句 諸国おかげ参忠臣蔵九段目抜文句 文政十三寅年大新板 33.5×46.5

　　 8-56 文句 諸国おかげ参菅原四ツ目抜文句 文政十三寅年大新板 34×48.5

　　 8-57 文句 諸国おかげ参白石噺吉原の段抜文句 文政十三寅年大新板 34×48.5

　　 8-58 文句 おかげ参妹背山三段目抜文句 文政十三寅年大新板 33.5×46

　　 8-59 文句 おかげ参妹背山三段目抜文句 文政十三庚寅年大新板 33.5×48.5

　　 8-60 文句 諸国おかげ参あこや琴責段抜文句 文政十三寅年大新板 34×48.5

　　 　8-27 　 書簡 おいせよりまいる　御をん地より 封筒・題簽様 18×7

　　 8-61 書簡 おいせよりまいる　御をん地より 17.5×48.5  2枚

　  　10-54 　 書簡勢州長谷川氏来簡之写 四月十二日 はせ河より鳩居堂主人へ 25×17

  　　4-48 　 施行 伊勢参宮おかげのいんねん並ニ施業のわけ 文政十三寅年（来る卯年） 21×15

　　 8-48 施行 諸国おかげ施行次第 大新板文政十三寅年三月はじまり 33.5×46

　　 8-63 施行 おかげ参り施行  　　  [文政十三年] 書林永寿軒 34×47.5

8-38 賽銭 新板見立道中通用御蔭賽銭　　 京寺町五条上ル町：通秋田屋藤六板 34×48.5

　　 8-49 銭高 伊勢参りの道五十里を六十日の間凡銭高附 47.5×34

　 8-50 日本最上天下随一之御奇瑞 文政十三庚寅五月新刻 長秀画  書林　京なはて古門前：叶家喜太郎板 34×48.5

　お陰参り
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。 

弘
化
二
年
二
月
、
奇
し
く
も
大
坂
で
会
し
た
四
人
の
風
流
の
士
、
小
倉
藩
の
大
坂
留
守
居
役
と
し
て
赴

任
し
て
い
た
西
田
直
養
、
武
州
忍
藩
大
坂
蔵
屋
敷
勤
仕
の
黒
沢
翁
満

（
葎
居

）
、
因
幡
藩
士
と
し
て
大
坂

在
勤
中
の
小
林
大
茂
、
紀
州
藩
士
加
納
諸
平

（
柿
園

）
が
、
当
時
の
梅
の
名
所
で
あ
る
梅
屋
敷

へ
船
路
で

寒
梅
に
出
か
け
共
に
過
ご
し
た
一
時
を
後
の
思
い
出
に
す
る
べ
く
、
西
田
直
養
の
発
案
で
黒
沢
翁
満
が
も

の
し
た
作
品
で
あ
る
。 

         

  

〔 浪花百景―梅屋敷― 」  （ 貞信画 ）

「 浪花の賑ひ 」 よ り  梅屋敷 （ 松川半山画 ）
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表
題
紙

（
白
紙

）
一
丁
、
本
文
十
四
丁
、
半
丁
に
八
行
あ
て
記
載
、
七
丁
と
一
行
が
松
島

へ
の
紀
行
文
、

後
に
続
く
和
歌
百
首
の
冒
頭
に
宗
因
が
名
を
記
載
、
本
文
末
に
「
干
時
寛
文
三
年
蝋
月
五
日
書
也

」
と
あ

る
。 宗

因
の
奥
州
紀
行
は
、
「
奥
州
紀
行

」
「
奥
州
塩
竈
記

」
「
陸
奥
塩
竈
一
見
記

」
「
松
島
一
見
記

」

「
陸
奥
行
脚
記

」
等
内
容
に
異
同
を
伴
っ
た
作
品
と
な
り
、
八
木
書
店
の
『
西
山
宗
因
全
集
４
巻 

―
奥

州
紀
行
―
／
二
巻
―
連
歌
篇
二
―

』
に
翻
刻
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
内
の
東
京
大
学
史

料
編
纂
所

「
西
山
宗
因
筆
歌
書

」
（
宮
津
三
次
郎
氏
旧
蔵
宗
因
自
筆
本
影
写

）
、
学
習
院
大
学
所
蔵
の
宗

因
自
筆

「
西
山
宗
因
陸
奥
行
脚
記

」
と
同
系
統
の
作
品
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
書
に
追
加
す
る
意

味
で
翻
刻
を
試
み
た
。 

本
書
は
、
『
松
島
紀
行

』
と
題
し
た
が
、
表
紙

・
本
文
中
に
は
、
書
名

・
著
者
名
共
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。 

「
摂
津
名
所
図
会
大
成

」
暁
鐘
成
著 

松
川
半
山
画 

柳
原
書
店 

昭
和
五
十
一
年
刊 

三
七
八
／
一
一

〇
七 

「
浪
花
百
景

」
〔
一
名 

浪
花
土
産

〕
―
梅
屋
敷
― 

長
谷
川
貞
信
画 

綿
屋
喜
兵
衛
刊 
三
七
八
／
五

三
六 

〔
松
島
紀
行

〕
（
甲
和
一
二
八
五

） 
 

〔
西
山
宗
因

〕
著 

寛
文
三
年
写 

一
冊

（
二
五

・
五
×
十

八

・
五
ｃ
ｍ
） 

「
西
山
宗
因
全
集 

二
巻 

四
巻｣

 

西
山
宗
因
著 

八
木
書
店 

 

二
〇
〇
六
年
刊 

 

九
一
八

・
五

／
一
八
Ｎ 

参
考
文
献 

 

「
写
真
集 

な
に
わ
今
昔

」
毎
日
新
聞
社 

昭
和
五
八
年
刊 

 

三
七
八
／
九
二
一 

「
上
方

」
三
十
号
―
三
十
年
前
の
大
阪
東
郊

（
寺
川
信
著

）
― 

上
方
郷
土
研
究
蚊
会
編
刊 

雑
四
六
八 

「
大
阪
と
博
覧
会

」
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
協
賛
会
編
纂 

明
治
三
十
五
年
刊 

八
〇
七
／
三
三
五 

「
大
坂
繁
昌
詩

」 

田
中
金
峰
著 

紀
律
堂
蔵
版 

慶
応
三
年
刊 

二
三
七

・
七
／
六
八 

「
保
古
帖 

十
五
巻-

大
坂
嘉
永
二
酉
花
鳥
記

」 

〇
四
五
／
一
六
〇 

「
浪
花
自
慢
―
別
名
風

流

画

口

合

浪
花
名
所
道
案
内

」
櫻
亭
似
螻
撰 

松
川
半
山
画 

三
七
八
／
一
四
二 

「
浪
花
百
景 

い
ま
む
か
し
」 

大
阪
城
天
守
閣
編
刊 

二
九
一

・
六
三
／
四
八
一
Ｎ 

「
浪
花
百
景
―
梅
や
し
き

」
中
井
芳
瀧
画 

立
風
書
房 

昭
和
五
十
一
年
刊 

ぬ
／
一
七
八 

「
浪
華
の
賑
ひ
」
―
梅
屋
敷
― 

暁
鐘
成
編 

松
川
半
山
画 

河
内
屋
喜
兵
衛 

安
政
二
年
刊 
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凡
例 

本
文
は
底
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
施
し

た
。 

底
本
に
あ
る
旧
字
体
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
が
、
一
部
活
字
の
な
い
物
は
通
行
の
字
体
と
し
た
。 

底
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 

特
殊
な
合
字

・
異
体
字

・
連
字
体
な
ど
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

底
本
が
虫
損
に
よ
り
、
判
読
困
難
な
場
合
は
□
で
、
判
読
が
可
能
な
場
合
は
〔 

〕
で
示
し
た
。 

反
復
記
号

「
ゝ
」
「
ヽ
」
「
ゞ
」
「

〱
」
は
底
本
の
ま
ま
、
漢
字
の
く
り
返
し
は
「
々

」
で
表
示
し

た
。 

                    

「 梅屋敷 の 記 」  

「 松島紀行 」   
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こ
の
は
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小

笠

原

 

弘

之 

浪
花
津
に
咲
や
此
花
と
詠
り
け
ん
昔
の
凮
は
吹
も
傳

へ
さ
め
れ
と
、
今
も
梅
の
木
と
も
い
と
多
く
植
渡
し

て
、
花
の
頃
は
か
を
り
な
つ
か
し
き
所
あ
り
。
世
に
梅
屋
し
き
と
な
ん
い
ふ
。
生
玉
の
み
や
し
ろ
よ
り
は

東
、
四
天
王
寺
よ
り
は
北
の
所
也
け
り
。
い
か
て
見
ま
ほ
し
と
は
誰
も
思
ひ
な
か
ら
に
、
猶
打
の
と
め
ら

れ
て
遇
し
か
ち
な
る
を
、
こ
と
し
く
う
け
の
三
年
と
い
う
き
さ
ら
き
の
十
日
八
日
、
西
田
の
直
養
か
も
と

よ
り
せ
う
そ
こ
し
て
、
ま
の
あ
た
り
か
た
ら
ふ
へ
き
事
な
ん
あ
る
。
か
な
ら
す
今
日
を
す
く
さ
て
と
や
う

に
な
ん
い
ひ
お
こ
せ
た
る
を
、
な
そ
の
事
そ
と
て
ゆ
き
て
見
た
れ
は
、
あ
る
し
け
ふ
は
加
納
の
諸
平
と
小

林
の
大
茂
か
爰
に
し
も
く
な
る
を
、
お
な
し
く
は
か
い
つ
ら
ね
て
梅
見
に
行
ん
と
な
ん
思
ふ
は
い
か
に
と

い
ふ
。
は
や
く
思
ひ
つ
る
事
を
い
と
嬉
し
と
な
ん
聞
ゐ
た
る
に
、
諸
平
き
に
け
り
。
大
茂
は
あ
し
わ
け
小

船
に
て
、
と
み
に
は
え
な
ん
と
せ
う
そ
こ
し
た
り
け
れ
は
、
さ
ら
は
あ
と
よ
り
お
ひ
し
き
ぬ
へ
く
ち
き
り

お
き
て
ゝ
、
い
と
あ
わ
た
ゝ
し
う
み
た
り
た
ち
出
た
る
は
、
申
の
時
に
も
猶
お
く
れ
た
る
へ
し
。
す
さ
と

も
こ
れ
か
れ
み
た
り
よ
た
り
ゐ
て
、
そ
こ
の
門
の
前
よ
り
舟
に
の
り
て
と
さ
堀
を
さ
か
の
ほ
ら
す
。
舟
人

い
へ
ら
く
、
時
は
い
た
う
お
く
れ
た
り
。
さ
す
方
は
遠
し
。
お
ん
船
は
て
な
ん
程
に
は
、
日
も
暮
な
ん
と

す
ら
ん
と
い
ひ
て
、
い
と
わ
ひ
し
と
思
ひ
た
る
を
、
す
さ
と
も
け
し
き
と
り
て
い
そ
か
す
も
を
か
し
。
直

養
は
や
う
心
し
ら
ひ
し
て
、
ひ
わ
り
こ
、
つ
い
か
さ
ね
、
さ
ゝ
え
や
う
の
も
の
よ
う
い
し
た
れ
は
、
船
の

内
に
取
ち
ら
し
て
、
酒
の
み
も
の
く
ひ
つ
ゝ
、
何
く
れ
の
物
語
り
す
。
を
り
し
も
、
今
日
は
ひ
な
く
も
り

と
か
や
、
古
こ
と
お
ほ
え
て
、
い
と
ゝ
霞
め
る
空
の
け
し
き
に
、
さ
ゝ
波
よ
す
る
川
風
の
岸
の
柳
を
ゆ
ら

〳
〵
と
吹
な
ひ
け
た
る
な
と
、
い
は
ん
方
な
し
。
む
つ
ふ
る
と
ち
か
か
た
み
に
酔
て
は
、
い
と
ゝ
心
に
残

武
蔵
忍
藩 

黒
澤
翁
満
先
生
書 

『
梅

屋

敷

の
記

―
一

名

こ

の

は

な
』  

梅

屋

敷

の
記

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

廼

家

蔵

書

 

大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

 

佐

藤

 

敏

江 

大

阪

府

立

中

央

図

書

館

 

安

達

 

明

子 

宇

円

田

 

陽

子 

日

置

 

将

之

 
 

北

川

 

敬

子 

八

木

 

美

恵 

佐

久

間

 

素

子 

高

崎

 

秀

美 
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す
事
な
う
、
さ
え
の
か
た
歌
の
、
か
た
わ
れ
た
け
く
打
か
た
ら
ふ
。
い
み
し
う
面
白
し
。
船
は
西
の
よ
こ

堀
を
南
に
を
れ
て
、
道
頓
堀
を
東
に
や
る
。
け
に
舟
人
か
い
へ
り
け
る
や
う
に
は
て
た
れ
は
、
や
か
て
く

れ
に
け
り
。
そ
こ
よ
り
火
と
も
し
て
、
ゆ
ふ
や
み
は
道
た
と
〳
〵
し
な
と
打
す
し
ゆ
く
。
か
や
は
か
く

る
ゝ
と
お
と
ろ
か
し
顔
に
、
え
な
ら
ぬ
風
の
吹
す
さ
ふ
は
、
近
つ
き
や
し
た
る
と
嬉
し
き
に
、
い
と
大
き

な
る
門
あ
り
て
、
竹
垣
ひ
ろ
ら
か
に
し
め
く
ら
し
た
り
。
こ
れ
な
ん
さ
す
所
也
け
る
。
も
ろ
を
り
戸
め
き

た
る
を
お
し
ひ
ら
い
て
い
れ
た
り
。
く
ら
け
れ
は
さ
た
か
な
ら
ね
と
、
た
て
も
ぬ
き
も
二
ま
ち
に
も
猶
あ

ま
り
た
ら
ん
と
見
ゆ
る
庭
に
、
梅
な
ら
ぬ
所
も
な
く
、
近
き
梢
は
う
す
白
み
て
、
や
み
に
も
色
の
見
え
す

し
も
あ
ら
す
。
香
は
空
た
き
の
や
う
に
な
ん
み
ち
〳
〵
た
り
け
る
。
直
養 

な
と
い
ふ
〳
〵
猶
奥
深
う
下
か
け
を
あ
ゆ
め
は
、
や
り
水
に
棚
は
し
わ
た
し
て
、
石
と
も
多
く
た
て
た

り
。
所
々
の
小
柴
垣
、
と
う
ろ
の
姿
さ

へ
い
み
し
う
え
ん
に
て
、
あ
く
ら
た
つ
も
の
こ
ゝ
か
し
こ
に
並

ひ
、
あ
つ
ま
や
た
つ
も
の
な
と
も
見
え
た
り
。
も
や
に
は
ひ
さ
し
あ
り
、
は
な
ち
ん
傳
あ
り
。
け
う
ら
を

つ
く
し
た
る
ま
ら
う
と
ゐ
、
ひ
と
ま
し
め
て
人
々
の
ほ
る
折
に
あ
ひ
て
、
大
茂
も
き
つ
き
ぬ
。
め
つ
ら
し

う
く
は
ゝ
り
た
れ
は
、
物
語
と
も
ゝ
又
改
り
て
た
の
し
。
時
に
大
茂 

 

川
風
の
は
や
き
か
を
り
の
な
か
り
せ
は
水
上
遠
き
梅
を
見
ま
し
や 

さ
き
つ
ゝ
く
梅
の
ひ
か
り
に
や
み
の
夜
も
た
そ
か
れ
時
の
心
地
こ
そ
す
れ 

と
な
ん
お
く
れ
た
る
心
な
る
へ
し
。
い
み
し
う
そ
う
そ
き
た
る
女
と
も
二
人
、
へ
い
し
、
か
は
ら
け
も
て

出
た
り
。
つ
ほ
け
し
り
、
さ
ら
や
う
の
物
ま
て
も
、
い
と
な
ん
清
か
り
け
る
。
わ
れ
も
人
も
ひ
た
物
の
み

て
、
い
た
く
酔
た
り
。
直
養
か
い
へ
ら
く
、
か
う
つ
と
へ
り
け
る
よ
た
り
、
ま
ろ
と
大
茂
は
今
は
浪
花
人

の
や
う
な
れ
と
、
お
の
か
し
ゝ
の
故
郷
を
い
へ
は
、
ま
ろ
は
豊
国
の
道
の
口
也
。
大
茂
は
い
な
は
也
。
諸

平
は
紀
、
翁
満
は
む
さ
し
、
四
方
四
国
な
る
も
、
ち
き
り
あ
や
し
か
ら
し
や
は
と
て
、 
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ぬ
は
玉
の
夜
は
あ
く
と
て
も
よ
も
や
ま
の
も
の
か
た
り
を
そ
な
す

へ
か
り
け
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
い
ふ
を
う
け
て
、
諸
平
、
其
四
方
の
国
の
四
人
か
酒
を
の
む
事
も
、
お
と
ら
す
ま
さ
ら
す
、
か
た
み
に

上
に
た
ゝ
ん
事
か
た
く
、
下
に
た
ゝ
ん
事
か
た
く
な
ん
あ
る
へ
き
と
い
へ
は
、
人
々
と
よ
み
て
、
は
と
う

ち
わ
ら
ふ
。
女
と
も
ゝ
い
た
う
み
た
れ
て
、
昔
梅
の
花
の
を
と
め
に
な
り
て
、
夢
に
か
た
ら
ひ
し
古
事
も

侍
り
と
か
や
、
か
す
な
ら
ね
と
も
、
今
や
う
ひ
と
か
な
て
ま
ひ
さ
ふ
ら
は
ま
し
。
き
ん
た
ち
う
た
ひ
て
た

ま
は
ら
し
や
な
と
、
や
う
〳
〵
に
く
つ
し
出
た
る
を
、
大
茂
手
か
き
て
、
あ
な
か
ま
た
ま
へ
。
お
も
と
た

ち
は
し
は
し
北
お
も
て
に
ゆ
き
た
れ
。
爰
に
は
い
と
な
ん
や
く
ま
し
き
を
。
と
い
へ
は
、
し
ゝ
ま
〳
〵
と

口
お
ほ
ひ
た
る
も
を
か
し
と
見
る
に
、
き
ん
た
ち
は
世
の
人
に
も
似
す
お
は
し
ま
す
か
な
。
ひ
る
こ
そ
千

五
百
と
も
な
く
ま
う
き
侍
れ
と
、
誰
か
は
よ
る
の
梅
見
に
き
侍
ら
ま
し
と
わ
ら
ふ
。
直
養
い
な
と
よ
、
心

も
て
見
ん
に
夜
な
れ
は
と
て
、
何
か
は
は
た
此
物
い
ふ
梅
の
花
は
殊
更
に
も
夜
こ
そ
は
と
打
た
は
ふ
る
ゝ



 
 

 

弘
化
三
年
二
月
十
八
日 

翁
満
記 

と
な
ん
い
へ
り
け
れ
と
、
誰
も
酔
て
よ
ま
す
成
ぬ
。
さ
こ
そ
あ
れ
と
、
ひ
る
の
残
り
は
猶
忘
か
て
に
と
う

て
し
め
た
り
。
酒
に
し
み
な
ん
と
い
ふ
も
あ
れ
は
、
猿
に
か
も
な
と
爪
は
し
き
す
る
も
あ
り
て
、
い
と
ゝ

帰
さ
は
み
た
れ
に
け
り
。
酔
の
す
さ
ひ
に
お
も
ひ
よ
り
て
、
浪
花
人
ふ
た
り
か
い
ふ
や
う
、
今
日
の
事
の

ち
の
思
ひ
出
く
さ
に
せ
は
や
と
な
ん
お
も
ふ
を
と
て
、
諸
平
に
は
し
か
き
せ
さ
せ
て
、
お
の
れ
に
道
の
記

せ
よ
と
い
ふ
也
。
い
た
く
酔
た
れ
は
よ
ろ
つ
忘
れ
た
る
を
と
わ
ふ
れ
と
、
ゆ
る
さ
ね
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
。

さ
ら
は
と
て
あ
り
つ
る
、
か
く
や
よ
み
し
な
と
、
し
た
な
ら
す
。
は
し
に
舟
人
の
聲
に
て
、
お
ん
船
は

て
ゝ
さ
ふ
ら
ふ
と
な
ん
い
ふ
。 

い
さ
と
て
東
お
も
て
の
さ
う
し
お
し
あ
け
た
れ
は
、
い
つ
の
程
に
か
ゐ
ま
ち
の
月
た
か
う
な
り
ぬ
。
人
々

お
と
ろ
き
て
は
し
近
う
立
出
て
見
る
に
、
今
唯
今
い
こ
ま
山
の
峯
を
は
な
れ
て
、
霞
め
る
空
よ
り
ほ
の
〳

〵
し
う
梅
の
梢
に
影
さ
し
た
る
け
し
き
、
い
は
ん
方
な
う
、
花
の
色
の
見
え
そ
め
て
は
香
さ

へ
そ
は
れ
る

心
地
し
て
、
い
と
ゝ
唯
な
ら
ぬ
夜
の
さ
ま
也
。
直
養 

 

月
ま
ち
て
ゆ
か
せ
と
人
の
か
こ
た
て
も
や
み
に
残
さ
ん
そ
の
ゝ
梅
か
は 

大
か
た
は
お
ほ
ろ
に
か
す
む
月
か
け
の
な
と
梅
に
の
み
さ
や
け
か
る
ら
ん 

大
茂 

香
は
か
り
と
思
ひ
の
外
に
う
れ
し
き
は
梅
の
ほ
つ
え
の
春
の
夜
の
月 

 

     

お
の
れ
も 

 

く
み
か
は
す
霞
も
し
は
し
空
に
き
え
て
梅
か
え
わ
く
る
月
を
み
る
か
な 

 

な
と
詠
ち
ら
し
て
な
ほ
見
捨
か
た
け
れ
と
、
夜
も
更
ぬ
也
。
今
は
ま
か
り
な
ん
と
て
人
々
お
り
た
つ
。
あ

る
し
花
の
枝
と
も
ふ
さ
や
か
に
た
を
り
て
、
家
つ
と
に
と
て
出
し
た
り
。
や
か
て
す
さ
に
も
た
せ
た
れ

は
、
道
の
お
ひ
風
猶
え
ん
な
る
も
を
か
し
。
舟
の
と
ま
に
さ
し
た
る
を
み
て
大
茂 

ふ
き
そ
へ
し
を
船
の
と
ま
の
梅
か
え
に
か
け
う
か
み
て
も
お
く
る
月
か
な 

に
、
女
と
も
は
其
心
を
え
ぬ
成

へ
し
。
諸
平
か
た
へ
よ
り
、
く
ほ
の
名
を
は
何
と
か
い
ふ
つ
ら
た
り
、
け

ふ
く
な
と
打
す
し
て
、
諸
聲
に
わ
ら

へ
と
も
、
猶
其
心
を
え
し
ら
ね
は
、
何
事
を
い
ふ
ら
ん
な
と
思
ふ
ら

ん
顔
持
し
て
ひ
き
そ
は
み
を
り
。
そ
れ
を
か
し
と
て
い
と
ゝ
わ
ら
ふ
。
大
茂
女
の
袖
を
ひ
か
へ
て 
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大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館

 
 

佐

藤

 

敏

江 

爰
に
ひ
と
り
の
翁
あ
り
。
身
は
い
や
し
く
て
四
の
民
に
も
ま
し
ら
す
、
形
は
釈
義
に
似
て
精
舎
に
も
住
せ

す
。
林
下
に
心
を
お
き
な
か
ら
、
塵
裏
に
恥
る
し
れ
も
の
な
り
。
つ
く
は
の
道
を
道
と
し
て
、
其
と
も
か

ら
を
友
と
す
。
四
方
の
国
々
に
嘯
き
所
々
に
あ
そ
ふ
。
東
の
方
に
心
さ
し
け
る
時
は
や
よ
ひ
の
初
に
な

ん
。
本
よ
り
住
所
求
る
に
し
も
あ
ら
す
。
身
を
う
き
草
の
さ
そ
は
る
ゝ
方
も
な
く
て
、
心
の
行
所
に
任
せ

て
春
過
秋
来
り
。
す
て
に
文
月
廿
日
余
日
に
は
、
陸
奥
な
こ
そ
の
関
を
越
て
何
か
し
の
城
下
に
い
た
る
。

此
地
西
北
に
め
く
り
て
、
み
な
山
な
り
。
山
す
く
よ
か
な
ら
す
し
て
茂
林
青
々
た
り
。
南
に
川
あ
り
。
日

夜
東
流
し
て
葵
海
に
の
そ
め
は
、
東
呉
万
里
の
船
を
繋
、
ゆ
を
ひ
か
な
る
壮
観
な
り
。
な
こ
そ
の
関
、
さ

は
こ
の
御
湯
、
野
田
の
玉
川
、
緒
絶
橋
、
小
川
の
橋
、
岩
城
山
、
此
城
外
一
二
里
の
間
に
あ
り
。
を
の

〱
興
あ
る
所
な
り
。
玉
川
の
水
上
に
山
庄
の
地
有
。
菊
を
東
籬
め
く
南
山
の
栬
時
を
ゑ
た
り
。
茸
か

り
、
川
逍
遥
の
た
よ
り
よ
き
所
な
り
。
海
の
つ
ら
に
は
苫
屋
か
た
の
休
所
あ
り
。
大
河
も
垣
根
ニ
な
か

れ
、
湖
水
門
外
に
め
く
る
。
子
陵
か
い
と
な
み
に
こ
と
よ
せ
て
日
を
暮
し
、
夜
を
明
す
。
さ
な
か
ら
仙
客

に
こ
と
な
ら
す
し
て
、
斧
柄
も
朽
ぬ
へ
し
。 

 

や
う

〱
八
月
、
い
さ
よ
ひ
の
比
、
千
賀
の
し
ほ
か
ま
ち
か
き
に
は
あ
ら
ね
と
、
都
よ
り
た
に
思
ひ
立

へ

き
を
と
も
よ
ほ
し
お
ふ
せ
て
、
同
行
を
さ

へ
た
か
ひ
に
け
れ
は
、
道
す
か
ら
口
す
さ
む
。
つ
ふ
や
き
て
相

馬
中
村
を
過
て
名
取
川
、
仙
臺
河
、
宮
城
か
原
の
萩
の
盛
い
と
さ
ら
な
り
。 

浦
山
は
い
つ
く
は
あ
れ
と
あ
ま
小
舟
か
ゝ
る
所
の
あ
き
の
夕
き
り 

け
ふ
十
六
日
に
や
。
ま
た
朝
雰
の
ほ
と
に
彼
浦
に
つ
き
ぬ
。
聞
な
ら
く
六
十
余
國
の
中
々

〔
に
〕
詞
に
絶

た
り
。
川
原
の
お
と
ゝ
の
昔
も
思
ひ
出
ら
れ
て
、
彼
朝
臣
の
こ
ゝ
に
よ
ら
な
ん
。
な
か
め
し
蜑
の
小
舟
に

乗
て
雰
の
籬
の
嶋
か
く
れ
な
く
さ
し
め
く
る
。 

塩
竈
や
色
あ
る
月
の
う
す
煙 

世
を
つ
く
す
我
所
か
せ
下
紅
葉 

 

宮
城
野
を
都
の
さ
か
は
花
も
な
し 

扨
、
松
嶋
の
た
ゝ
す
ま
ひ
、
や
う
か
は
り
て
、
い
た
り
ふ
か
き
く
ま

〱
見
所
お
ゝ
し
。
其
夜
は
あ
ま
の

苫
屋
に
や
と
り
て
、 

嶋
か
く
す
そ
れ
し
も
雰
の
籬
哉 

「
松

島

紀

行

」 

大

阪

府

立
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図

書
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神
無
月
の
初
、
武
蔵
国
に
い
た
り
ぬ
。
爰
に
も
知
人
お
ほ
く
、
こ
な
た
か
な
た
一
日
二
日
と
過
ゆ
く
に
、

雪
雹
か
ち
な
る
空
に
は
老
の
出
た
ち
も
い
か
に
そ
や
。
春
待
つ
け
て
な
と
言
に
留
ら
れ
て
、
師
走
の
空
に

も
な
り
ぬ
。
京
の
人
来
り
あ
ひ
て
、
物
か
た
り
つ
ゐ
て
に
、
や
つ
か
れ
か
む
す
め
、
文
月
の
比
う
せ
に
け

る
と
ふ
ら
ひ
を
言
に
、
不
計
聞
つ
け
た
る
心
地
と
も
か
く
も
お
も
ひ
わ
か
す
。
今
迄
つ
け
さ
り
し
故
郷
人

も
覚
束
な
く
、
夢
に
や
あ
ら
ん
、
偽
に
も
や
と
萬
に
お
も
ひ
わ
く
か
た
な
し
。
い
に
し
春
、
老
の
別
を
こ

そ
心
ほ
そ
う
思
ひ
し
に
、
か
く
さ
か
さ
ま
成
愁
に
し
つ
む
ハ
か
へ
す

〱
つ
れ
な
き
命
に
こ
そ
。 

松
嶋
の
夕

へ
を
秋
の
ゆ
ふ
へ
か
な 

月
に
か
せ
雄
嶋
の
蜑
の
袖
枕 

下
野
国
あ
し
の
と
言
所
に
、
西
行
法
師
の
よ
め
る
清
水
な
か
る
ゝ
柳
あ
り
。 

遠
く
聞
秋
風
わ
く
る
関
路
哉 

時
雨
に
も
少
時
と
て
こ
そ
柳
陰 

明
れ
は
廿
二
日
、
空
よ
く
は
れ
た
り
。
ま
た
一
葉
に
さ
を
さ
し
て
、
を
し
ま
か
磯
、
何
某
の
嶋
、
残
る
方

な
し
。
よ
の
つ
ね
の
松
の
枝
さ
し
、
岩
の
か
た
ち
、
、
す

へ
て
言
つ
く
す

へ
う
も
あ
ら
す
。
天
飛
鴈
の
声

友
よ
ふ
鵆
、
さ
な
か
ら
画
図
に
む
か
ふ
か
こ
と
く
、
又
詩
聲
を
聞
に
似
た
り
。
や
う

〱
遠
寺
の
鐘
夕
照

を
を
と
ろ
か
し
、
遠
浦
帰
帆
も
よ
ほ
し
か
ほ
な
り
。
興
に
乗
し
て
来
り
。
今
日
の
た
の
し
み
何
に
た
と
へ

ん
。
跡
の
白
波
帰
さ
は
信
夫
の
郡
、
二
本
の
松
、
三
春
な
と
言
渡
を
へ
て
、
又
岩
城
に
帰
り
入
ぬ
。
爰
に

又
日
比
有
て
、
長
月
の
末
に
、 

笑
草
を
さ

へ
と
ゝ
め
置
て
、
此
度
ハ
白
川
の
関
に
か
ゝ
り
て
、 

千
々
の
秋
よ
し
や
わ
か
れ
は
命
哉 

か
く
て
年
改
り
、
明
ゆ
く
空
、
四
方
の
け
し
き
も
い
ち
し
る
し
。
天
か
下
し
ろ
し
め
す
御
所
な
れ
は
、
御

門

〱
よ
り
は
し
め
、
民
の
家
ゐ
ま
て
松
た
て
わ
た
し
た
る
。
千
年
の
か
け
に
さ
し
出

へ
き
な
ら
ね
と
、

世
を
い
わ
ひ
、
身
を
こ
と
た
つ
日
な
れ
は
、 

忍
草
の
生
ひ
た
つ
を
見
て
も
、
子
は
ま
さ
る
覧
と
こ
そ
お
も
ひ
や
ら
る
ゝ
。
や
み
の
う
つ
ゝ
は
夢
か
と
の

み
、
な
み
た
に
暮
ゆ
く
年
の
名
残
さ

へ
い
と
か
な
し
。 

打
捨
て
こ
は
な
そ
老
の
歳
の
暮 

有
明
の
つ
れ
な
や
た
つ
た
独
旅 

あ
わ
れ
こ
の
わ
か
れ
を
言
も
な
く
さ
め
ん
人
さ

へ
旅
に
お
も
ふ
か
な
し
さ 

か
ら
う
し
て
故
郷
の
ふ
み
に
、 

か
ゝ
り
け
る
別
れ
を
し
ら
て
老
か
身
の
命
は
か
り
を
お
も
ひ
つ
る
か
な 

か
せ
や
時
雨
な
す
の
笹
原
露
も
な
し 
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う
ら
ゝ
な
る
に
も
あ
ら
い
そ
の
波 

う
き
は
た
ゝ
春
と
も
し
ら
ぬ
左
遷
に 

庭
に
つ
み
置
か
け
の
山
柴 

雨
落
る
か
と
水
上
の
く
も 

川
□
の
涼
し
さ
そ
ふ
る
日
は
入
て 

遠
き
も
ち
か
く
な
れ
る
鹿
の
音 

跡
は
は
る
け
き
山
路
く
ら
し
つ 

春
や
あ
ら
ぬ
さ
め
ぬ
や
去
年
の
秋
の
夢 

御
代
の
春
四
方
の
本
た
つ
東
か
な 

霞
分
い
そ
く
清
見
か
関
く
れ
て 

一
し
き
り
風
に
木
葉
や
乱
る
ら
ん 

身
を
は
か
つ
賎
か
住
居
に
な
ら
は
し
て 

駒
つ
か
ら
か
し
歩
よ
り
そ
す
る 

絶

〱
の
人
け
も
里
も
見
ゆ
る
野
に 

舟
わ
た
す
ら
し
竹
ふ
か
き
か
け 

露
霜
の
行
か
ふ
空
や
は
や
か
ら
ん 

草
枕
旅
に
花
咲
花
ち
り
て 

露
に
な
れ
に
し
月
か
す
む
袖 

世
間
の
と
か
に
、
花
や
か
な
る
月
日
に
そ
へ
て
も
、
心
の
や
み
は
る
ゝ
か
た
な
し
。
旅
の
空
に
し
あ
れ

は
、
一
僧
を
供
養
す
る
事
も
な
し
。
た
ゝ
身
つ
か
ら
念
珠
の
序
に
つ
ゝ
り
出
た
る
句
、
百
の
数
に
及
ぶ
。

ね
か
わ
く
は
あ
さ
か
な
る
言
種
な
か
ら
唱
る
御
名
の
力
に
ひ
か
れ
て
、
五
障
の
罪
を
か
ろ
め
、
九
品
の
花

ひ
ら
く
る
た
よ
り
と
も
な
れ
か
し
と
な
ん
、
佛
前
に
さ
ゝ
け
奉
る
も
の
な
ら
し
。 

鳴
子
引
手
の
寒
き
小
山
田 

袖
を
も
る
雪
打
は
ら
ふ
度

〱
に 

あ
は
れ
い
つ
く
を
か
り
の
古
郷 

む
さ
し
野
や
今
朝
は
霞
も
な
ひ
く
世
の
行
末
遠
き
春
は
来
に
け
り 

な
に
か
う
き
世
に
又
は
か
へ
ら
ん 

ね
か
ふ
こ
そ
往
生
る
へ
き
御
国
な
れ 

か
り
ね
す
る
麓
の
庵
の
月
更
て 

宗
因 
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う
つ
ゝ
に
つ
ら
き
い
に
し
へ
の
夢 

来
ぬ
人
に
む
し
の
音
さ

へ
や
よ
は
る
ら
し 

墨
染
の
夕
の
山
や
う
す
霞 

君
か
い
に
し
朝
の
雲
の
な
か
め
し
て 

呉
竹
の
ふ
し
み
の
道
は
草
ふ
か
み 

七
夕
に
か
せ
る
扇
の
風
た
ち
て 

月
に
は
れ
の
く
天
の
八
重
雲 

月
影
や
雪
に
ま
か
へ
て
鳴
か
ら
す 

里
は
な
れ
な
る
沢
田
あ
ら
す
な 

小
雨
せ
し
名
残
は
露
の
あ
た
ゝ
か
に 

や
ゝ
明
か
た
の
園
の
は
つ
蝶 

夏
は
た
ゝ
な
か
れ
て
い
つ
ら
夕
祓 

繒
に
よ
く
似
た
る
春
を
見
る
峰 

上
つ
せ
清
き
此
よ
し
野
川 

空
も
泪
の
雨
や
そ
ふ
ら
し 

山
松
の
葉
を
落
す
し
た
か
せ 

音
た
ち
て
冰
の
ひ
ま
の
さ
ゝ
れ
水 

落
と
し
も
覚
す
袖
の
泪
に
て 

露
更
る
夜
の
こ
す
お
ろ
し
て
よ 

打
出
る
野
の
春
は
珍
ら
し 

床
し
や
深
き
窓
の
よ
そ
を
ひ 

限
有
時
を
か
な
し
む
花
さ
か
り 

見
そ
め
し
は
ふ
り
わ
け
髪
の
末
か
け
て 

片
敷
も
な
こ
や
か
な
ら
ぬ
麻
被 

枕
わ
ひ
し
く
明
す
ふ
ゆ
の
夜 

あ
さ
は
か
な
ら
ぬ
契
た
か
は
し 

ね
ぬ
る
夜
の
夢
に
も
梅
や
か
ほ
る
ら
ん 

か
さ
な
れ
る
岩
ほ
そ
ひ
へ
し
瀧
落
て 

し
の
ひ
し
も
の
を
恋
草
の
色 

し
た
ふ
佛
は
け
ふ
の
二
月 
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都
の
人
の
け
は
ひ
の
と
け
し 

誰
ふ
る
す
舎
里
に
月
の
残
る
覧 

分
る
芦
原
の
夜
道
わ
ひ
し
き 

我
こ
と
や
友
ま
と
は
し
て
鳴
千
鳥 

秋
に
う
つ
る
心
や
春
を
わ
す
る
ら
ん 

秋
更
る
風
に
つ
け
て
も
物
お
も
ひ 

御
法
に
し
か
し
も
ろ
こ
し
の
文 

跡
は
た
ゝ
有
と
計
の
三
の
道 

時
し
ら
ぬ
田
は
草
村
に
う
つ
も
れ
て 

苅
し
ほ
に
そ
よ
め
く
麦
の
秋
見
え
て 

雰
の
籬
の
見
入
寂
し
き 

千
度
碪
の
声
そ
う
ら
む
る 

一
時
雨
そ
の
ま
計
の
う
き
別 

夕
日
か
く
れ
に
お
そ
き
蝉
の
音 

同
し
く
は
世
を
い
と
ふ
身
を
苔
衣 

野
山
の
夕
浦
の
あ
け
ほ
の 

道
す
か
ら
旅
を
な
く
さ
め
よ
む
歌
に 

石
は
し
る
清
水
を
む
す
ふ
門
前 

花
ま
ち
て
幾
有
明
の
寝
覚
せ
ん 

あ
か
つ
き
の
煙
と
な
し
て
帰
る
野
に 

も
ろ
き
栬
に
ま
さ
る
色
人 

お
も
ふ
心
の
奥
の
山
す
み 

ま
た
さ
し
柳
枝
も
茂
ら
す 

ゆ
ふ
つ
け
鳥
や
さ
そ
ふ
う
く
ひ
す 

た
ゝ
へ
ぬ
る
水
も
少
き
池
の
面 

か
よ
ふ
野
守
か
栖
し
る
し
も 

い
と
は
や
も
関
の
此
方
に
年
越
て 

い
つ
ち
ゆ
き
て
の
道
の
山
さ
と 

い
く
さ
の
跡
は
民
の
や
も
な
し 

つ
れ

〱
と
き
く
須
磨
の
浦
波 
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立
ら
る
ゝ
名
を
月
も
憐
め 

引
を
う
し
と
や
野
飼
捨
け
ん 

里
ひ
た
る
社
を
祝
ふ
か
た
ハ
ら
に 

谷
川
ひ
ゝ
く
五
月
雨
の
こ
ろ 

波
の
う

へ
も
や
暮
残
る
ら
ん 

夜
半
に
ま
ろ
は
す
雪
そ
え
な
ら
ぬ 

大
阪
府
立
中
央

・
中
之
島
両
館
で
は
、
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
資
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
仕
事
の
中

で
そ
う
し
た
資
料
を
扱
う
必
要
が
あ
る
事
か
ら
、
他
機
関
か
ら
の
出
向
職
員
を
含
む
職
員
有
志
に
よ
る
勉

強
会
を
開
催
、
テ
キ
ス
ト
は
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
大
阪
に
関
す
る
資
料
と
し
、
近
世
の
資
料
の
解
読
と

共
に
、
大
阪
や
古
典
籍
に
関
す
る
知
識
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
る
。
長
年
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
時
々
に

よ
り
構
成
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
ニ
段
階
に
班
分
け
し
、
大
阪
に
関
す
る
資
料

二
点
を
と
り
あ
げ
る
事
と
し
た
。 

子
あ
る
ち
き
り
も
よ
そ
け
身
に
し
む 

朝
速
ひ
ら
く
戸
さ
し
の
寒
き
日
に 

花
の
色
を
俤
に
し
て
行
水
に 

雲
ふ
か
き
山
ほ
と
ゝ
き
す
跡
絶
て 

    

あ
ふ
ち
ま
し
り
の
林
し
け
し
も 

を
の
か
と
ち
童
遊
ぶ
に
打
み
た
れ 

お
わ
り
に 

お
し
む
弥
生
の
日
数
ほ
と
な
き 

お
も
む
く
道
の
末
の
根
颪 

な
か
れ
木
と
成
し
行
衛
を
い
か
ゝ
せ
ん 

し
れ
も
の
ゝ
こ
と
か
た
ら
ひ
て
露
泪 

こ
く
ふ
ね
は
比
良
の
湊
を
目
に
か
け
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

干
時
寛
文
三
年
臘
月
五
日
書
也 
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一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
図
書
館
協
会
大
会
協
賛
事
業
と
し
て
当
時
の
大
阪
府
立
図
書
館
が
開
催
し

た
和
漢
書
目
展
覧
会
に
お
い
て
、
東
洋
史
学
者
の
内
藤
湖
南
は
「
支
那
の
書
目
に
就
い
て
」
と
い
う
題
目

の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
引
用
し
た
の
は
そ
の
冒
頭
、
中
国
の
現
存
す
る
最
古
の
目
録
が
『
漢
書
』
の
芸

文
志
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。 

梁
元
帝
『
金
楼
子
』
に
み
る
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
集
書
と
整
理 

光
田 

雅
男
（
中
之
島
図
書
館
） 

 

は
じ
め
に 

 

そ
れ
か
ら
其
の
前
に
一
寸
支
那
の
書
目
と
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
出
来
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
申

上
げ
て
置
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
う
図
書
館
の
事
に
御
関
係
の
方
は
、
ど
な
た
も
御
承

知
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
現
存
し
て
居
る
目
録
で
は
漢
書
の
芸
文
志
が
一
番
古
い
と
い
ふ
こ
と
に

な
っ
て
居
り
ま
す
。(

一) 
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目
録
を
作
成
す
る
際
に
最
も
利
用
さ
れ
る
、
経
・
史
・
子
・
集
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
つ
四
部
分

類
は
伝
統
的
な
漢
籍
の
分
類
方
法
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
誕
生
し
、
唐
代
の
『
隋

書
』
経
籍
志
の
編
纂
に
よ
っ
て
定
着
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
内
藤
湖
南
が
示
し
た
最
古
の

目
録
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
、
ま
だ
四
部
分
類
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
湖
南
の
講
演
で
は
、
こ

こ
か
ら
分
類
の
歴
史
を
説
き
起
こ
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

清
代
の
学
者
王
鳴
盛
が
「
目
録
の
学
は
、
学
中
第
一
の
緊
要
事
」
で
あ
る
と
述
べ
た
よ
う
に
（
二
）
、
一

つ
の
学
問
を
究
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
知
の
体
系
の
中
で
ど
の
部
分
に
位
置
し
て
い
る
の
か
を
把
握

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
に
し
た
テ
キ
ス
ト
の
良
し
悪
し
を
判
断
で
き
る
目
を
も
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
は
、
「
目
録
学
」
の
知
識
が
絶
対
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

四
部
分
類
は
書
籍
の
管
理
者
の
間
だ
け
で
通
用
す
る
も
の
な
ど
で
は
な
く
、
一
般
の
知
識
人
に
と
っ
て
も

習
得
し
て
お
く
べ
き
必
須
の
知
識
と
し
て
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
分
類
法
の
持
つ
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
を
深
化
さ
せ
る

方
向
に
対
し
て
は
そ
れ
を
促
す
力
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
学
問
の
枠
組
を
固
定
化
さ
せ
る
要
因
と
も
な

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
四
部
分
類
は
単
に
書
籍
の
管
理
運
営

上
の
観
点
か
ら
の
み
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
学
問
の
総
体
を
表
す
も
の
と
し
て
、
近
代
以
前
の
東

ア
ジ
ア
の
知
識
人
か
ら
多
く
の
関
心
を
集
め
て
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。 



し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
見
れ
ば
、
そ
の
体
系
の
中
で
生
産
・
蓄
積
さ
れ
て
き
た
「
漢
籍
」
と
い

う
も
の
を
扱
う
上
で
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
や
は
り
四
部
分
類
が
一
番
収
ま
り
が
良
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
で
は
、
和
書
と
の
混
配
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
漢
籍
に
つ

い
て
も
書
架
分
類
上
は
十
進
分
類
法
で
あ
る
「
大
阪
府
立
図
書
館
十
進
分
類
法
」
に
よ
っ
て
い
る
も
の
の
、

書
誌
分
類
上
は
『
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
漢
籍
目
録
』
の
ご
と
く
四
部
分
類
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
の
も
、

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
一
旦
構
築
さ
れ
た
知
の
体
系
の
も
と
で
は
、
そ
の
枠
外

に
「
逸
脱
」
し
て
し
ま
う
よ
う
な
発
想
は
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
近
代
に
入
り
、

西
洋
の
学
問
が
大
量
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
四
部
分
類
は
そ
の
権
威
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

本
稿
で
扱
う
梁
の
元
帝
『
金
楼
子
』
が
編
纂
さ
れ
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
と
い
う
の
は
、
目
録
学
史
上
で

は
劉
向
・
劉
縺
父
子
の
『
七
略
』
よ
り
『
隋
書
』
経
籍
志
に
よ
る
四
部
分
類
の
定
着
へ
と
至
る
過
渡
期
で

あ
り
、
研
究
上
重
要
な
時
代
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
拠
る
べ
き
史
料
が
『
隋
書
』
経
籍
志
の
総
序
と
、
梁
の

阮
孝
緒
『
七
録
』
の
序
の
二
点
し
か
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
制
約
が
大
き
く
、
わ
ず
か
に
そ
の
概
略

を
述
べ
る
こ
と
で
精
一
杯
と
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
内
藤
湖
南
が
「
今
日
で
は
、
漢
書
芸
文
志
よ
り

隋
書
経
籍
志
ま
で
の
間
に
は
、
書
籍
の
目
録
と
し
て
詳
細
に
書
名
を
書
き
あ
げ
た
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
」

と
し
て
い
た
よ
う
に
（
三
）
、
目
録
の
実
例
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
。 

し
か
し
、
実
は
梁
の
元
帝
『
金
楼
子
』
中
の
「
著
書
篇
」
で
は
、
自
著
の
み
と
い
う
限
ら
れ
た
点
数
で

は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
四
部
に
分
類
し
て
書
誌
情
報
を
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
詳
細
に
書
名

を
書
き
あ
げ
た
も
の
」
の
内
容
を
知
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
点
が
、
従
来

の
研
究
で
は
十
分
に
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
『
金
楼
子
』
の
中
で
も
特
に
書
籍
に
関
係
す
る
記
述
か
ら
な
る
「
聚
書
篇
」
と
「
著

書
篇
」
の
二
篇
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
集
書
活
動
と
整
理
活
動
に
つ
い
て
、
若
干

の
考
察
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。 
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『
金
楼
子
』
の
著
者
で
あ
る
元
帝
蕭
繹
は
、
梁
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
武
帝
蕭
衍
の
第
七
子
で
あ
り
、
侯

景
の
乱
を
平
定
し
た
後
に
梁
の
第
三
代
皇
帝
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
即
位
前
の
王
号
の
「
湘
東

王
」
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。 

第
一
章 

梁
元
帝
蕭
繹
の
ひ
と
と
な
り 
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魏
晋
南
北
朝
時
代
で
も
特
に
劉
宋
以
降
の
王
朝
に
つ
い
て
は
、
短
命
な
王
朝
の
続
く
乱
世
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
累
代
の
名
門
貴
族
の
上
に
寒
門
軍
人
あ
が
り
の
皇
帝
が
君
臨
す
る
と
い
う
図
式
を
と
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
華
や
か
な
「
貴
族
社
会
」
と
さ
れ
る
の
と
は
裏
腹
に
、
皇
帝
の
一
族
自
体
に

は
文
化
的
素
養
が
必
ず
し
も
備
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
蕭
繹
の
場
合
に
は
そ
の
父

で
あ
り
、
即
位
以
前
に
は
『
宋
書
』
の
編
者
沈
約
ら
と
と
も
に
「
八
友
」
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
て
い
た

武
帝
蕭
衍
や
、
兄
で
『
文
選
』
を
編
纂
し
た
昭
明
太
子
蕭
統
、
自
ら
の
サ
ロ
ン
で
「
宮
体
詩
」
と
い
う
詩

風
を
作
り
上
げ
た
簡
文
帝
蕭
綱
な
ど
、
当
代
随
一
と
い
っ
て
も
良
い
文
学
一
家
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
て
い

た
。
蕭
繹
自
身
も
学
問
を
好
み
、
若
く
し
て
眼
病
の
た
め
に
片
目
の
視
力
を
失
っ
て
以
降
も
、
一
日
中
、

左
右
の
者
に
順
番
に
書
物
を
読
み
上
げ
さ
せ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
蕭
繹
が
居
眠
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
良

い
こ
と
に
、
担
当
者
が
内
容
を
読
み
飛
ば
し
た
り
で
も
す
れ
ば
、
必
ず
目
を
覚
ま
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。 一

方
で
、
そ
の
過
剰
な
ま
で
の
書
籍
へ
の
愛
着
は
、
彼
を
奇
矯
な
行
動
に
走
ら
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

即
位
の
三
年
後
、
西
魏
の
大
軍
が
江
陵
に
押
し
寄
せ
る
と
い
う
国
家
存
亡
の
非
常
事
態
に
直
面
し
て
も
、

折
か
ら
の
『
老
子
』
の
講
義
を
中
断
せ
ず
、
最
後
に
は
蕭
繹
も
聴
講
者
も
軍
服
を
着
た
ま
ま
講
義
を
続
け

た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
蕭
繹
の
梁
は
西
魏
に
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
最
中
、
彼
は
舎

人
の
高
善
宝
に
命
じ
て
自
ら
の
蔵
書
十
四
万
巻
に
火
を
放
た
せ
、
自
ら
も
そ
の
火
に
赴
こ
う
と
し
た
と
こ

ろ
を
止
め
ら
れ
た
と
い
う
。
後
に
な
っ
て
、
な
ぜ
蔵
書
を
燃
や
し
た
の
か
と
問
わ
れ
た
蕭
繹
は
「
書
を
読

む
こ
と
万
巻
に
し
て
、
猶
お
今
日
有
り
。
故
に
之
を
焚
け
り
！
」
と
答
え
た
と
い
う
（
五
）
。
な
お
、
こ
の

事
件
に
つ
い
て
は
隋
の
牛
弘
の
上
表
中
に
見
ら
れ
る
書
籍
の
不
幸
の
歴
史
、
い
わ
ゆ
る
「
蔵
書
五
厄
」
の

一
つ
と
し
て
、
始
皇
帝
に
よ
る
有
名
な
焚
書
な
ど
と
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
六
）
。 

蕭
繹
が
非
常
な
集
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
「
聚
書
篇
」
の
内
容
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
侯
景
の
乱
後
に
建
康
の
文
徳
殿
の
蔵
書
七
万
余
巻
を
荊
州
の
地
へ
と
移
送
さ
せ
る
措
置

を
取
る
な
ど
集
書
に
努
め
て
お
り
、「
故
に
江
表
の
図
書
、
斯
れ
に
因
り
尽
く
（
蕭
）
繹
に
萃
ま
る
」
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
（
四
）
。 

以
上
の
ご
と
く
、
良
い
面
に
せ
よ
悪
い
面
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
梁
元
帝
蕭
繹
は
書
籍
に
対
し



 

た
だ
し
、
現
存
す
る
『
金
楼
子
』
は
蕭
繹
の
著
し
た
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

一
度
散
佚
し
た
後
に
、
残
さ
れ
た
条
文
を
再
び
集
め
る
こ
と
で
復
元
を
試
み
た
輯
佚
書
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
が
『
金
楼
子
』
の
史
料
と
し
て
の
性
質
を
複
雑
な
も
の
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る 

 

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
足
本
で
は
な
い
と
し
て
も
、
も
と
も
と
史
料
的
な
制
約
の
大
き
い
魏
晋
南
北

朝
時
代
で
は
あ
り
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
人
物
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
全
く
看
過
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
史
料
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
加
え
て
『
四
庫
全
書
総

目
』
で
は
、
「
興
王
・
戒
子
・
聚
書
・
説
蕃
・
立
言
・
著
書
・
捷
対
・
志
怪
の
八
篇
、
皆
首
尾
完
整
す
」
と

 

こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
金
楼
子
』
は
完
全
な
形
の
足
本
で
は
な
く
、
原
書
と
ど
の
程
度
違
っ
て
い

る
の
か
も
推
測
し
が
た
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
目
録
学
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
『
金
楼
子
』

と
い
う
史
料
が
研
究
の
材
料
と
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
こ
の
不
安
定
さ
が
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

『
金
楼
子
』
は
、
そ
の
序
文
に
「
常
に
淮
南
の
手
に
仮
す
る
を
笑
い
、
毎
に
不
韋
の
人
に
託
す
る
を
嗤

う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
反
面
教
師
的
な
意
味
で
は
あ
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
や
『
淮
南
子
』
を
意

識
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、『
金
楼
子
』
自
身
の
性
格
が
そ
れ
ら
二
書
と
同
じ
よ
う
に
様
々

な
思
想
や
内
容
を
総
合
的
に
集
め
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
際
、『
四
庫
全
書
』
で
は
子

部
雑
家
類
に
上
記
の
二
書
と
と
も
に
「
金
楼
子
六
巻
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

て
常
軌
を
逸
す
る
ほ
ど
の
め
り
込
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
蕭
繹
の
著
書
の
内

の
一
つ
が
『
金
楼
子
』
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
、
現
在
ま
と
ま
っ
た
形
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
鮑
廷
博
『
知
不
足
斎
叢
書
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
今
は
知
不
足
斎
叢
書
本
と
呼
ん
で
お
く
。
こ
の
知
不
足
斎
叢
書
本
『
金

楼
子
』
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
で
も
所
蔵
し
て
い
る
（
八
）
。
両
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ

時
期
に
作
ら
れ
た
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
互
い
に
異
同
も
あ
る
と
い
う
（
九
）
。 

第
二
章 

『
金
楼
子
』
の
史
料
的
性
格 
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『
四
庫
全
書
総
目
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
宋
代
頃
ま
で
は
ま
だ
欠
落
し
た
と
こ
ろ
も
な
く
出
回
っ
て
い

た
も
の
の
、
明
代
末
頃
に
は
完
全
に
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
四
庫
全
書
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
金
楼
子
』
は
、
い
わ
ゆ
る
永
楽
大
典
本
で
あ
り
、
そ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
元
の
至

正
年
間
の
刊
本
だ
ろ
う
と
い
う
（
七
）
。 

   

 



 

と
り
わ
け
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、「
聚
書
篇
」
が
結
果
と
し
て
の
蔵
書
で
は
な
く
、
過
程
で
あ
る
は
ず

の
集
書
を
記
録
し
て
い
る
と
い
う
特
異
性
、
目
録
学
史
上
の
史
料
不
足
を
補
う
存
在
で
あ
る
「
著
者
篇
」

の
価
値
を
考
え
る
時
、『
金
楼
子
』
を
史
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
は
、
や
は
り
十
分
な
意
義
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
八
篇
に
限
っ
て
は
一
定
の
信
頼
性
を
認
め
て
い
る
の
も
事
実
な
の
で
あ
る
。 

  

第
三
章 

「
聚
書
篇
」
に
み
る
元
帝
の
集
書
活
動 

  

知
不
足
斎
叢
書
本
『
金
楼
子
』
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
聚
書
篇
六
」
は
、
著
者
蕭
繹
の
書
籍
収
集

活
動
の
記
録
で
あ
る
。 

同
篇
末
尾
の
文
章
に
よ
れ
ば
、「
吾
、
今
年
四
十
六
歳
。
聚
書
自
り
来
四
十
年
、
書
を
得
る
こ
と
八
万
巻
」

と
あ
り
、
彼
が
西
魏
の
軍
隊
に
捕
ら
え
ら
れ
て
亡
く
な
る
一
年
前
、
承
聖
二
（
五
五
三
―
西
暦
。
以
下
同

じ
）
年
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
篇
の
冒
頭
、「
初
め
閤
を
出
で
て
西
省
に
在
る
に
、
敕

旨
を
蒙
り
て
五
経
の
正
副
本
を
賚
わ
」
っ
た
時
と
い
う
の
が
、
彼
が
湘
東
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
天
監
十
三

（
五
一
四
）
年
、
七
歳
の
時
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
三
十
九
年
で
ほ
ぼ
四
十
年
の
数
と
合
う
。 

以
下
、
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
煩
雑
と
な
る
の
で
、
適
宜
注
目
す
べ
き
箇
所
の
内
容
を
取

り
上
げ
、
書
き
下
し
文
の
形
に
改
め
た
上
で
解
説
を
加
え
て
み
た
い
。 

 

初
め
閤
を
出
で
て
西
省
に
在
る
に
、
敕
旨
を
蒙
り
て
五
経
の
正
副
本
を
賚
わ
る
。
琅
琊
郡
と
為
り
し

時
、
敕
を
蒙
り
て
書
を
給
さ
る
。
并
び
に
私
に
繕
写
す
る
有
り
。 

  

蕭
繹
の
書
籍
収
集
は
、
父
で
あ
る
武
帝
の
敕
に
よ
り
五
経
を
賜
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
後
に
貰
っ
た

書
籍
と
と
も
に
、
書
き
写
し
を
行
っ
た
と
い
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
で
印
刷
の
技
術
が
登
場
す
る

の
は
唐
代
、
一
般
的
に
は
宋
代
に
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
蕭
繹
が
生
き
た
梁
代
に
お
い
て
、
書
籍
を

得
る
方
法
と
し
て
は
書
き
写
す
こ
と
が
ほ
ぼ
全
て
な
の
で
あ
っ
た
。「
聚
書
篇
」
中
に
も
「
写
」
と
い
う
字

を
、
こ
の
後
何
度
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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東
州
と
為
り
し
時
、
史
・
漢
・
三
国
志
・
晋
書
を
写
し
得
た
り
。
又
、
劉
選
部
孺
家
、
謝
通
直
彦
遠

家
の
書
を
写
す
。
又
、
人
を
遣
わ
し
て
呉
興
郡
に
至
ら
し
め
、
夏
侯
亶
に
就
き
て
書
を
写
し
得
た
り
。 



 

「
起
居
注
」
と
は
皇
帝
の
言
行
を
記
録
し
た
書
籍
で
あ
り
、『
隋
書
』
経
籍
志
で
は
後
漢
献
帝
以
来
の
起

居
注
を
四
十
点
ほ
ど
挙
げ
て
い
る
（
十
）
。
徐
勉
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
起
居
注
が
煩
雑
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
編
集
を
加
え
て
『
流
別
起
居
注
』
六
百
巻
を
作
っ
た
こ
と
が
本
伝
に
見
え
る
（
十
一
）
。 

「
東
州
」
は
不
明
だ
が
、
劉
孺
の
蔵
書
を
書
写
し
た
の
は
、
劉
孺
が
軽
車
湘
東
王
長
史
・
領
会
稽
郡
丞
の

肩
書
き
で
蕭
繹
の
幕
僚
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
際
と
思
わ
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
蕭
繹
が
会
稽
太
守
で

あ
っ
た
時
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
史
」
は
司
馬
遷
『
史
記
』
、「
漢
」
は
班
固
『
漢
書
』
、「
三
国
志
」

は
陳
寿
『
三
国
志
』
で
あ
る
が
、
「
晋
書
」
は
も
ち
ろ
ん
唐
代
に
成
立
し
た
正
史
の
『
晋
書
』
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
諸
家
の
晋
書
の
内
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
呉
興
太
守
で
あ
っ
た
夏
侯

亶
の
蔵
書
を
得
た
時
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
人
を
派
遣
し
て
書
写
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
。 

  

揚
州
と
為
り
し
時
、
呉
中
の
諸
士
大
夫
に
就
き
て
起
居
注
を
写
し
得
た
り
。
又
、
徐
簡
粛
勉
の
起
居

注
を
得
た
り
。 

  

前
に
荊
州
に
在
り
し
時
、
晋
安
王
子
時
に
雍
州
に
鎮
し
た
れ
ば
、
啓
し
て
書
写
を
請
う
。
比
ご
ろ

応
に
蜀
に
入
ら
ん
と
す
れ
ば
、
又
書
を
写
し
得
た
り
。
又
、
州
民
宗
孟
堅
を
遣
わ
し
、
都
の
市
に
下

し
て
書
を
得
た
り
。 

 

「
荊
州
に
在
り
し
時
」
と
い
う
の
は
、
蕭
繹
が
荊
州
刺
史
と
な
っ
た
普
通
七
（
五
二
六
）
年
頃
の
こ
と
。

現
在
と
変
わ
ら
ず
、
引
越
し
の
際
な
ど
は
、
普
段
書
庫
の
奥
深
く
に
蔵
さ
れ
て
い
る
書
籍
を
手
に
取
る
チ

ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宗
孟
堅
を
派
遣
し
た
際
の
よ
う
に
、
出
来
合
い
の
書
籍
を
購
入
す

る
と
い
う
集
書
方
法
も
無
く
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
や
は
り
圧
倒
的
に
書
写
や
譲
渡
に
よ
る
も
の
が
多

い
よ
う
で
あ
り
、「
聚
書
篇
」
で
は
そ
の
他
に
購
入
し
た
と
い
う
例
は
少
な
く
、
逆
に
書
籍
を
集
め
る
た
め

の
方
法
と
し
て
「
購
入
」
と
い
う
も
の
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。 

  

安
成
煬
王
湘
州
に
於
い
て
薨
じ
た
れ
ば
、
又
人
を
遣
わ
し
て
就
き
て
書
を
写
し
得
た
り
。 
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安
成
煬
王
機
が
湘
州
で
亡
く
な
っ
た
の
は
大
通
二
（
五
二
八
）
年
の
こ
と
。
本
伝
に
よ
れ
ば
、
安
成
煬



 

蕭
繹
が
集
め
た
の
は
経
書
や
史
書
な
ど
の
四
部
書
だ
け
で
は
な
く
、
仏
書
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と

い
う
の
も
、
彼
の
父
で
あ
る
武
帝
蕭
衍
は
稀
代
の
崇
仏
皇
帝
と
し
て
も
有
名
で
、
同
泰
寺
を
は
じ
め
と
し

た
仏
寺
の
造
営
、
自
ら
皇
帝
の
身
分
を
捨
て
て
三
宝
の
奴
と
な
る
「
捨
身
」
を
大
々
的
に
行
っ
て
も
い
る
。

さ
ら
に
、
本
来
儒
教
的
儀
礼
を
こ
そ
最
も
体
現
す
べ
き
も
の
の
は
ず
で
あ
る
外
交
儀
礼
の
場
に
お
い
て
も
、

仏
教
的
色
彩
を
濃
厚
に
取
り
入
れ
た
式
次
第
を
執
り
行
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
ほ
ど
の
仏

教
信
者
な
の
で
あ
っ
た
（
十
三
）
。 

王
機
に
つ
い
て
は
性
格
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
の
、
豊
富
な
蔵
書
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
う

し
た
関
係
も
あ
っ
て
か
、
蕭
繹
は
彼
の
詩
賦
を
編
集
し
て
序
文
も
書
い
て
や
っ
た
と
い
う
ほ
ど
の
仲
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
（
十
二
）
。 

 

又
、
招
提
琰
法
師
衆
義
疏
及
び
衆
経
序
を
得
た
り
。
又
、
頭
陀
寺
曇
智
法
師
陰
陽
卜
祝
冢
宅
等
の
書

を
得
た
り
。 

  

又
、
江
州
江
革
家
に
於
い
て
、
元
嘉
前
後
の
書
五
帙
を
得
た
り
。
又
、
姚
凱
の
処
に
就
き
て
三
帙
を

得
た
り
。
又
、
江
録
の
処
に
就
き
て
四
帙
を
得
た
り
。
足
し
て
一
部
と
為
し
、
合
わ
せ
て
二
十
帙

一
百
一
十
五
巻
。
並
び
に
是
れ
元
嘉
の
書
に
し
て
、
紙
墨
極
め
て
精
奇
。 

  

そ
も
そ
も
、
い
つ
ご
ろ
誰
の
蔵
書
を
書
写
し
て
手
に
入
れ
た
か
と
い
う
記
録
を
丁
寧
に
記
し
て
い
る
だ

け
で
も
、
集
書
を
始
め
た
当
時
か
ら
蕭
繹
が
几
帳
面
に
記
録
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
だ
が
、

こ
の
部
分
以
降
、
さ
ら
に
巻
数
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
し
て
い
る
部
分
が
登
場
す
る
。
元
嘉
は
劉
宋
文
帝

時
代
の
年
号
で
あ
り
、「
元
嘉
の
治
」
と
し
て
社
会
が
安
定
し
文
化
が
栄
え
た
時
代
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
手
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
あ
ら
た
め
て
書
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
元
嘉
時
代
の
写
本
そ
の

も
の
で
あ
る
た
め
に
、
出
来
栄
え
の
素
晴
ら
し
さ
を
特
筆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
蕭
繹
の
頃
に
ど
う

に
か
手
に
入
れ
ら
れ
る
写
本
の
現
物
と
し
て
は
、
こ
の
元
嘉
頃
が
上
限
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 
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又
、
蘭
左
衛
欽
、
南
鄭
従
り
還
り
た
れ
ば
、
又
写
し
得
た
り
。
蘭
の
書
、
往
往
に
し
て
未
だ
江
を
渡

ら
ざ
る
時
の
書
、
或
い
は
是
れ
此
の
間
の
製
作
に
し
て
甚
だ
新
奇
な
り
。
張
湘
州
纘
の
経
餉
書
の
樊

光
注
爾
雅
の
例
の
如
き
是
れ
な
り
。
張
予
章
綰
の
経
餉
書
の
高
僧
伝
の
例
の
如
き
是
れ
な
り
。
范
鄱



陽
胥
の
経
餉
書
の
高
誘
注
戦
国
策
の
例
の
如
き
是
れ
な
り
。
隠
士
王
縝
の
経
餉
書
の
童
子
伝
の
例
の

如
き
是
れ
な
り
。 

  

蘭
欽
は
軍
人
と
し
て
の
事
蹟
を
持
つ
人
物
で
あ
り
、
南
鄭
を
中
心
と
し
た
漢
中
地
方
を
大
同
元
（
五
三

五
）
年
に
領
有
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
蘭
欽
が
も
た
ら
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、「
未
だ
江
を

渡
ら
ざ
る
時
の
書
」
、
つ
ま
り
長
江
以
北
、
華
北
の
地
で
伝
わ
っ
て
き
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
貴
重
な
の
で

あ
っ
た
。
北
朝
と
南
朝
、
互
い
に
異
な
る
王
朝
が
分
立
し
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
は
、
物
資
の
流

通
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
自
ら
の
地
域
に
伝
存
し
て
い
な
い
書
籍
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
く
、
そ
れ
だ
け
に
そ
う
し
た
書
籍
へ
の
関
心
は
常
に
高
ま
っ
て
い
た
。
中
で
も
、
北
魏
の
孝
文
帝
が
南

斉
に
「
借
書
」
を
求
め
た
例
は
、
南
斉
朝
廷
に
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
こ
と
を
含
め
て
記
録
が
残

っ
て
い
る
（
十
四
）
。
な
お
、
多
く
の
場
合
、
情
報
漏
洩
の
心
配
が
あ
る
と
し
て
そ
れ
ら
の
求
め
は
実
現
し

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
層
書
籍
へ
の
渇
望
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
沈
約
『
宋
書
』

が
い
ち
早
く
北
朝
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
も
あ
っ
て
（
十
五
）
、
大
上
段
な
「
借
書
」
以
外
に

も
書
籍
の
入
手
ル
ー
ト
が
い
く
つ
か
は
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
内
の
一
つ
が
例

え
ば
南
北
の
国
境
付
近
で
行
わ
れ
た
「
互
市
」
で
あ
り
、
例
え
ば
こ
の
蘭
欽
の
例
の
よ
う
に
領
有
権
の
交

代
を
も
た
ら
し
た
軍
事
行
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
蘭
欽
に
つ
い
て
は
鮮
卑
族

で
あ
っ
て
、
北
魏
か
ら
梁
に
降
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
あ
り
（
十
六
）
、
お
そ
ら
く
そ
の
通
り
な

の
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
蕭
繹
が
蘭
欽
か
ら
手
に
入
れ
た
書
籍
は
単
純
に
南
鄭
を
領
有
し
た
時
に
入

手
し
た
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

法
書
は
初
め
韋
護
軍
叡
の
餉
数
巻
、
次
に
又
殷
貞
子
鈞
の
餉
を
得
た
り
。
爾
る
後
に
又
范
普
を
市
に

遣
わ
し
て
法
書
を
得
た
り
。
又
、
潘
菩
提
を
市
に
使
わ
し
て
法
書
を
得
た
り
。
並
び
に
是
れ
二
王
の

書
な
り
。 

  

法
帖
に
つ
い
て
は
市
で
の
購
入
も
行
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
は
い
ず
れ
も
王
羲
之
・
王
献
之
父
子
の
書
跡

で
あ
っ
た
と
い
う
。
殷
鈞
は
本
伝
に
よ
れ
ば
、
宮
中
秘
閣
の
四
部
の
書
の
校
訂
を
行
い
、
目
録
を
作
っ
た

と
さ
れ
て
い
る(

十
七
）
。 
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吾
今
年
四
十
六
歳
。
聚
書
自
り
来
四
十
年
、
書
を
得
る
こ
と
八
万
巻
。
河
間
の
漢
室
に
侔
し
き
も
、

頗
る
之
を
過
ぎ
た
り
と
謂
へ
り
。 



 

以
上
、
か
な
り
省
略
し
た
形
で
の
紹
介
と
は
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
蕭
繹
の
集
書
活
動
が
始
ま
り
か
ら

終
わ
り
に
至
る
ま
で
、
か
な
り
の
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
逐
一
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
「
河
間
」
は
前
漢
の
河
間
献
王
劉
徳
の
こ
と
で
、
集
書
に
励
み
、
そ
の
個
人
蔵
書
は
宮
廷
の
書
庫
に
も
匹

敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
蕭
繹
自
身
は
、
自
ら
の
蔵
書
を
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
と
自

負
し
て
い
た
。 

 

そ
も
そ
も
、
結
果
と
し
て
の
一
大
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
強
調
す
る
よ
う
な
記
録
自
体
は
少
な
く
な
い
。

後
世
登
場
す
る
様
々
な
公
的
・
私
的
な
蔵
書
目
録
に
課
せ
ら
れ
た
目
的
の
一
つ
も
、
そ
れ
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、『
金
楼
子
』
の
よ
う
に
、
そ
の
過
程
で
あ
る
集
書
活
動
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
と
い
う

の
は
極
め
て
少
な
い
。 

蕭
繹
が
こ
の
「
聚
書
篇
」
を
記
し
た
理
由
は
、
や
は
り
第
一
は
自
身
の
所
有
す
る
蔵
書
へ
の
自
信
・
自

慢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
四
十
年
間
様
々
な
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て

集
め
続
け
た
一
つ
ひ
と
つ
を
記
す
こ
と
で
、
書
籍
を
集
め
る
こ
と
が
い
か
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ

る
か
を
示
す
意
図
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
「
聚
書
篇
」
は
、
梁
代
に
お
け
る
書
籍
の

有
様
の
一
端
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
梁
の
皇
帝
で
あ
る
蕭
繹
の
、
書
籍
を
媒
介
と
し
た

公
的
・
私
的
な
人
間
関
係
を
も
連
環
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  

第
四
章 

「
著
書
篇
」
に
み
る
梁
代
分
類
目
録
の
実
際 
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漢
籍
の
分
類
方
法
と
し
て
、
今
日
で
も
一
般
的
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
四
部
分
類
」
が
定
着
し

た
の
は
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
登
場
は
三
国
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
経
籍
志
の

総
序
に
よ
れ
ば
、
魏
の
秘
書
監
荀
勗
が
『
中
経
新
簿
』
を
著
し
、「
分
か
ち
て
四
部
と
為
し
、
群
書
を
総
括
」

し
た
と
あ
り
、
甲
部
に
「
六
芸
、
小
学
」
を
、
乙
部
に
「
古
諸
子
家
、
近
世
子
家
、
兵
書
、
兵
家
、
術
数
」

を
、
丙
部
に
「
史
記
、
旧
事
、
皇
覧
簿
、
雑
事
」
を
、
丁
部
に
「
詩
賦
、
図
讃
、
汲
冢
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ

収
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
こ
の
『
中
経
新
簿
』
の
も
と
と
な
っ
た
鄭
黙
『
中
経
』
で

も
、
す
で
に
四
部
分
類
が
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
劉
宋
の
元
嘉
八
（
四
三
一
）
年
に
は
謝
霊
運
が
六
万
四
千
五
百
八
十
二
巻
を
収
め
た
『
四
部



目
録
』
を
、
南
斉
の
永
明
年
間
（
四
八
三
～
四
九
三
）
に
は
王
亮
と
謝
朏
が
一
万
八
千
一
十
巻
を
収
め
た

『
四
部
書
目
』
を
、
梁
に
入
っ
て
は
任
昉
・
殷
鈞
の
『
四
部
目
録
』
な
ど
が
、
四
部
分
類
を
採
用
し
た
目

録
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
同
じ
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
は
、
劉
向
・
劉
歆
『
七
略
』
以
来
の
「
七
」
部
分
類
に

回
帰
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
り
（
十
八
）
、
劉
宋
の
王
倹
『
七
志
』
で
は
経
典
志
、
諸
子
志
、
文
翰
子
、

軍
書
志
、
陰
陽
志
、
術
芸
子
、
図
譜
志
に
附
篇
と
し
て
道
書
、
仏
書
を
取
る
と
い
う
形
式
を
採
用
し
、
梁

の
普
通
年
間
（
五
二
〇
～
五
二
六
）
に
も
阮
孝
緒
が
『
七
録
』
に
て
経
典
録
、
記
伝
録
、
子
兵
録
、
文
集

録
、
技
術
録
、
仏
録
、
道
録
と
い
う
七
部
分
類
を
用
い
た
目
録
を
編
纂
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蕭
繹
の
生

き
た
梁
代
に
は
、
新
た
に
現
れ
て
き
た
四
部
分
類
と
、
伝
統
的
な
回
帰
を
目
指
す
七
部
分
類
が
併
存
す
る

形
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

本
章
で
扱
う
知
不
足
斎
叢
書
本
『
金
楼
子
』
巻
五
「
著
書
篇
十
」
は
、
元
帝
蕭
繹
の
編
纂
し
た
書
物
全

六
百
七
十
七
巻
を
甲
乙
丙
丁
の
四
部
及
び
仏
書
に
分
類
し
た
も
の
で
、
蕭
繹
個
人
の
著
述
目
録
と
な
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
掲
載
す
る
書
物
の
総
数
か
ら
す
れ
ば
、
既
述
の
蔵
書
目
録
な
ど
に
は
及
ぶ
べ
く
も

な
い
の
で
あ
る
が
、
目
録
自
体
の
形
式
は
著
述
目
録
で
あ
ろ
う
と
蔵
書
目
録
で
あ
ろ
う
と
そ
う
変
わ
る
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
蕭
繹
自
身
の
性
格
も
影
響
し
て
分
野
が
偏
る
こ
と
な
く
四
部
全
て
に
書
名
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ
の
『
金
楼
子
』
著
書
篇
は
、
目
録
学
史
上
最
も
揺
れ
の
大
き

な
時
代
に
作
ら
れ
た
上
、
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
目
録
で
あ
る
と
い
う
、
極
め
て

高
い
価
値
を
有
す
る
史
料
な
の
で
あ
る
。 

 

以
下
、
同
篇
の
目
録
部
分
を
各
部
ご
と
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
（ 

）
内
は
原
注
で
あ
る

が
、
蕭
繹
に
よ
る
自
注
と
、
知
不
足
斎
叢
書
本
の
注
が
混
在
し
て
お
り
、
知
不
足
斎
叢
書
本
の
注
に
つ
い

て
は
「
案
，
云
々
」
と
い
う
形
式
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
判
断
に
よ
り

適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。 

 

著
書
篇
十
（
案
昭
徳
読
書
志
，
金
楼
子
目
録
有
著
書
篇
。
永
楽
大
典
金
楼
子
，
聚
書
篇
後
有
自
連
山

三
秩
至
已
上
六
百
七
十
七
巻
云
云
。
今
案
其
文
，
蓋
係
著
書
篇
正
文
，
脱
其
篇
目
，
因
誤
与
聚
書
合

為
一
篇
。
今
分
為
著
書
篇
。
大
典
又
別
載
金
楼
子
著
書
篇
五
条
。
其
二
条
，
与
芸
文
類
聚
所
載
梁
元

帝
孝
子
伝
序
・
懐
旧
志
序
相
出
入
，
而
首
尾
残
闕
，
文
亦
互
異
。
知
原
書
具
載
序
論
，
非
僅
目
録
。

今
遍
考
諸
書
，
凡
可
補
者
，
悉
付
於
後
。
庶
存
其
大
略
云
。
） 
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連
山
三
秩
三
十
巻
（
金
楼
年
在
弱
冠
，
著
此
書
。
至
於
立
年
，
其
功
始
就
。
躬
親
筆
削
，
極
有
其
労
。
） 



 

最
初
の
甲
部
に
は
、
現
在
の
経
部
に
対
応
す
る
書
籍
四
件
を
載
せ
て
い
る
。
篇
名
部
分
に
付
さ
れ
た
知

不
足
斎
叢
書
本
の
注
に
よ
れ
ば
、『
永
楽
大
典
』
で
は
こ
の
著
書
篇
の
目
録
部
分
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と

聚
書
篇
の
後
に
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
内
容
を
確
認
す
れ
ば
、
こ
れ
が
蔵
書
目
録
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
同
注
の
よ
う
に
著
書
篇
の
文
章
が
誤
っ
て
聚
書
篇
に
混
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の

と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

巻
数
の
合
計
が
最
後
の
総
数
と
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
著
書
篇

が
、
蕭
繹
の
記
し
た
も
の
そ
の
ま
ま
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
梁
代
の
分
類
目

録
の
有
様
を
う
か
が
う
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
大
き
な
障
害
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
か
ら
、
今
は
そ
の
問
題
は
置
い
て
お
く
。 
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な
お
余
談
で
あ
る
が
、
梁
代
当
時
の
書
籍
は
い
わ
ゆ
る
巻
子
本
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
大
半
で
あ
り
、

「
秩
」
と
は
そ
の
巻
物
を
布
で
纏
め
た
際
の
個
数
を
表
し
て
い
る
。
著
書
篇
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
秩
と
巻

数
の
関
係
を
見
る
と
、『
金
楼
秘
訣
』
の
一
秩
二
十
二
巻
と
い
う
唯
一
の
例
外
を
除
い
て
、
そ
の
他
は
全
て

最
大
で
も
十
巻
で
一
秩
と
な
る
よ
う
収
納
さ
れ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。 

  

懐
旧
志
一
秩
一
巻
（
金
楼
撰
。
） 

注
前
漢
書
十
二
秩
一
百
一
十
五
巻 

礼
雑
私
記
五
秩
五
十
巻
（
十
七
巻
未
成
。
） 

周
易
義
疏
三
秩
三
十
巻
（
金
楼
奉
述
制
義
，
私
小
小
措
意
也
。
○
案
梁
書
本
紀
，
義
作
講
，
三
十
巻

作
十
巻
。
） 

黄
妳
（
案
，
梁
朝
有
名
士
，
呼
書
巻
為
黄
妳
，
即
見
本
書
雑
記
篇
。
原
本
黄
訛
王
，
謹
校
正
。
）
自

序
一
秩
三
巻
（
金
楼
小
時
，
自
撰
此
書
，
不
経
。
） 

全
徳
志
一
秩
一
巻
（
金
楼
自
撰
。
） 

仙
異
伝
一
秩
三
巻
（
金
楼
年
小
時
，
自
撰
其
書
，
多
不
経
。
） 

忠
臣
伝
三
秩
三
十
巻
（
金
楼
自
為
序
。
○
案
隋
書
経
籍
志
，
有
顕
忠
伝
三
巻
梁
元
帝
撰
。
） 

孝
徳
伝
三
秩
三
十
巻
（
金
楼
合
衆
家
孝
子
伝
，
成
此
。
） 

金
楼
秘
訣
一
秩
二
十
二
巻
（
金
楼
纂
。
即
連
雑
事
無
奇
也
。
） 

丹
陽
尹
伝
一
秩
十
巻
（
金
楼
為
尹
京
時
，
自
撰
。
） 

右
四
件
一
百
三
十
二
巻
甲
部 

 



 

二
つ
目
の
乙
部
に
は
、
現
在
の
史
部
に
対
応
す
る
書
籍
十
一
件
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、
巻
数
は
実
際
に

は
二
百
二
巻
と
な
り
、
九
巻
分
の
不
足
で
あ
る
。
な
お
、
一
件
目
の
『
注
前
漢
書
』
が
正
史
類
で
あ
る
の

を
除
き
、
他
は
概
ね
史
部
の
中
で
も
伝
記
類
に
属
す
る
書
物
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
、

『
仙
異
伝
』
『
研
神
伝
』
『
晋
仙
伝
』
に
つ
い
て
は
、
東
晋
の
干
宝
『
捜
神
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
魏
晋
南

北
朝
時
代
の
い
わ
ゆ
る
「
志
怪
」
の
風
潮
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
も
蕭
繹
の
生
き
た
時
代
を
反

映
し
た
著
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

  

長
州
苑
記
一
秩
三
巻
（
金
楼
与
劉
之
亨
等
撰
。
） 

研
神
記
一
秩
一
巻
（
金
楼
自
為
序
，
付
劉
歹
纂
次
。
） 

語
対
三
秩
三
十
巻 

玉
子
訣
一
秩
三
巻
（
金
楼
付
劉
緩
撰
。
） 

玉
韜
一
秩
十
巻
（
金
楼
出
牧
渚
宮
時
撰
。
） 

食
要
一
秩
十
巻
（
金
楼
付
虞
預
撰
。
） 

薬
方
一
秩
十
巻 

弁
林
二
秩
二
十
巻
（
案
隋
書
経
籍
志
，
弁
林
二
十
巻
，
注
蕭
賁
撰
。
） 

補
闕
子
一
秩
十
巻
（
金
楼
為
序
，
付
鮑
泉
東
里
撰
。
） 

江
州
記
一
帙
三
巻 

宝
帳
仙
方
一
秩
三
巻 

孝
子
義
疏
一
秩
十
巻
（
奉
述
制
旨
，
并
自
小
小
措
意
。
○
案
梁
書
本
紀
，
武
帝
有
老
子
講
疏
，
元
帝

有
老
子
講
疏
四
巻
。
今
自
注
云
，
奉
述
制
旨
。
則
孝
字
即
老
字
之
訛
，
義
字
即
講
字
之
訛
。
但
巻
数

不
同
。
未
敢
輒
改
，
附
識
於
此
。
） 

貢
職
図
一
帙
一
巻 

晋
仙
伝
一
秩
五
巻
（
金
楼
使
顔
協
撰
。
○
案
梁
書
顔
協
伝
，
協
所
撰
晋
仙
伝
五
篇
。
） 

同
姓
同
名
録
（
案
梁
書
本
紀
，
作
古
今
同
姓
名
録
。
）
一
秩
一
巻
。
（
金
楼
撰
。
） 

奇
字
二
秩
二
十
巻
（
金
楼
付
蕭
賁
撰
。
） 

荊
南
志
一
秩
二
巻
（
金
楼
自
撰
。
） 

式
苑
一
秩
三
巻
（
金
楼
自
撰
。
○
案
梁
書
本
紀
，
有
式
賛
三
巻
。
苑
字
疑
訛
。
） 

繁
華
伝
一
秩
三
巻
（
金
楼
使
劉
緩
撰
。
） 

右
一
十
一
件
二
百
一
十
一
巻
乙
部
（
案
右
件
，
僅
二
百
二
巻
。
） 
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さ
て
、
こ
の
丙
部
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
『
荊
南
志
』
と
『
江
州
記
』
の
二
点
で
あ
る
。
書
籍
の

中
身
ま
で
確
認
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
出
来
な
い
た
め
、
絶
対
の
確
証
は
持
て
な
い
も
の
の
、
そ
の
書
名

か
ら
し
て
お
そ
ら
く
こ
の
両
書
は
い
わ
ゆ
る
「
地
方
志
」
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
仮
に

地
方
志
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
の
四
部
分
類
に
お
い
て
は
子
部
で
は
な
く
史
部
の
中
に
こ
そ
収
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
『
隋
書
』
経
籍
志
に
お
い
て
も
、
『
山
海
経
』
を
初
め
と
す
る
一
百
三
十
九
部
の
地
理

書
を
史
部
に
掲
出
し
て
い
る
（
十
九
）
。 

 

三
つ
目
の
丙
部
に
は
、
現
在
の
子
部
に
対
応
す
る
書
籍
十
八
件
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
丙
部
も
実

際
の
巻
数
は
一
百
五
十
九
巻
で
一
巻
不
足
で
あ
る
。 

譜
一
秩
十
巻
（
金
楼
付
王
兢
撰
） 

夢
書
一
秩
十
巻
（
金
楼
使
丁
覘
撰
。
） 

右
一
十
八
件
一
百
六
十
巻
丙
部
（
案
右
件
，
僅
一
百
五
十
九
巻
。
） 

  

実
は
、
地
理
書
が
ま
と
ま
っ
て
登
場
す
る
の
は
、「
地
域
」
と
い
う
も
の
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
目
録
学
上
で
も
、
こ
の
新
し
い
資
料
群
を
ど
の

よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て
は
変
遷
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
金
楼
子
』
の
執
筆
と
最
も
時
代
的
に
近
い
阮

孝
緒
『
七
録
』
で
は
、
史
部
に
対
応
す
る
記
伝
録
の
中
に
土
地
部
と
し
て
収
め
て
い
る
も
の
の
、
時
代

を
遡
っ
て
劉
宋
の
王
倹
『
七
志
』
で
は
、
図
書
（
図
入
り
本
）
と
地
域
を
扱
う
「
図
譜
志
」
と
い
う
部
を

わ
ざ
わ
ざ
新
た
に
設
け
る
と
い
う
措
置
を
取
っ
て
い
る
。『
金
楼
子
』
に
お
い
て
も
、
地
理
書
は
ま
だ
定
ま

っ
た
場
所
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
か
の
ご
と
く
、
子
部
の
中
に
籍
を
借
り
る
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。 最

終
的
に
『
隋
書
』
経
籍
志
が
地
理
書
を
史
部
に
収
め
た
の
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
阮

孝
緒
『
七
録
』
に
よ
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、『
金
楼
子
』

著
書
篇
が
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
目
録
学
変
遷
の
跡
を
留
め
た
著
述
目
録
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
だ
ろ

う
。 

 

 97

安
成
煬
王
集
一
帙
四
巻
（
案
梁
書
，
安
成
康
王
秀
子
機
襲
封
。
諡
曰
煬
。
所
著
詩
賦
数
千
言
。
世
祖

集
而
序
之
。
原
本
訛
作
煬
帝
王
集
。
係
鈔
写
訛
舛
，
謹
校
正
。
又
隋
書
経
籍
志
，
安
成
煬
王
集
五
巻
。
） 

碑
集
十
秩
百
巻
（
付
蘭
陵
蕭
賁
撰
。
○
案
隋
書
経
籍
志
，
梁
元
帝
撰
，
雑
碑
二
十
二
巻
，
碑
文
十
五

集
三
秩
三
十
巻
（
案
梁
書
本
紀
，
文
集
五
十
巻
。
隋
書
経
籍
志
作
五
十
二
巻
。
又
有
梁
元
帝
小
集
十

巻
。
疑
作
此
書
時
，
方
三
十
巻
，
非
訛
也
。
謹
校
。
） 



巻
。
此
作
百
巻
。
疑
至
隋
時
，
已
失
其
全
。
謹
校
。
） 

詩
英
一
秩
十
巻
（
付
琅
琊
王
孝
祀
撰
。
○
案
隋
書
経
籍
志
，
有
詩
英
九
巻
，
注
謝
霊
運
集
注
。
又
云
，

梁
十
巻
，
不
著
姓
名
。
疑
即
元
帝
此
書
。
謹
校
。
） 

右
四
件
一
百
四
十
四
巻
丁
部 

  

四
つ
目
の
丁
部
に
は
、
現
在
の
集
部
に
対
応
し
た
書
籍
四
件
を
載
せ
る
。
安
成
煬
王
機
に
つ
い
て
は
、

蕭
繹
と
の
仲
の
良
さ
が
知
ら
れ
、
機
が
亡
く
な
っ
た
時
に
は
そ
の
蔵
書
を
書
写
さ
せ
て
、
蕭
繹
自
身
の
蔵

書
に
組
み
込
ん
で
も
い
た
こ
と
、
前
章
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。 

 

内
典
博
要
三
秩
三
十
巻
（
案
梁
書
本
紀
作
一
百
巻
） 

已
上
六
百
七
十
七
巻 

  

仏
書
に
つ
い
て
は
、
四
部
の
枠
外
と
い
う
扱
い
で
一
件
を
載
せ
て
い
る
。
部
に
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
、「
五
部
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
四
部
の
付
篇
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
蕭
繹
が
著
書
篇
で
四
部
分
類
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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以
上
の
ご
と
く
、
四
部
分
類
と
七
部
分
類
が
併
存
し
て
い
た
魏
晋
南
北
朝
と
い
う
時
代
の
中
で
、『
金
楼

子
』
の
著
者
で
あ
る
蕭
繹
が
四
部
分
類
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
章
の
記
述
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
も
っ
と
も
、
著
書
篇
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
著
述
目
録
で
あ
っ
た
が
、
公
的
に
も
蕭

繹
が
書
籍
を
四
部
で
分
類
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
顔
之
推
「
観
我
生
賦
」
の
自
注
に
侯
景
の
乱
を

平
定
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
「
王
司
徒
表
し
て
秘
閣
旧
事
八
万
巻
を
送
ら
ん
と
す
れ
ば
、
乃
ち
詔
し
て
比

校
せ
し
め
、
部
分
し
て
正
御
・
副
御
・
重
雑
の
三
本
と
為
さ
し
む
。
左
民
尚
書
周
弘
正
・
黄
門
郎
彭
僧
朗
・

直
省
学
士
王
珪
・
戴
陵
は
経
部
を
校
し
、
左
僕
射
王
褒
・
吏
部
尚
書
宗
懐
正
・
員
外
郎
顔
之
推
・
直
学
士

劉
仁
英
は
史
部
を
校
し
、
廷
尉
卿
殷
不
害
・
御
史
中
丞
王
孝
祀
・
中
書
郎
鄧
蓋
・
金
部
郎
中
徐
報
は
子
部

を
校
し
、
右
衛
将
軍
庾
信
・
中
書
郎
王
固
・
晋
安
王
文
学
宗
善
業
・
直
省
学
士
周
確
は
集
部
を
校
す
る
な

り
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
（
二
十
）
。
ま
た
、
同
じ
く
梁
代
に
任
昉
ら
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
の
も

『
四
部
目
録
』
な
の
で
あ
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
梁
代
に
『
七
録
』
な
ど
の
七
部
分
類
を
採
用
し
た
目
録
が
編
纂
さ
れ
た
と
は
い
っ
て
も
、

特
に
公
的
な
地
位
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、『
金
楼
子
』
著
書
篇
の
よ
う
に
四
部
を
採
用
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
二
一
）
。
ま
た
、
七
部
分
類
へ
の
回
帰
を
目
指
し
た
王
倹
『
七
志
』
や
阮
孝



緒
『
七
録
』
に
し
て
も
、
劉
歆
『
七
略
』
の
旧
態
を
ひ
た
す
ら
に
墨
守
し
た
も
の
で
は
な
く
、
史
書
の
扱

い
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
現
状
に
合
わ
せ
る
努
力
を
行
っ
て
お
り
、
内
実
は
四
部
分
類
に
近
い

形
式
を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
二
二
）
。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、『
隋
書
』
経
籍

志
編
纂
時
に
も
四
部
以
外
の
分
類
方
法
を
採
用
す
る
余
地
は
、
す
で
に
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
も
の
と
結
論

付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

な
お
、『
金
楼
子
』
著
書
篇
に
お
い
て
、
四
部
全
て
に
書
物
が
偏
り
な
く
掲
出
さ
れ
て
い
る
最
大
の
要
因

は
、
蕭
繹
と
い
う
人
の
有
す
る
二
つ
理
由
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、『
金
楼
子
』
自
体
が
持
つ
雑
書
的
性
格
と

同
様
、
蕭
繹
自
身
も
幅
広
く
浅
い
知
的
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
魏
晋
南
北
朝
時
代
の

文
人
が
持
つ
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
今
一
つ
は
、
誰
か
に
編
纂
を
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
自
身
の

「
著
作
」
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
皇
帝
・
宗
室
の
王
子
と
い
う
特
殊
な
立
場
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

実
際
に
、
著
書
篇
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
十
八
件
の
書
籍
の
う
ち
、
十
一
件
に
つ
い
て
は
誰
に
編
纂
さ
せ

た
も
の
か
明
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
『
忠
臣
伝
』
で
は
「
金
楼
自
ら
序
を
為
す
」
と
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は

序
文
以
外
は
別
人
が
編
纂
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、『
長
州
苑
記
』
の
場
合
の
よ
う
に
劉
之
亨
ら
と
の

「
共
著
」
と
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
現
代
的
な
感
覚
か
ら
判
断
し
た
な
ら
ば
、
著
書

篇
に
見
ら
れ
る
書
籍
の
内
、
三
分
の
一
程
度
に
つ
い
て
は
蕭
繹
は
よ
く
見
て
も
せ
い
ぜ
い
「
監
修
者
」

ど
ま
り
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
仮
に
蕭
繹
の
号
令
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
三
分
の
一
の
書
籍

は
、
当
時
に
あ
っ
て
存
在
す
ら
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
ま
た
確
か
な
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。 

  

お
わ
り
に 
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本
稿
で
は
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
集
書
と
整
理
活
動
に
つ
い
て
、
梁
の
元
帝
蕭
繹
の
自
著
『
金
楼
子
』

の
記
述
を
辿
る
こ
と
で
確
認
し
て
い
く
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。 

集
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
逐
一
を
詳
細
に
記
録
し
た
聚
書
篇
の
内
容
が
、「
魏
晋
南
北
朝
」
と
い
う
時
代

的
な
限
定
を
外
し
た
と
し
て
も
、
他
に
類
例
を
見
る
こ
と
の
少
な
い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
書
籍
の
売
買
と
い
う
事
象
の
ま
だ
少
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
、
書
写
と
い
う
ほ
ぼ
唯
一
の
手
段

に
よ
る
収
集
を
行
う
た
め
に
は
、
公
的
な
も
の
も
私
的
な
も
の
も
含
め
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
繋
が
り
が
い
か

に
重
要
で
あ
っ
た
か
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 



整
理
活
動
に
つ
い
て
は
、
四
部
分
類
と
七
部
分
類
の
間
で
揺
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
魏
晋
南
北
朝
時
代
の

目
録
学
上
の
問
題
を
、
著
書
篇
に
よ
る
著
述
目
録
の
実
際
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
梁
代
に
は

す
で
に
四
部
分
類
が
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
た
。 

本
稿
で
扱
っ
た
の
は
現
存
す
る
『
金
楼
子
』
の
中
で
も
僅
か
に
「
聚
書
篇
」「
著
書
篇
」
の
二
篇
の
み
で

あ
っ
た
が
、
史
料
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て
、
同
書
が
い
か
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
か
、
前
章
ま
で
の

考
察
を
通
じ
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
と
り
わ
け
『
金
楼
子
』
と
い
う
書
物
は
、
魏
晋
南
北
朝
の

中
で
も
一
級
の
文
人
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た
蕭
繹
が
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
決
し
て
こ

れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
に
は
低
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
一
書
の
中
に
様
々
な
内
容
を
含
む
、

そ
の
雑
書
的
な
性
格
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
史
料
と
し
て
の
信
憑
性
も
含
め
、
今
後
色
々
な
観
点
か
ら
さ
ら

に
深
く
読
み
込
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

注 

   

（
一
） 

『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
「
支
那
の
書
目
に
就
い
て
」 

（
二
） 

『
十
七
史
商
榷
』
巻
一
・
史
記
一 

（
三
） 

前
掲
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
二
巻
「
支
那
目
録
学
」 

（
四
） 

『
隋
書
』
巻
四
十
九
・
牛
弘
伝 

（
五
） 

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
百
六
十
五
・
元
帝
承
聖
三
年
十
二
月
の
条
。
た
だ
し
、
巻
数
に
つ
い
て
は
『
南
史
』
巻
八
・

梁
本
紀
下
に
「
十
余
万
巻
」
と
あ
る
な
ど
異
同
が
見
ら
れ
る
。 

（
六
） 

『
隋
書
』
巻
四
十
九
・
牛
弘
伝 

（
七
） 

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
百
一
十
七
巻
・
子
部
雑
家
類
一 

（
八
） 

『
金
楼
子
』
六
巻
（
『
知
不
足
斎
叢
書
』
第
九
集
・
六
十
五
～
六
十
六
冊
） 

（
九
） 

詳
し
く
は
、
鍾
仕
倫
『
《
金
樓
子
》
研
究
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。 

（
十
） 

『
隋
書
』
巻
三
十
三
・
経
籍
二 

（
十
一
）
『
梁
書
』
巻
二
十
五
・
徐
勉
伝 

（
十
二
）
『
梁
書
』
巻
二
十
二
・
太
祖
五
王
伝 

（
十
三
）
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
三
・
貝
編
に
、
東
魏
の
陸
操
が
梁
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
武
帝
が
菩
薩
衣
を
着
て
仏

の
礼
拝
を
陸
操
と
と
も
に
行
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。 

（
十
四
）
詳
し
く
は
、
吉
川
忠
夫
「
北
魏
孝
文
帝
借
書
考
」
（
『
東
方
学
』
第
九
十
六
輯
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。 
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（
十
五
）
『
魏
書
』
巻
五
十
三
・
李
孝
伯
伝
附
李
豹
子
伝
に
「
劉
氏
偽
書
」
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
張
暢
伝
」



（
二
二
）
詳
し
く
は
、
前
掲
『
内
藤
湖
南
全
集
』
「
支
那
目
録
学
」
及
び
井
波
陵
一
『
知
の
座
標 

中
国
目
録
学
』
（
白
帝

社
、
二
〇
〇
三
年
）
等
を
参
照
。 

（
二
一
）
『
隋
書
』
巻
三
十
三
・
経
籍
二
に
見
ら
れ
る
簿
録
中
で
も
、
書
名
か
ら
四
部
分
類
を
採
用
し
た
と
判
断
さ
れ
る

目
録
が
多
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

（
二
十
）
『
北
斉
書
』
巻
四
十
五
・
文
苑
顔
之
推
伝 

（
十
九
）
な
お
、
同
所
に
「
荊
南
地
志
二
巻
（
蕭
世
諴
撰
）
」
と
い
う
も
の
が
見
え
る
。
あ
る
い
は
著
者
は
「
蕭
世
誠
」

の
誤
り
、
つ
ま
り
蕭
繹
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
掲
げ
る
『
荊
南
志
』
と
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

（
十
八
）
た
だ
し
、
『
七
略
』
の
分
類
を
受
け
継
い
だ
『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
れ
ば
、
「
七
」
部
の
内
、
「
集
略
」
は
総
論

に
当
た
る
部
分
で
、
『
七
略
』
自
体
は
実
際
に
は
六
部
分
類
で
あ
っ
た
。 

（
十
七
）
『
梁
書
』
巻
二
十
七
・
殷
鈞
伝 

（
十
六
）
榎
本
あ
ゆ
ち
「
帰
降
北
人
と
南
朝
社
会
―
梁
の
将
軍
蘭
欽
の
出
自
を
手
が
か
り
に
―
」（
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史

研
究
報
告
』
十
六
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。 

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
た
め
、
劉
宋
の
歴
史
を
著
し
た
沈
約
『
宋
書
』
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。 
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※ 

な
お
、
参
考
資
料
中
、
鍾
仕
倫
『
《
金
樓
子
》
研
究
』
及
び
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
十
六
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
年
一
月
現
在
に
お
い
て
大
阪
府
立
図
書
館
未
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。 
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